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プロローグ







　九月になってもまだまだ暑さが残っていた。

　セミもいい加減休みたいだろうに、残暑のせいでミーンミンと演奏会を続けるハメになっている。そんな中、北きた渚なぎさ高校の生徒たちは文化祭の準備に追われていた。

　そう、今の日本は平和なのだ。

　破は戒かい王おうヴェズエルの復活から一ヶか月げつが過ぎた。

　その結果、今のところ何も起きていない。

　すぐにでも大規模な攻こう勢せいが始まるかとイデアルの皆みなが身構えていたのに、そんな気配はさらさらなかった。

　もしかしたら、このまま何事もないまま終わるのではないか、と思ってしまうほど静かだった。

　無論、そんなことは有り得ない。

　いずれ日本全土を巻き込むような戦いが起きるに違ちがいないのだ。

　だからこそ、今のうちに遊べるだけ遊んでおこうと繭まゆ子こは考えていた。

　この文化祭は是ぜ非ひとも楽しい思い出にしたい。そう思っているのに。

「ねぇ、ちょっと。夏なつ彦ひこくんと織おり姫ひめちゃんはどこ行ったの!?」

　学級委員長たる繭子は、クラスの催もよおし物ものを無事に完成させる義務がある。

　だというのに、あのバカップルは手伝いもせずどこかに姿を晦くらませてしまった。

　文化祭は明日から始まるこのときに、いったい何を考えているのか。

　ちなみに繭子たちのクラスはフリーマーケットをやる。

　いらなくなった物を教室に集めて売るわけだが、目玉商品は何といっても、ヘルガが持ってきた『タイガー戦車』だろう。

　もちろん、本物である。

「うふふ、やはりドイツの戦車は美しいですわぁ」

　教室のど真ん中に鎮ちん座ざする鉄の塊かたまりを見て、ヘルガはご満まん悦えつな様子だ。

「いやいやヘルガ。個人の美的センスにつっこむつもりはないけど、ちょっと大きすぎ。これだけで教室埋うまってるじゃん。他の皆のお店が開けないよぉ」

　当たり前の話だが、学校の教室というものは戦車を入れることを想定して設計されていない。一台置くだけで空間が占せん領りようされてしまい、クラスメイトたちは唖あ然ぜんと見上げていた。

「場所が足りないのなら壁かべをぶち抜ぬけばいいのですわ」

「あ、グッドアイデア！　まあ、それはいいとして、夏彦くんと織姫ちゃん知らない？」

「夏彦様と織姫ですか？　そう言えばいませんわね……まさか二人でまたっ？」

「ぐぬっ！　学級委員長として不純異性交遊なんて認められないんだから！　断固阻そ止しするよ。ヘルガ、手伝って！」

「了りよう解かいしましたわ！」

　繭子とヘルガはフリーマーケットの準備を放置して、夏彦と織姫を捜しに出発した。場所はおおよそ見当がつく。ようは人目につかない場所を捜せばいいのだ。

　そして、そんな場所で若い男女がやることといえば決まっている。





※






　キスである。

　それもとびきり特とく濃のうのキスをかれこれ三十分も続けていた。

「ん、夏彦……もう、いい加減戻もどらないと、あっ、あやしまれ……んちゅっ……」

　場所はプールの裏の草むら。

　今は学校中が文化祭の準備で忙いそがしいので、こんな所には誰だれも来ない。

　だからこそ夏彦は安心して織姫を壁に押おしつけ、思う存分可か愛わいがることができるのだ。

「おいおい、嫌いやならもっと抵てい抗こうしろよ。三十分もされるがままになっておきながら」

「い、嫌とは言ってないじゃないですか……」

　織姫は顔中真っ赤になりながら、小声でそう呟つぶやく。

「そうだよな。織姫から誘さそってきたんだもんな」

「うぅ……だからってこんな長い時間……」

「だから、嫌なら抵抗すればいいのに」

「……ばか」

　そう言って織姫は、自分から唇くちびるを重ねてくる。

　かつての織姫からは考えられない行いだ。

　しかし、この一ヶ月間、夏彦と織姫はずっとこんな調子だった。

　あのとき織姫は、インドラから夏彦を助けるため、自分からキスをした。以来、二人のタガは完全に外れたのだ。今はもう、少しでもチャンスがあればひたすら、ちゅっちゅしている。

　こうして織姫とちゅっちゅしていると時間が経たつのを忘れてしまう。五感と思考の全すべてがキスに向けられる。驚きよう異い的てきともいえる集中力だった。
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　本当は夏彦とて少しだけのつもりだったのに、いつの間にか太陽の角度が変わっていた。なのに一向にやめようという気が起きない。だが当然、一生このままというのは無理だ。

　――あと一時間。あと一時間キスしたら教室に帰ろう。

　自分でも守れるか不安な誓ちかいを立てた夏彦は、織姫を抱だく力を強め、より一層密着した。そのときである。

「うぉぉい、二人とも学校で何してるの！」

　委員長の声が響ひびく。どうやら見つかってしまったようだ。三十分もサボっていたのだから当然だろう。

「ああ、夏彦様ぁ……そんな真っ昼間から……破は廉れん恥ちですわ……」

　そしてヘルガは顔を手で覆おおい、なぜか泣き出してしまった。何か悪い物でも食べたのだろうか。

「何って、ご覧のとおりキスしているわけだが」

「ちょっ、夏彦！　違います、違うんですよ、委員長、ヘルガ！　私の目にゴミが入ったからとってもらっていただけで、決してキスなど……するわけないでしょう！」

「織姫ちゃんのうそつき！　何で目のゴミとるのに舌を絡からませる必要があるのさ！」

「それはその……知らないんですか、舌には目のゴミが取れやすくなるツボがあって」

「諦あきらめろ織姫。つーか隠かくす必要なんかないだろ。俺おれらがキスすることに問題なんかない。むしろあれだ。邪じや魔ますんな委員長」

「問題大あり！　ここは学校！　今は文化祭の準備中！」

「むむ……」

　夏彦はわずか三秒で完全に論破されてしまった。

　確かに悪いのはこちらかも知れない。

　しかし仕方がないのだ。お互たがいの体が求め合っているのだから。我が慢まんなんてできるはずもない。

「分かった分かった。これからはなるべく控ひかえる」

「な、なるべく!?　いや、そこは完全にやめようよ。二人は隠れてるつもりかもしれないけどね。夏彦くんと織姫ちゃんがキスしていたって目もく撃げき情報、毎日毎日あるんだよ。もうどんだけ飢うえてんの！」

「辛しん抱ぼうたまらんのだ」

「じゃあ学校来る前に家でしてきなさい！」

　委員長の言うことはもっともだ。

　授業中にトイレに行く奴やつには休み時間のうちに済ませておけと説教したくなるし、同じように学校でキスしたくなるなら家でやれという話になる。

　ところがどっこい。

「朝起きたときと家出る前にも二回してるんだよ。な、織姫」

「え、それは……はい」

　織姫は恥はずかしそうにモジモジしつつも頷うなずいた。二人っきりのときは狂くるおしいほどに求めてくるのに、誰かが見ていると駄だ目めらしい。そんな織姫が可愛くて、夏彦はまたキスしたくなってきた。

「当然、登下校中も物もの陰かげに隠れてするし、家に帰ってからもする。織姫が晩ご飯作ってるのを邪魔してキスすることもあるし、一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ってしたりもする。寝ねる前にもう一回するのは無論のこと、夜中に急にキスしたくなって飛び起きたこともある」

「な、なななな、夏彦！　何を赤せき裸ら々らに語っているのですか！　ああもう、恥ずかしすぎて頭おかしくなりそうです……」

「織姫ちゃん……もう二人とも十分頭おかしいから……」

　委員長はそんな失礼なことを言ってくる。

　おかしいことは全くないはずだ。何せ愛し合う男女なのだから。キスくらいする。その頻ひん度どが少々高いだけだ。

「あのな、別に伊だ達てや酔すい狂きようでキスしてるんじゃないんだぞ」

「伊達や酔狂じゃなかったらなんなの？　発はつ狂きよう？」

「失敬な。あれだよ、これも修しゆ業ぎようの一いつ環かんなんだよ」

「……ふーん」

　委員長はとても冷めた目を向けてくる。道ばたに不法投とう棄きされた粗そ大だいゴミを見つけたような表情だった。

「いやマジだって。あれだよ、魔ま力りよくを練ねるのって、やっぱ集中力が大切だろ。精神統一するだろ。だから、な。キスするんだよ」

「えー、ちょっと待って。話が繋つながらないんだけど。って言うか別に繋がらなくても困らないからいいし、私もう帰っていい？」

「何で分かんないんだよ。キスするじゃん？　周りが見えなくなるじゃん？　それって精神統一じゃん？　だから修業なんだよ」

「ヘルガ教授、ヘルガ教授。新種のバカを発見しました。どうしましょう」

「今すぐわたくしの屋や敷しきに運び込んで下さいまし！　夏彦様のバカはわたくしが治ち療りようしますわ！」

　普ふ段だん礼れい儀ぎ正しいヘルガにまでバカと言われ、夏彦は少々ショックを受けた。

「なあ織姫。俺ってそんなバカか……？」

「自覚してなかったんですか!?」

　織姫は怒おこった顔になる。

　しかし、

「いや、織姫ちゃんもバカだから」

「え!?」

　委員長に言われ、目をまん丸にした。

「え、じゃないし。バカだし」

「どこがですか！　私は委員長よりも夏彦よりもテストの点数は高いのですがっ？」

「テストとかそういうんじゃなくてさ。たった今まで夏彦くんとキスしてたじゃん。さかりのついた猿さるみたいに」

「なっ、それはだから……修業なんですよ！」

「おい織姫。俺の言い訳パクるなよ」

「パクリとかそういうことではなく……実際この一ヶ月で私たちの魔力は跳はね上がってるじゃないですか！」

　それは全くもって事実だった。

　しかもイチャイチャするたびに強くなっていくので、ベロチューによる精神統一のおかげなのは明白だった。邪じや念ねんも統一すれば凄すさまじいパワーを発揮するのである。

　それに夏彦は、織姫を守りたいという想おもいが狂きよう信しん的てきなレベルになったことで求道位階に到いたった。であれば、その織姫とイチャイチャすれば、ますます強くなるに決まっている。

「はぁ……もともと差があったのに、イチャイチャしてるだけで強くなっていくとか、世の中の理り不ふ尽じんさを感じるよぉ」

「しっかりしてくださいまし繭子。わたくしたちだって、この一ヶ月遊んでいたわけではありませんわ！　新必ひつ殺さつ技わざを完成させたではありませんか！」

「あっ、そうだった！　そうだよ、すんごい技完成したんだから。遊んでばっかの織姫ちゃんたちには負けないんだから。最後には努力が勝つ！」

　委員長は得意げな顔になり、まだ何の実績もないくせに勝ち誇ほこった。

「いえ、私たちも別に遊んでばかりいたわけではないのですが……」

　織姫の言うとおり、夏彦と織姫だって、日々の修業くらいはしている。

　むしろイチャイチャと修業を両立させている分、こちらの方が努力しているのではないだろうか。

「ところで夏彦様。さきほど、織姫と一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入っているとかなんとか聞き捨てならないことを仰おつしやっていたように思えたのですが……わたくしの聞き間ま違ちがいですわよね……？」

「あ、それ脳が拒きよ否ひしてたからスルーしたけど、確かに言ってた！　二人はお風呂一緒に入ってるのっ？」

　委員長とヘルガはぐいぐいと距きよ離りを詰つめてくる。

　まるで金をせびろうとしている不良みたいだ。

「それはその……」

　織姫はすっかり脅おびえ、固まってしまった。

「そりゃ一緒に住んでるんだから、お風呂も一緒に決まってるだろう」

「うへぇ……そうだよね、夏彦くんと織姫ちゃんだもんね……」

「ああ、そんな夏彦様……も、もしやと思いますが、キス以上のことは……」

「キス以上？　そりゃ愛し合う男女が一つ屋根の下なんだから当然――」

「わー、わーわーわーっ！　そこまでです、この話題は終わりです！　ほら文化祭の準備するんですよね！　明日から始まるんですから急がないと！　ねっ？」

　大声を上げながら織姫は両りよう腕うでを振ふり回し夏彦の言葉を遮さえぎった。

　恥ずかしいと思うから恥ずかしいのに。もっと堂々としていれば周囲も、そんなものかな、と思ってくれるはずだ。

　織姫のおかげで委員長とヘルガは釈しや然くぜんとしない顔をしている。

　しかし文化祭の準備をしなければならないのもまた事実。

「分かったよー織姫ちゃん。だけど、ちゃんと手伝ってよね。売り場広げるために教室の壁かべ壊こわすんだから」

「そんなのわたくしのタイガー戦車で一いち撃げきですわ」

「え、あれ弾たま入ってるのっ？」

「今すぐ実戦投入できますわ！」

　ヘルガは胸を張って答える。実に愛国心溢あふれる吸きゆう血けつ鬼きだ。

「おいおい。文化祭にそんなもの出すなんて危ないだろ。ちゃんと真ま面じ目めにやろうぜ！」

「夏彦様には言われたくありませんわ！」





※






　教室の壁は無事に破は壊かいされ、隣となりの教室と繋がった。

　幸いにも隣のクラスは、外で焼きトウモロコシの露ろ店てんをやることになっていたので、文化祭の間は教室を使わない。全く問題はないはずだ。

「よーし、これでやっとスペースができた。さあ、皆、好きなように店を広げて。場所が足りなくなったらまた夏彦くんとタイガー戦車が壁を壊してくれるから！」

　かくして夏彦たちのクラスは四つの教室を占領し、何とも広々とした場所でフリーマーケットを行なうことになった。

　並んだ品物のほとんどは中古のゲームとか本とか、使わなくなった雑貨などだ。

　だが中には、怪あやしげな水すい晶しよう。禍まが々まがしい魔ま力りよくを放つ杖つえ。三百年前の魔王交代劇で使われた魔導式空間震しん動どう爆ばく弾だんの不ふ発はつ弾だん。といった目を背そむけたくなるような品物まであった。

　しかしそれでも、見た目のインパクトではタイガー戦車が圧あつ倒とう的てきだ。

「そもそもこの戦車。どうやって教室に入れたんだ？　窓からも入らないだろ」

「シュトライム様に頼たのんで空間跳ちよう躍やく魔術で運び込んだのですわ」

「師し匠しようも暇ひまなんだなぁ」

　長いこと姿をくらましていたシュトライムだが、一ヶ月前に突とつ如じよ現れ、レムナンツ本ほん拠きよ地ちへの突とつ入にゆうに協力してくれた。そのおかげで夏彦は織姫を取り返すことができた。

　が、その戦いで魔力を使いすぎたシュトライムは、体に多大な異変が起き、かつての戦闘力を失ってしまった。もっとも本人はそれほど気にしていないらしく、夢幻島に居い座すわり、特に何をするでもなくウロチョロしていた。

　社長はシュトライムが帰ってきたことにいたく感激しており、もともと高いテンションを倍に上げている。

「そう言えば、明日は社長たちが遊びに来るって言ってたな」

「え、そうなんだ。じゃあ楽しんでもらえるよう、気合いを入れて飾かざり付けしないと！」

　委員長はますます張り切って働き始める。何せ普ふ段だんは学級委員長らしい仕事が何もないので、こういったチャンスでもなければ委員長であることをアピールできないのだ。

　しかし夏彦はもう限界だった。

　織姫とイチャつきたくてたまらない。作業など手につくわけがない。

　ついさっきまでベロチューしていたのだが、それが遠い過去に思える。

「なあ委員長。壁も壊したことだし、俺と織姫はもう帰っていいんじゃないか？　正直、これ以上ここにとどまっていたら、皆の前でキスをするぞ」

「夏彦、そんな何を言っているのですか！　皆の前でなんてそんな、できるわけないでしょう！」

「へぇ、じゃあ織姫はこれ以上我慢できるのかよ」

「そ、それは……」

　図星だったらしく、織姫は俯うつむいて耳まで真っ赤にする。

　この一ヶ月、ひたすらイチャイチャしてきたのだ。織姫が何を考えているかくらい、手に取るように分かる。

　今の織姫は夏彦と同じように、キスすることしか考えていない。

　端たん的てきにいえば、性欲大だい爆ばく発はつである。

「あー、はいはい。もう帰っていいよぅ。相手するのバカらしくなっちゃった」

　委員長はこの上なく投げやりに言って、店先のレイアウトを整えるのに集中していた。

　だが、その傍かたわらにいたヘルガは、首をブンブン横に振る。もげるのではないかという勢いだった。

「いけませんわ、いけませんわ！　お二人を帰したら、きっといかがわしい行こう為いをするに違いないのですわ！」

「ヘルガ、もうあきらめようよー。これも一種の少子化対策だと思って、私たちは夏彦くんより素す敵てきな男の子を探そう……」

「そ、そんな殿との方がたいるわけが……うぅ、夏彦様ぁ……」

　ヘルガが何やら涙なみだぐんでいたが、一刻も早くいかがわしい行為をしたかった夏彦は、織姫の手を引いて全速力で帰路についた。

　無論、家に帰るまで我慢できなかったのは言うまでもない。







第一章　元老院最終勧告







　下しも北きた麻あさ美みは毎朝、夢幻島に出社すると、まず朝食を作ることから始める。

　いつもなら自分と社長の二人分なのだが、ここ一ヶ月、嬉うれしいことに三人分に増えていた。

　鼻歌を歌いながらフレンチトーストを仕上げてから、冷めないうちに社長たちを起こすため、二階に上がる。

「さあ二人とも。朝ご飯が出来たわよ。起きて頂ちよう戴だい。今日は北渚高校の文化祭行くんでしょ」

　寝しん室しつでは二人の可愛らしい女の子が眠ねむっていた。

　一人は言わずと知れたイデアル社長、リン・リンである。猫耳をふにゃふにゃさせながら、穏おだやかな寝ね息いきを立てていた。今まで千回以上見てきた寝顔だが、何度見ても飽あきない。食べてしまいたい。

　その社長に、赤毛の少女が寄より添そって眠っていた。【瓏ろう玲れいの焔ほむら】の特とく徴ちようである尖とがった耳が生えている。見た目は人間に換かん算さんすると八歳さいくらいだろう。そのあどけない顔は思わず頬ほおずりしたくなる。しかしその正体は、魔ま王おうであるゲシュペスに匹ひつ敵てきする力を持った希代の魔族、シュトライムだった。

　本来は美しい大人の女性なのだが、訳あって今は体が縮んでいる。

　破は戒かい王おうヴェズエルとその妻ダイアンサスが復活した今、シュトライムの幼女化は大おお幅はばな戦力ダウンであり、憂ゆう慮りよすべき事態といえる。しかし天使のような社長とシュトライムの寝ね姿すがたを見ることが出来るので、麻美としては嬉しいことこの上なかった。

「あーん、もうどうしましょう。こんなに可愛い子が二人もいるなんて反則よね。ちゅーしちゃってもいいかしら、いいわよね、だって可愛いんだもの」

　衝しよう動どうを抑おさえられなくなった麻美は、ベッドに上がり込み、二人の頬を毒どく牙がにかけようとした。

　だがそのとき、麻美の真上に突如として謎なぞの魔力源が出現した。驚おどろいて見上げると、そこに黒い亀き裂れつが走っている。

　空間跳躍魔術の門だ。

　となれば、次に起きるであろう展開は容易に想像できる。

　激げき突とつだ。

　案の定、門から降ふってきた朱す雀ざくのおでこが、麻美の頭部を強打する。その衝しよう撃げきで麻美はベッドから突つき飛ばされた。脳のう震しん盪とうを起こしたのか、床ゆかにうつ伏ぶせに倒たおれたまま動けない。

「いたた……何かにぶつかったであります」

「うーん、朝から騒そう々ぞうしい。何事だ？」

「うにゃ、朱雀ちゃんにゃぁ」

　シュトライムと社長が起きたらしく、寝ぼけた声が聞こえてくる。

「リン・リン、シュトライム様。おはようであります。約束の時間には少し早いでありますが」

「はは、早すぎだろう。まあ別に構わんが。ところで麻美はどうして床で寝てるんだ？」

「そんなとこで寝たら風か邪ぜ引くにゃん」

　別に寝ているわけではなく、朱雀の垂直落下頭ず突つきを喰くらい昏こん倒とうしているのだ。そう訴うつたえたかったのに、声を出すことも出来ない。

「楽しみすぎて早起きしてしまったであります」

「そうかそうか。ゲシュペスみたいな退たい屈くつな男と一緒にいると、さぞ毎日が退屈だろうからな。ならば早さつ速そく朝食を食べて出発しよう」

「でも副社長起きないにゃ？　どうするのですかにゃ、シュトライム様」

「あとで起きたら追いかけてくるだろ。大人なんだから」

　大人とか子供とか関係なく、動けないのだ。と叫さけびたいのに誰も気付いてくれない。もしかしたらこのまま自分は死ぬのではないかと不安になってしまう。

「それなら食堂に行くニャ。適当にお腹なかに詰め込んでレッツゴーにゃ！」

　ちびっこ三人は、ドタドタと階段を降りていった。

　追いかけたいのに、頭がぐわんぐわんと回り、どうにもならない。

「おぉ、ちゃんと朱雀の分のフレンチトーストもあるぞ。流石さすがは麻美。出来る女だな」

　それは朱雀のではなく麻美の分なのだ。

　社長とシュトライムと一緒に食べようと思っていたのだ。

　――今からすーちゃんの分を作るから、誰か私を起こして！

　麻美は八や百お万よろずの神と仏様とキリスト、その他知りうる限りの神に祈いのりを捧ささげたが、誰も聞き入れてくれなかった。





※






　文化祭の初日。

　体育館に一同が集まって開催式をやるといった生き真ま面じ目めさはどこにもなく、いきなり本番からスタートした。

　外では綿わた飴あめやら焼きそば、焼きトウモロコシの露店に人が並び、校舎の中ではオバケ屋敷や喫きつ茶さ店てんなど、文化祭定番の演だし物が開かれている。

　在校生もそうでない者も、人間も魔族も実に楽しそうだった。

　夏なつ彦ひこたちのフリーマーケットも、なかなかの盛せい況きようだ。特に委員長が店番をしている古着屋が注目を集めている。

　そんな教室にのんびりした声が流れた。

「おーい、遊びに来てやったぞ」

　夏彦の師匠、シュトライムである。

　彼かの女じよは全魔族の中でもトップクラスの実力者であり、赤毛の似合う美しい妙みよう齢れいの女性だった。

　が、教室に入ってきたシュトライムは、美しいというより愛らしい姿をしている。

　人間に換算するなら八歳くらいの外見で、全くもって強そうに見えない。しかも着ている服は、やたらレースやフリルのついたセーラー服だ。副社長が幼女化したシュトライムのために作った服である。

　一ヶ月前までは確かに大人だったのに、何なに故ゆえに幼女の姿になってしまったのか。

　それは魔ま力りよくの使いすぎによる副作用だった。

　夏彦も詳くわしいことは知らないが、魔力を限界まで使い切った【瓏玲の焔】は稀まれに、その魔力の回復を早めるため省エネモード、つまり子供の姿になってしまうらしい。

　よって今のシュトライムは、ちょっと気合いを入れただけで地割れが起きるような魔力を失っている。

　本人いわく「二ヶ月前の夏彦レベル」だそうだ。

　そんなシュトライムと一緒に社長と、更さらに朱雀まで教室に入ってきた。三人とも焼きトウモロコシを美お味いしそうに食べながらのご登場だ。文化祭を満まん喫きつしてくれているようで何よりである。

「うにゃにゃん、本物の戦車にゃん！　でかいにゃ格かつ好こいいにゃー」

「やたらと四角いであります」

「あははは、よく床が抜けないな。頑がん丈じような校舎だ」

　そんなことを言って、ちびっこ魔族三人はタイガー戦車をペタペタ触さわって喜ぶ。

　するとヘルガが恵え比び寿す顔がおで近づいてきた。

「まあ、皆さんその若さでタイガー戦車の素す晴ばらしさが分かるなんて将来有望ですわ」

「ヘルガちゃんに褒ほめられちゃったニャ！」

「照れるであります」

「いや、私はヘルガより圧倒的に年上なんだがな」

　そもそも誰もタイガー戦車の素晴らしさなど語っていない。教室に戦車が飾ってあるという奇き妙みような光景を珍めずらしがっているだけだ。

「それでどうでしょう社長。イデアルの戦力増強のため買ってみませんか？」

「うにゃー、でも魔界の戦いで戦車は役に立たないと思うにゃぁ」

「あら、そんなことありませんわ。この装そう甲こうにはシュトライム様特製の術式が組み込まれており、耐たい衝しよう撃げき、耐熱、耐魔術への対策がバッチリ。さらに砲ほう塔とうからは実じつ弾だんではなく高出力の陽電子ビームを発射することにより火力も十分！」

「シュトライム様の術式かニャ!?　それは凄そうニャ！」

　社長は強度を確かめるように戦車をガンガンガンと叩たたきまくる。しかし社長が叩いた程度では、術式に関係なく壊れないだろう。

「つーか師匠、どんだけ暇なんだよ」

「む？　いや仕方がないだろ。小さくなって以来、空飛んで遠出するとやたら疲つかれるし。あれだけ好きだったビールも苦くて飲めないし。ピーマンも食べられなくなったんだぞ、子供か私は！」

「いや、子供だろ」

「ちっ、弟で子しの分際で偉えらそうに。とにかく今の魔力ではやれることが限られていて、夢幻島でゴロゴロするしかないんだ。だいたいあの島だって私の魔力で維い持じされているしな」

「そう言えばそうだったか」

　イデアルの本拠地、というかたまり場になっている夢幻島は、シュトライムによって作られた魔造空間にある。当然、シュトライムからの魔力供給がなくなれば、夢幻島は崩壊してしまう。

　シュトライムは現在の乏とぼしい魔力から夢幻島維持のため割さいているのだ。相当きついであろうことは容易に想像できる。

「つーか、二ヶ月前の俺程度になった師匠でも夢幻島を維持できるってことは、今の俺ならもっと広い魔造空間を作れるってことか？」

「魔力だけで考えればそうなるな。けど重要なのは技術だからな。お前、そういう繊せん細さいなの苦手そうだ」

「確かに」

　日本に帰ってきてから強敵たちと連戦が続いたお陰かげで、夏彦はかなり強くなれた。魔力のみならず、術の発動速度や精度も段だん違ちがいになったし、実戦の中で勘かんも鍛きたえられた。

　しかし魔造空間とか空間跳躍魔術といった戦せん闘とうにかかわらないものになると、全く理解が及およばない。一度、魔導書を読んで練習してみようと思ったことがあるのだが、斜ななめ読みしただけで頭が痛くなり、それっきりだ。

「そういうのは繭まゆ子この方が得意そうだな。あとヘルガだって空間操作して兵器を召しよう喚かんするんだから適性があるだろう」

「うん、私、細かいの得意だよー」

「まあ、わたくしも魔造空間が作れるのですか？　夏彦様、どんな空間を作ったらよろしいでしょうか？」

　ヘルガがそう言うので、夏彦は考えてみる。

　もっとも、今の夏彦が望む空間といえば決まっていた。

「やっぱ、織おり姫ひめと二人っきりになれる空間がいいな」

　すると古本ブースの店員をしていた織姫が、客を放置して駆かけ寄ってくる。

「夏彦！　またそうやって皆の前で変なこと言って……少しは自重してください！」

「ほう、すると二人っきりのときなら変なこと言いまくっていいんだな？」

「それはその……だからそういうことを言わないでくださいと」

　織姫は本当にいとも容た易やすく狼ろう狽ばいする。からかう側としては実にありがたい。夏彦は織姫の全てが好きだが、中でも照れ屋なところは大好物だ。未み来らい永えい劫ごういじり続けたい。

「なんにゃ、このバカップル？」

「キモいであります」

「わはは、酷ひどい言い様だな。もっと言ってやれ」

　と、ちびっこ三人組が品のないヤジを飛ばしてくる。

　夏彦と織姫の仲むつまじさに嫉しつ妬としているのだろう。皆みなも早くいい人を見つければいいのに、と思ってしまう。特にシュトライムなど、そろそろ相手を見つけないと危機感を覚える年ねん齢れいなのではないだろうか。

「いや、若返ったからその心配も無用か……？」

「おい、夏彦。言わなくてもお前が何を考えているか分かるぞ。失礼千万だな。こう見えても私は結構もてるのだぞ。私の気を惹ひくために血ち反へ吐どを吐はいて頑がん張ばる男もいるんだ」

　シュトライムは小さくなってしまった胸を反らして威い張ばった。

　そんな子供の姿で男の話をされてもギャグにしか見えない。確か二千歳を超こえていると言っていたから、当然それ相応の経験はあるのだろうが、恋れん愛あいを語るのは元の姿に戻ってからにして頂きたい。

「おいおい、何だその目は。小さいからって馬ば鹿かにするなよ。まあ、しかし何だな。お前ら人間ってほんと成長早いよなぁ」

「え、そうなのぉ？」

　シュトライムの言葉に、委員長が首をかしげる。

「私、夏彦くんはおろか織姫ちゃんにも随ずい分ぶん差を付けられちゃった気がするんだけど」

「わたくしもですわ。夏彦様と織姫限定ではありませんか？」

　ヘルガも続くが、シュトライムは首を振った。

「いいや。確かに夏彦と織姫は群を抜いているが、お前らだって結構なものだぞ。魔族の基準から考えれば、驚くほど飲み込みが早い。やはりあれかな。寿じゆ命みようが短い分、人生が濃こいのかな？」

「あ、酷い。寿命が短いとか言わないでよぉ」

　委員長は抗こう議ぎするが、しかし事実だった。

　吸血鬼であるヘルガはともかく、委員長も夏彦も織姫も、百年もしない内に寿命を迎えてしまう。それは避さけがたいことであり、別に悲観するに値あたいしない。だがシュトライムたち魔族にとって、百年という歳月は一いつ瞬しゆんに思えるのかもしれない。

　以前シュトライムは、二千年以上生きていると言っていた。そして彼女の本来の外見は、人間に換算すると二十歳はたちそこそこだった。それはつまり、魔族にとっての二千年が、人間の二十年に値するということを意味している。百年ならば、一年だ。

　夏彦たちがヨボヨボの年寄りになっても、シュトライムや社長はほとんど変らない姿でいるだろう。

「これは私の主観だが、人間が人生というものに真面目なのも、やはり寿命のせいかな。私に言わせれば、人界の社会は堅かた苦くるしくて生きにくい。けど、人間にとっては心ここ地ちいいだろ。まあ、色々不満がある奴もいるかもしれんが、少なくともいきなり街が消し飛ぶ魔界の日常に照らし合わせれば、人界は平へい穏おんで真面目だ。生き様が濃い。だからこそ夏彦は、十六歳で求道位階になれたのかもしれんなぁ」

　シュトライムは腕うでを組み、しみじみと語った。確かに、人間は六十にもなれば年寄り扱あつかいだ。二千歳を過ぎても脳天気に生きているシュトライムが言うと説得力がある。

「じゃあさ、私やヘルガも求道位階になれるのかな、かな!?」

　委員長は必死の形相でシュトライムに問いかける。

「おう。頑張ればいけるかもな」

「やったー！　ヘルガ、頑張ろう！」

「わたくし、夏彦様をメロメロにする能力がいいですわぁ」

　委員長とヘルガは手に手を取り合って踊おどり出す。

「うにゃにゃ、自分でも信じてないようなことでは求道位階になれないにゃ」

　社長は辛しん辣らつなことを言うが、委員長とヘルガは聞く耳持たない。

　しかし、一理あるだろう。

　どうしてヘルガが夏彦をメロメロにしたいのかは不明だが、如い何かなる手段を用いても夏彦が織姫以外を好きになるなど有り得ない。それはもう宇宙の真理だ。求道位階秘技の改変力では、覆くつがえせない法則があるのだ。

　仮に夏彦と織姫を引き裂さくような強制力が働いても、更なる力を以もつてして宇宙を改変し直すのみ。

「そう言えば師匠。元の姿に戻もどる方法は分かったのか？」

「うーん、ゲシュペスに調べさせたんだがな。現状では魔力が自然回復するのを待つしかないらしい。何十年もかかるそうだ。子供の姿も楽しくていいんだが、やはり魔力が弱すぎて困る」

　それはそうだろう。昨日までフェラーリに乗っていたのに、急に三輪車になったくらいのパワーダウンだ。何分の一と計算するのも馬ば鹿か馬鹿しいほど比べものにならない。

「そうは言ってもシュトライム様。さっき体育館でやってた『渚なぎさ市しで一番強い奴は誰だれだ』に参加して十人抜ぬきしたにゃん。腐くさっても鯛たい、縮んでもシュトライム様ニャ」

　渚市で一番強い奴は誰だ、とは、生徒会が主しゆ催さいしている飛び入りオンリーのバトル大会だ。参加者は一対一で戦い、十人抜きを達成すると、この文化祭でのみ使える食べ物フリーパスチケットがもらえるらしい。

　その話を聞いたとき、夏彦も参加しようかと一瞬思ったが、あまりにも大人げないのでやめにしたのだ。

「師匠、いくら弱くなったからと言って大人げないだろ。シュトライムの名が泣くぞ」

「むむ。そうは言っても戦いたいんだよぅ。それに誰も私だと気付かなかったぞ」

「そりゃそうだ」

　シュトライムは当代魔王ゲシュペスに次ぐ実力者として、魔界ではかなり名が通っている。だが、ここまで若返ってしまうと、誰もその正体を見破れないだろう。

「うちの生徒は荒あらくれ者ぞろいだが、俺や師匠が参加したら弱い者虐いじめになるだろうが。弟子として恥ずかしいからやめてくれ」

「だったら夏彦。お前が私の相手をしたらいいじゃないか」

「……俺おれが？」

「そうだ。他の生徒と戦うのが弱い者虐めなら、私とお前が出場して戦えばいい。今ならいい勝負が出来ると思うぞ」

　それはシュトライムの意地っ張りにしか聞こえなかった。

　シュトライムの魔力は二ヶ月前の夏彦と同等だと本人が言っている。であれば、火か界かい咒じゆを使わずとも容易く倒せる。それこそ弱い者虐めになってしまう。

「子供をボコって楽しむほど性格歪ゆがんじゃいねぇんだが」

「愚おろか者め。勝敗は魔力量だけで決まるのではないのだぞ。ハッキリ言って、この姿でも負ける気はしない。そもそも、私がお前を鍛えたのは、強くなったお前と戦いたかったからだしな！」

「なっ！　裏があるとは思っていたが、そこまでよこしまなことを考えていたとは……」

　シュトライムがいわゆる『戦せん闘とう狂きよう』なのは以前から察していた。

　だがまさか、自分で戦いたいがために夏彦を弟子にしたとは知らなかった。

　その昔『俺より強い奴に会いに行く』というキャッチフレーズがあったが、会いに行くどころか育てていたのだ。

　そのお陰で夏彦は強くなれたわけだが、正直ドン引きである。

「さぁさぁ、体育館に行くぞ。魔力の違ちがいが戦力の決定的差でないことを教えてやる」

　シュトライムはそんなことを言って、夏彦の眼前でシャドーボクシングを始めた。

　とは言っても、見た目が八歳の幼女だ。中身がシュトライムだと分かっていても、戦えるわけがない。

　夏彦がどう答えようか迷っていると、社長が「うにゃーん」と言ってシュトライムのセーラー服を引っ張った。

「シュトライム様、シュトライム様。上の階でやってるエクストリーム喫きつ茶さのパフェが美お味いしいらしいニャ」

「食べたいであります、行くであります」

　朱雀も一いつ緒しよにシュトライムを引っ張る。

「エクストリーム喫茶？　何がどうエクストリームなんだ？」

「教室の中に魔造空間を広げて、エベレストの山頂を再現しているらしいニャ。そこでパフェを食べたりコーヒー飲んだりするニャン」

「おお、それは楽しそうだ。行くぞリン・リン、朱雀！」

　お子様になってしまったシュトライムは、パフェと聞いて目を輝かがやかせた。

　小さくなって、戦いより甘あまいものが優先されるようになったらしい。

　そうして、ちびっこ魔族三人組は嵐あらしのように去って行く。

「やれやれ。小さくなっても師匠は人ひと騒さわがせだな。それにしても織姫。なんか物もの欲ほしそうな顔してるな。さては、またキスしたくなったな？」

「い、いえ、そうではなく……私もパフェを食べたいなぁ、と思いまして」

　織姫は上目遣いでジーと見つめてくる。

　これはつまり、デートのお誘さそいだ。

　きっと「あーんしてください夏彦」とか、一つのコップに二本のストローを差して二人で飲むイベントとか、盛りだくさんに違いない。

「よしっ、それなら早速行こう。おごってやるぜ織姫」

　夏彦は自分の胸をどーんと叩いた。実際にはイデアルの給料のほとんどを、織姫に夜な夜な着せるためのコスプレ衣装に使ってしまったので、財さい布ふはかなり厳しい。が、ここは男気を見せてやりたい。

「わーい、夏彦くんのおごりなら私も行くー」

「委員長にはおごらん！」

「ちぇ、けちんぼ！」

　関係ないくせに委員長がいつものように割り込んでくる。

　しかし、今の夏彦と織姫のイチャラブは、どんな邪じや魔まが入ったとしても揺ゆるがない。

　むしろ、止められるものなら止めてみやがれという気分だ。

「夏彦、私にもおごらなくて結構ですよ。夏彦の財布がすっからかんなのは知っていますから。少しは貯金しましょうよ」

「ん、そうか？　まあ、結けつ婚こん式しきとかお金かかるもんな」

「け、結婚式！」

「何を驚いている。お前まさか、入にゆう籍せきだけでいいのか？　俺は織姫の花はな嫁よめ姿すがたみたいぞ。あ、でも実家が神社だから、お金かからないのか。そうかそうか」

「いえ、その……確かに私は神社の娘むすめですが、ウェディングドレスもいいかなぁと思ったり……ではなく！　そんな結婚なんて急に何を言い出すんですか！　私たちまだ十六歳ですよ！」

「いやだからさ、今のうちに計画を練っておこうぜ。やっぱり子供は沢たく山さん欲ほしいよな」

「こ、子供……！」

　織姫は頭からプシューと蒸気を上げる。比ひ喩ゆではない。魔ま力りよくを無む駄だに垂れ流し、自分の汗あせを沸ふつ騰とうさせているのだ。

「ああ、はいはい。そういうバカップル発言は人がいないところでやってね。全くもう、この前までは織姫ちゃんがかろうじてツンデレだったから面おも白しろかったのに、これじゃあ私が割り込む余地ないじゃん！」

「そもそも割り込もうとするなよ。俺と織姫は真しん剣けんに愛し合っているんだぞ」

「ふんだ、夏彦くんは私たちの気持ちも知らないで。いいもん、ヘルガと仲良くするもん。ヘルガぁ、私たちは私たちで喫茶店行こう。リア充じゆうなんて爆ばく発はつすればいいんだもん」

　委員長は完全に拗すねてしまい、ふくれっ面つらになる。

　しかし、呼ばれたヘルガは返事をしなかった。

　見ればタイガー戦車のそばで、客と商談をしていた。

「姉ちゃん、こいつちゃんと動くのか？」

　ヘルガに話しかける客は、スーツに紫むらさきのワイシャツというあからさまに怪しい服装だった。しかも顔には大きな切り傷があり、サングラスまでしている。決め手は襟えりや袖そでからチラチラ見える入れ墨ずみで、どう考えてもカタギではない。

「動きますわよ。ＲＰＧはおろかトマホークの直ちよく撃げきを受けたって傷一つ付きません。いまなら百万円ぽっきり！」

　ヘルガは必死に魔改造されたタイガー戦車を売り込んでいた。

　それにしても百万円というのは安いのか高いのか。

　戦車としては安いのだろうが、文化祭で使う金額ではない。

「よし買った！　やっぱり魔界のフリマは掘ほり出し物が多くてやめられんのう。これでうちの組は安あん泰たいじゃ」

「まあ、抗こう争そうですの？」

「おうよ。うちの若頭がやられたんじゃ。あいつら組同士のいざこざに魔族使いやがって。極ごく道どうの風上にもおけんやつらじゃ！」

「それはそれは……頑張って下さいまし」

「ありがとうよ姉ちゃん。ほら百万だ」

　極道さんは懐ふところから札束を取り出し、ニコニコ現金一いつ括かつ払ばらいで戦車を買い取った。

　しかし問題が一つ発生する。

　どうやって持ち出すのだろうか。

　空間跳躍魔術を使えば可能だろうが、あいにくシュトライムも朱雀もエクストリーム喫茶に行ってしまった。いま教室には空間跳躍魔術を使える者が残っていない。

　するとヘルガはのほほんとした口調で解決策を語る。

「キーを回せばすぐに動きますから、そのまま体当たりして壁かべをぶちぬけばいいですわ」

「おっ、そうかい？　じゃあ試運転もかねて、いっちょやってみるか」

　極道さんはヘルガから鍵かぎを受け取り、勇んで戦車に乗り込んだ。

「へぇ、戦車の中って意外とシンプルなんだな。ワシでも動かせそうじゃ」

「フリマで売るために改造したのですわ。自動車とそう変わらないでしょう？」

　ヘルガは搭とう乗じようハッチから中を覗のぞき込み、極道さんにレクチャーする。

「そうそう、ハンドルで進行方向を変えて、そのレバーで砲塔を動かすのですわ。クラクションを鳴らせば陽電子ビームが――」

　そうヘルガが言った瞬しゆん間かん、戦車から陽電子ビームが放たれた。

　幸いにも砲塔が窓側を向いていたので、教室内の誰にも当たらず、ビームは外に飛んでいく。

　露店のテントをかすめ、そのまま直進し、校外の民家に命中する。

　大爆発であった。

　大玉の花火が地上で炸さく裂れつしたような光がほとばしり、キノコ雲が上がる。直撃した民家は跡あと形かたもなくなり、その周囲が燃え上がった。

　しかし悲鳴など一つも聞こえず、逆に校庭からは歓かん声せいが聞こえた。

「すげぇ、気に入ったぜ、姉ちゃん！」

「喜んで頂けて幸いですわぁ」

　ヘルガは客に喜んでもらえて満足そうだ。ビームによって空いた穴を更に広げて発進していく戦車に、笑え顔がおで手を振ふっていた。

「ちょ、ちょっとヘルガ。何か普ふ通つうに見送ってるけど、教室と校庭が繋つながっちゃったじゃん！　どうするのっ？」

　委員長が血相を変えてわめく。

　だがヘルガはケロッとしており、何が問題なのか分からないといった顔だ。

「あら繭子。昨日、売り場を広げるために三つ先の教室まで破は壊かいしておきながら、何を今いま更さら常識ぶっているのですか？」

「あ、そう言われればそうだね！」

　問題は解決した。

　どうせそのうち、慈じ悲ひ帝ていが予算を組んで修復してくれるのだ。せっかくの文化祭だし、壊こわしたいだけ壊せばいい。

「よーし、それじゃあ、お店は皆に任せて私たちはエクストリーム喫茶に行っくよ！」

「ああ、待って下さい繭子。そんな急に手を引かれては――」

　委員長はヘルガを引っ張って、ドタドタと走り去っていった。

「織姫、いつまでも赤くなってないで俺らも行こうぜ」

「え、あっ、はい！　子供は三人がいいと思います……ではなく！　い、行きましょう」

「ふむふむ。その辺のことも喫茶店で話し合おうか」

「バ、バカ言わないでください！　人前でそんな話できませんよ！　その……家に帰ってからにしましょう……」

　織姫は伏ふし目がちにモニョモニョと呟つぶやきながら、夏彦の手をそっと握にぎった。
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　満月が浮うかんでいた。

　空には雲一つなく、満天の星空が広がる。

　とはいっても、地球を回る月とは大きさもクレーターの形も異なっているし、星座もまるで違う。

　バルトセルにとって実に懐なつかしいものだ。

　人界ではなく、魔界の星空。

　たとえそれがヴェズエルの魔力によって作られた魔造空間の産物だとしても、この上なく心が落ち着く。

　ヴェズエルは空すらも塗ぬり替かえてしまうのだ。そんな彼かれと一緒なら、魔界そのものを作り直すことが出来るのではとすら思ってしまう。

　だがバルトセルは今、そんな敬愛すべき盟主と、手加減抜きの決けつ闘とうを演じていた。

　もっとも手加減抜きなのはバルトセルだけで、ヴェズエルは嫌いやみに思えるほど力を抑えている。

　しかしヴェズエルには、嫌みのつもりなどさらさらないだろう。そうしなければ一いち撃げきでバルトセルが灰かい燼じんになってしまうのが悪いのだ。

　ベスターブルク城の中庭に鎖さし愁ゆう鴛えん鴦おう之の契ちぎりによる超ちよう重じゆう力りよくを広げ、石いし畳だたみを砂場に変えながら、バルトセルはヴェズエルに紫の槍やりを撃うちまくる。

　あらゆるものが重力により動きを制限される中、紫の槍だけはその束そく縛ばくを受けず、超高速で飛ひ翔しようする。

　だというのに一発も当たらない。

　避けられ、弾はじかれ、掴つかまれ、投げ返される。

　無重力の槍と超重力下のヴェズエルでも、後者の方が速い。

　おまけに直撃したとしても薄うす皮かわ一枚傷つけられないであろうことは、互たがいの魔力の差を見れば明白だった。

「くそったれがァァアッ！」

　バルトセルは地を蹴けり飛ばし、怒ど声せいと共に突とつ進しんする。

　通用しない槍をばらまいていても意味がない。やけくそだろうが何だろうが、攻せめ手を変えるしかなかった。

「ふむ、次は肉にく弾だん戦せんか。だが、それでも我には通じぬよ」

　ヴェズエルは楽しそうに余よ裕ゆうたっぷりの笑えみを浮かべ、バルトセルを待ち受ける。

「やってみなきゃ分かんねぇだろうがッ！」

　バルトセルの拳こぶしがヴェズエルの顎下を打ち付ける。渾こん身しんの力を込めた一撃だった。しかしヴェズエルは微び動どうだにしない。

　続いて、みぞおちにつま先蹴り。喉のど元もとに手刀。

「ふむ。わずかではあるが、痛みらしきものを感じるな。しかし、それでは一日中続けても我は倒れぬぞ。お前が先に疲れるのがオチだ」

　そう言ってヴェズエルは、何気なく右手を振るいバルトセルをはらった。たったそれだけのことでバルトセルの体は弾かれ、十メートル以上も宙を舞まう。

「ぐっ、ぬ！」

　幸い無様に転がることなく、しっかりと両りよう脚あしで着地できた。が、そもそも今のは攻撃とすら呼べない、ただの仕草だ。それを防いだからといって、何の自じ慢まんにもならない。

「いい加減、意地を張らずに我わが残ざん鉄てつを使え。そもそもこの戦いの目的はそれであろう。我を練習台とし己おのれを鍛えたい気持ちは分かるが、まずは役目を果たせバルトセル。さすれば多少は我と伍ごせるかもしれぬぞ」
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　月光の下、ヴェズエルはマントを翻ひるがえし、かかってこいと手招きする。

　そうだ。今、バルトセルは【破戒王の残鉄】を持っている。リリウムやエルメネヒルド、アウレリアがこの一ヶ月探し回り集めた物の一つだ。

　それを使えば、もっとマシな戦いが出来る。

「チッ……他人の力を使うってのは、何度やっても屈くつ辱じよ的くてきだぜ」

「この我の力であってもか？」

「そう、破戒王ヴェズエルの力であっても、だ！　俺は俺の力で戦いてぇんだよ」

「なるほど。そしてシュトライムに勝ちたいと」

　ヴェズエルは全てを見み透すかすような目でこちらを見てくる。

　もっともバルトセルは、シュトライムに対する自分の気持ちが知れ渡わたっていると承知していたので、特に驚きはしない。ただ少々きまりが悪いだけだ。

「ああ、勝ちたいぜ。男の方が女より優すぐれているとは言わねーが、どつき合いで女に負ける男なんざァ有り得ねぇだろうが！」

　それは詭き弁べんに違いなかった。

　魔族の真価とは強さこそが全てだ。故ゆえに男が強くなければならないというのは、女性蔑べつ視しに他ならない。

　だがそれでもバルトセルは、自分がシュトライムより強くなければ気が済まない。

　好きな女より強くなり、守ってやる。

　そんなものは古今東西、あらゆる時代あらゆる世界の男にとって当たり前の願いだ。

　自分はそんな男として最低限のことも出来ないクサレ野や郎ろうなのだ。

　それどころか弱すぎてシュトライムに哀あわれみを向けられる始末。

　だからこそ、この命に代えてもシュトライムを叩きのめす。

　武器を使わず、他者の助けを乞こわず、戦術戦略の一いつ切さいを廃はいし、真正面から全力を尽つくして求愛決闘に臨む。

　それこそが己のシュトライムに対する責任と理解する。

「同感であるぞ、バルトセル。ならばまず、この雑事を終わらせよ。そののちにいくらでも付き合ってやる。お前がシュトライムを超えるまで」

「本気かヴェズエル。一いつ朝ちよう一いつ夕せきじゃ終わらねぇぞ」

「承知している。だが同じ男として、そして友として見過ごせんだろう。我に二言はないぞ。知っているだろう？」

「ハッ、確かに」

　ヴェズエルという最強の魔族が修しゆ業ぎように付き合ってくれるのであれば、目的達成までの時間が大おお幅はばに短縮される。元よりこの一ヶ月、バルトセルはヴェズエルと戦うことにより随分と強くなった。それが更に加速されるのだ。

「そういうことなら、さっさと終わらせねーとな。一撃で決めるぞヴェズエル」

「よかろう。死ぬなよバルトセル」

「誰に向かって言ってやがる」

　死ぬわけがない。自分が死ぬのはシュトライムを倒たおしてからだ。

「残鉄・開放――破戒王『極点位階奥おう義ぎ』自在武具錬れん成せいガ一片〈涅に哩り底ち王おう羅ら刹せつ剣けん〉」

　バルトセルは呪言を唱え、片手剣を作り出す。【破戒王の残鉄】を使っただけあって、その剣は膨ぼう大だいな魔力を秘ひめている。

　が、相手はヴェズエル。【破戒王の残鉄】から作り出される武器は本来、全て彼の物だ。

　破戒王の力で破戒王に戦いを挑いどんだところで勝てる道理はない。

　故にこれは勝負ではなく、残鉄を本来の持ち主に返すための儀ぎ式しきにすぎなかった。

「破戒王『極点位階奥義』自在武具錬成」

　ヴェズエルも同様に呪言を唱えた。

　しかしそれはバルトセルのものより遥はるかに短く、それでいながら規模は比べものにならないほど巨きよ大だいだった。

　なぜならバルトセルは【破戒王の残鉄】を借り、彼の極点位階奥義の一片を引き出しているだけ。

　本来の自在武具錬成とは、ヴェズエルが望む武器を望む数だけ創つくり出すというものだ。

　その武器の一つ一つが強力無比。ヴェズエルが握れば、一ひと振ふりで山が消し飛ぶ代しろ物ものばかりだ。そして真に凄すさまじいのは、そんな武器を他者に貸し与あたえることが出来るということ。

　つまりヴェズエルがこうして復活した以上、レムナンツはいつでもその極点位階奥義の力を分けてもらえる。

　たんに王が帰ってきたというだけではない。

　全メンバーの戦せん闘とう力りよくが、桁けた違ちがいに上じよう昇しようする。

　破戒王ヴェズエルは単体でも魔界の歴史上最強だというのに、部下を率いることに関しても隙すきがない。

　数十本に及ぶ武器が天からヴェズエルの周りに降りそそぎ、地に突つき刺さった。剣や槍、弓やら銃じゆう、ヌンチャクといった変わりものまで含ふくんでいる。

　ヴェズエルはその中から巨大なハンマーを選び持ち上げた。

「矜こん羯が羅ら童子ノ鎚つち。しかと受け止めよ」

　自分より巨大な鉄の塊かたまりを片手で軽々と持ち上げバルトセルに向ける。

【破戒王の残鉄】は、激しい戦いで熱しなければ一つにすることが出来ない。

　よって、これよりバルトセルの持つ剣と、ヴェズエルのハンマーをぶつけ合う。無論、手ぬるい力では残鉄は熱くならない。空間が震ふるえ上がるほどの力を込め、火花を散らす。

　この一ヶか月げつの間に、四つの残鉄が見つかった。うち三つは既すでにヴェズエルと融ゆう合ごうしたが、その作業を行なうたび、バルトセルは死にかけた。今日もまた死にかけるのだろう。

　――上等。この程度耐たえられねぇでシュトライムに顔向けできるかよ。

　バルトセルは笑みすら浮かべ、自らヴェズエルの間合いへと突っ込んだ。

「てめぇこそ腰こし抜かすんじゃねーぞヴェズエルゥッ！」

　剣に全力と全体重を乗せ、ヴェズエルの頭上に振り下ろす。

　その軌き道どうに合わせ、ハンマーが迫せまった。

　武器と武器、鉄と鉄が激げき突とつし、閃せん光こうが広がった。
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　ヴェズエルが復活したお陰で、その残鉄を探すのも随分と楽になった。

　なにせヴェズエルからすれば自分の一部だ。場所が何となく分かるらしい。

　アウレリア、リリウム、エルメネヒルドの三人は、ヴェズエルの指示に従い、一ヶ月で【破戒王の残鉄】を四つも見つけた。一つ一つの大きさが違うので一いち概がいには言えないが、五年で十七個だったのを考えれば素す晴ばらしい躍やく進しんだ。

　そして残鉄が一つ見つかる度に、熱して結合する。その一番辛つらい役目をバルトセルに押おしつける形になっているが、本人が喜んでいるのだから誰も損をしない。

「にしても今日は一段と激しいネ」

　リリウムの手札を見つめながら、アウレリアはそう漏もらした。

　いま中庭でバルトセルがヴェズエルにボコボコにされている最中なのだが、こうして城の中にまで轟ごう音おんが響ひびいてくる。天てん井じようからパラパラとホコリが落ちてきて非常にうっとうしい。

「どうしたんだろうね？　大きな残鉄だから時間がかかってるのかな？」

　エルメネヒルドは自分のカードをひらひらさせながら首をかしげた。しかし、即そく座ざにダイアンサスがそれを否定する。

「それはなかろう。大きいと言っても、他のものと倍も違うわけではない。おおかた男同士で妙みようなことを始めたのではないか？　馬鹿さ加減においては、二人ともいい勝負だからな。まあ、それはそうとアウレリア。いい加減カードを引くがよい。いつまで時間をかけるつもりだ」

「リリウムがポーカーフェイス過ぎて読めないネ！」

　アウレリアの対面に座すわるリリウムは、先さき程ほどから無表情でジッとしており、アウレリアが指をどこに伸のばしてもピクリとも反応してくれないのだ。

　顔色から読み取るのは不可能だ。潔いさぎよく勘で引くしかない。

「これでどうネ！」

　リリウムの手札から一枚つまみ引き上げる。

　しかし残念ながらジョーカーだった。

　アウレリアは思わず顔を引きつらせてしまう。

「あっ、もしかしてジョーカーだったの？　うわぁ、気をつけよう」

「何言ってるネ！　そんなの分からないネ！」

「おいリリウム。実際のところどうだったのか。妾わらわにだけコッソリ教えよ」

「ノーコメント」

　リリウムは眉まゆ一つ動かさず、ボンヤリとした声こわ色いろで言う。この眠ねむそうな顔がトランプゲームで如何に威い力りよくを発揮するか、アウレリアはたった今思い知ったところだ。
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「さぁエルメネヒルド。お前が引く番ネ。上がれるものなら上がって見せるネ！」

　何せエルメネヒルドは手札が二枚しかない。もしかすれば、このターンで本当に上がってしまうかも知れない。一方のアウレリアはジョーカーを入れて五枚もある。ビリだった。

「うーん、どれにしようかな」

　エルメネヒルドは愛らしい顔で悩なやんでいる。その顔に向かって、ババを引け、と呪のろいを送り込む。が、そんなアウレリアの必死の思いも通じず、エルメネヒルドが選んだのはダイヤのクイーン。

「あ、ラッキー」

　これでエルメネヒルドの手札は一枚になった。

　つまり、ダイアンサスが引けばそれで上がりだ。

「ふむ、一位は奪うばわれてしまったか。せめて二位には食い込みたいな」

　エルメネヒルドからカードを引いたダイアンサスもまたペアが成立し、手札を一枚減らす。これでダイアンサスも二枚だ。リリウムも二枚。

　この状じよう況きようで手札四枚というアウレリアの状況は絶望的だった。

　が、幸いにもダイアンサスからカードを引いたリリウムは、ペアにならなかった。まだチャンスはある。

「ここから一気に巻き返すネ」

　再びリリウムのポーカーフェイスと対たい峙じする。

　しかし、それにしても本当に何の反応もない。そもそも、あまり真剣にやっているようにも見えない。

「早く引いて。私はアウレリアの手札分からないんだから、表情を変えようがないし」

　言われてみればそうだ。リリウムがジョーカーを持っているならともかく、今の状況で表情を読み取っても意味がない。となれば、やはり適当に引くしかない。

「これか……いや、こっちネ……！」

　意を決し、引く。

　そのカードを恐おそる恐る確かく認にんすると――。

「や、やったネ！　やっと一歩追いついたネッ！」

　ダイアンサス一枚、リリウム二枚、アウレリア三枚。

　ここが正念場だ。何が何でもビリはさけたい。

「……さっきから不思議なのだが、そなたは何なに故ゆえにそうまで必死なのだアウレリア。妾も勝負事にはこだわるが、ババ抜きでそこまで熱くはならぬぞ」

「アウレリアは昔からトランプ弱いからねー。バルトセル以外に勝ってるとこ見たことないや」

「何を言うネ。ちゃんとバルトセル以外にも勝ったことあるネ。ただ、その頻ひん度どが百年に一度とか、ちょっと低いだけネ！」

　そして今こそ、その百年に一度の奇き跡せきを起こすときだ。

　ジョーカーが手にズッシリと重く残っているが、まだまだ勝負はこれからだ。

　所しよ詮せんババ抜きなど運うん次し第だい。バルトセル以外に勝てないジンクスなどまやかしなのだ。

　それを証明してみせる。




「あー、やっぱりこうなったか。アウレリア、落ち込まないで」

　三分間にわたる激しい接戦のあと、最後までアウレリアの手の中にジョーカーが残っていた。

　ダイアンサスもリリウムも、手ぶらで哀れみの視線を向けてくる。

　ジンクスは覆らなかった。
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「ああ、くそ、暇ひまだなぁ……オレも文化祭とやらに行けばよかったかなぁ」

　慈悲帝ゲシュペスは執しつ務む室しつの机で頬ほお杖づえをつき、たまった書類の山から目を背そむけていた。

　いつもなら朱雀に紅茶や珈コー琲ヒーを頼たのめば「了りよう解かいであります」と言ってすぐに持ってきてくれる。しかし、その頼たよりになる使い魔まはシュトライムたちと一緒に、北渚高校の文化祭に行ってしまった。

　朱雀が嬉うれしそうにしていたので結構なのだが、やはり一人で黙もく々もくと仕事をするのは難しい。

　別に今日急いで処理しなければならない案件でもないので、続きは明日にしよう。明日はもっと辛くなるかも知れないが、そうしたら明後日の自分の勤勉さに期待すればいいのだ。きっと追い詰つめられた自分は頑がん張ばるはず。

　などと未来の自分を過大評価していると、不意にドアをノックする音が響いた。

　そしてゲシュペスが返事をする前にノックの主は執務室に侵しん入にゆうしてきた。

「……何だ、議長か。何の用向きだ？」

　来客の正体は、白い長ちよう髪はつに白い髭ひげの老人。元老院議長であった。

　戦闘力そのものではゲシュペスの足下にも及およばないが、その発言力は時に魔王すら上回る。三千年前から議長の地位についており、その間、魔王の座は百回は交代したが、彼は常に安泰だった。

　魔界政府の顔は魔王ではなく、元老院議長だと言う者すらいる。

　それにしても、彼がゲシュペスを訪ねてくるとは珍めずらしい。大魔災の直後は何度も議論を重ねたが、ここしばらく会うことすら稀まれだった。

　そんな議長がわざわざ、それもアポなしで訪ねてきた。

　嫌な予感を覚えたゲシュペスは、思わず身構えてしまう。

「陛下。これより議会の決定をお伝えします」

　そして案の定、議長は重苦しい口調で語り始めた。

「たった今、元老院最終勧かん告こくが発令されました。陛下には我々の勧告に従って頂きます」

　元老院最終勧告。

　その言葉に頭をガツンと殴なぐられたような衝しよう撃げきを味わった。

「……本気で言っているのか？」

　ゲシュペスは思わず攻撃的な声を出してしまう。

　魔界政府の元老院は、あくまで勧告機関だ。最終的な決定権は魔王にあり、元老院は口を出すことが出来ても政策を左右する権限を有さない。

　が、それは平時の話だ。

　もし魔王の行動が魔界の利益から著いちじるしく逸いつ脱だつしていると判断された場合、元老院は奥おくの手である『元老院最終勧告』を使うことが出来る。これは通常の勧告とは違い、絶対的な強制力を持っている。魔王が元老院最終勧告を無視した場合、その権限の全てが剥はく奪だつされ、魔界の統治権は元老院議会に移動することになっていた。

　つまりゲシュペスは、これから議長が勧告することを守らなければ、魔界政府の敵として認にん定ていされてしまうのだ。

「残念ながら、四分の三の同意が得られましたので」

「そうか。で、俺に何をやらせたいんだ？」

　ゲシュペスは内心の動どう揺ようを悟さとられぬよう、つとめて淡たん々たんと返す。

　もし無理難題を勧告された場合、どうするべきだろう。泣く泣く従えばいいのか。それとも魔界政府を敵に回してでも矜きよう持じを守ればいいのか。

　破戒王ヴェズエルは五年前、元老院最終勧告を出された際、迷うことなく戦った。

　もしシュトライムが魔王ならどうするだろう。めんどくさいと言って自ら職を辞すような気がする。実際、今でも要職に就つこうと思えばいくらでも就けるのに、敢あえてニートを満まん喫きつしているのだ。

「元老院議会の要求は五つです。まずは、インドラの転生体である三さん世ぜ寺じ夏彦の抹まつ殺さつ。そして、不ふ穏おん分子であるシュトライムの抹殺。三つ目は、レムナンツの即そく時じ壊かい滅めつ。これらを実行するため、修しゆ羅ら庁ちようナンバー１～５の封ふう印いん解除――」

　ゲシュペスは議長の言葉を聞きながら、脳を全力で回転させた。

　今のところ、そう無む茶ちやを言われているわけではなかった。

　インドラの力を使えるようになった夏彦が危険だから始末したいという気持ちは分かる。また、予測の出来ないことをしでかすシュトライムも目め障ざわりだし、レムナンツの壊滅は魔界政府の悲願だ。異論があるはずもない。そして、それらを実行するためには、封印された修羅庁の五人が必要であることも理解できる。

　だが、理り屈くつとして分かるからといって、そう簡単に頷うなずけるはずもない。

　夏彦は今のところ魔界政府に敵対的な行動をとったことがないし、シュトライムを倒すとなればゲシュペス自ら動くことも考えねばならない。修羅庁の上位五人など解き放てば、日本列島全土が火の海になるのも覚かく悟ごする必要がある。

　ゲシュペスは色々と理屈をこねくり回し、何とか妥だ協きよう点てんを見いだせないかと頭を悩ませた。

　しかし、議長が続けた五つ目の勧告を聞いた瞬間、既に妥だ協きようは有り得ない段階になっているのだと思い知る。

「以上四つを達成し次し第だい、神無大結界を解除し、人界全土へと進しん撃げきを開始して頂きます」

「断る」

　反射的にそう答えてしまった。もっとも熟考したところで答えは同じだ。

　これを受け入れた場合、慈悲帝ゲシュペスは破戒王ヴェズエルと同じになってしまう。

　ゲシュペスは、ヴェズエルの主戦論が魔界を滅ほろぼすと思ったからこそ、クーデターを起こしたのだ。

　なのにヴェズエルがやろうとしていた人界への進撃を引き継ついでしまっては、元も子もない。

　故に論外。

　もはや意地の問題だ。

　慈悲帝は断固として却きやつ下かする。

　すると議長は表情を変えないまま、短くため息を吐ついた。予想はしていたが面めん倒どうだな、と顔に書いてあった。

「左様ですか。では仕方がありません。死んで頂こうゲシュペス」

　陛下という敬けい称しようが消えた。

　この瞬間、ゲシュペスは魔王の地位を失ったのだ。

　同時に万ばん魔ま殿でんが大きく揺れ動く。

　何か途と方ほうもなく巨大な五つの魔力が、空に地震を起こしているのだ。

「これは――」

　ゲシュペスはこの五つの魔力に覚えがある。忘れるはずもない。魔界最強にして最凶とは彼らのことだ。それ以外の修羅庁などオマケに過ぎない。

　賽さいは投げられた。

　これより魔界政府は全力でゲシュペスの首を取りに来る。

「では、せいぜい足あ掻がくがいい」

　議長はそう言って執務室を出た。

　その刹せつ那な、床ゆか、壁、天井が木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛んだ。

　部屋が消しよう滅めつするという珍ちん事じであるが、ゆっくり驚おどろく暇すら与えられない。

　取り囲むように襲おそいかかってくるのはフードを被かぶった五人。

　修羅庁ナンバー１、ラグネオラ。

　修羅庁ナンバー２、クレスト。

　修羅庁ナンバー３、ゼドー。

　修羅庁ナンバー４、ロゼリーヌ。

　修羅庁ナンバー５、マルストリア。

　五方向から一いつ斉せいにゲシュペス目がけて魔力の塊が打ち込まれた。

「この程度で！」

　ゲシュペスも全身から放射状に魔力を放つ。

　その攻こう防ぼうは一いつ瞬しゆんであるが、万魔殿の一角が崩壊した。

　城が吹き飛び、島に穴が空く。

　踏ふみしめる床を失ったゲシュペスは、空中で五人の修羅庁と睨にらみ合う。

　完全に囲まれてしまった。無論、並の魔族ならば五人や五十人に囲まれても問題ないが、今ここにいるのは真なる修羅庁。

　戦えば、如い何かにゲシュペスといえど、ただでは済まない。

「久しいな慈悲帝陛下。いや、今はただのゲシュペスか。元老院の命により、今から貴様を伐うつ！」

　ナンバー１、ラグネオラの低い声が響き渡る。

　――五対一は流石さすがに分が悪いか。

　ヴェズエルがそうであるように、ゲシュペスもまた万ばん全ぜんとは言いがたい。五年前の傷が完治していないのだ。

　よって、ここは逃にげの一手しかないだろう。屈くつ辱じよくであるが、死んでしまっては元も子もない。

　ここに朱雀がいなくてよかったと思いつつ、ゲシュペスは包ほう囲い網もうを突とつ破ぱするため、もっとも崩くずし易やすいであろうナンバー５へ向けて突進した。
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「ふぅ……」

　修羅庁長官代行ショコラ・ミミングスは自分の机に突っ伏ぷし、深刻なため息を吐いた。

　なにせ今の修羅庁は機能不全に陥おちいっている。

　メンバーの過半数が暗黒ドームで行方不明になり、いまだ帰き還かんしていない。暗黒ドームから脱だつ出しゆつできた者も、ダイアンサスに襲われ現在入院中だ。ショコラ自身もほんの一週間前まで腕うでにギプスをまいて生活していた。

　副官のアレスはメガネが割れたせいで暫しばらくふさぎ込んでいたが、今は新しいのを買ったので、普ふ段だん通り冷静沈ちん着ちやくに業務に当たっている。その新しいメガネを買いに行くのになぜか付き合わされたのだが、たまにはそういうのもいいだろう。

　しかし動けるのが現状、自分とアレスしかいないというのは問題だ。

　破戒王ヴェズエルとダイアンサスが復活した今こそが、最も活かつ躍やくする機会だというのに。

　どうしたものかとショコラが考えていると、突とつ如じよ、怖おじ気が走るほど巨大な魔ま力りよくが近くに現れた。それも五つだ。

　それに対し反応する間もなく、今度は足元が激しく揺ゆれ動く。

「何じゃ!?」

　日本列島は地震が多いと聞くが、この万魔殿は空に浮かんでいるのだ。地上でどんな大だい地じ震しんが起きようとも一いつ切さい影えい響きようは受けない。にもかかわらず揺れているということは、この万魔殿そのものに震源があるということ。

　そんな馬ば鹿かなと思いつつ、ショコラは窓の外を見た。

　するとそこには、予想を遥かに超こえた光景が広がっていた。

　万魔殿の一部が消し飛んでいたのだ。

「あれは、慈悲帝陛下の執務室がある場所か……！」

　事故か？　敵てき襲しゆうか？

　敵だとすれば誰だれか。破戒王が直接乗り込んできたとでもいうのか。

　状況を確かめるため、ショコラは窓から飛び出し着地する。

「代行、ご無事ですか？」

　そこへ副官のアレスも合流する。流石さすがのアレスも慌あわてて飛び出してきたらしい。メガネが少しずれている。

「無事じゃ。しかしどうなっている？　さっきの巨大な魔力は何じゃ。どこから現れた」

「分かりません。ですが私の印象では、どこからか来たというより、初めからこの万魔殿にいたというように感じられましたが」

「初めからいた、じゃと？」

　確かにあれほどの魔力量を持った魔族ならば、近づいてきた段階で分かるはず。それが降って湧わいたように現れたのだから、初めからいたと考えるのが自然だろう。

　だが、それでも疑問は残る。万魔殿にいたにしてもどうやって隠かくれていたのか。そもそも誰なのか。これほどの手て練だれが五人となれば、おのずと限られてくるのだが。

「まさか、お師し匠しよう様が……っ？」

　思い到いたった瞬間、上空から途方もないプレッシャーが放たれた。

　攻撃されたのかと錯さつ覚かくするほどの威い圧あつ感だった。

　たまらずショコラとアレスは膝ひざを付く。悪お寒かんで体が震え、焦しよう点てんがぶれる。

　もうそれだけで死にそうだった。

「不ふ甲が斐いないにもほどがあるぞショコラよ。貴様、それでも私の代行者か。恥はじを知れ！」

　空の上からフードを被った男が怒声を投げつけてくる。

　まるで血液の全てが凍こおり付いたような感覚がショコラを襲う。

　その声の主をショコラは知っている。ショコラにとっては破戒王ヴェズエルよりも恐ろしい相手。

　風によってめくれたフードから覗のぞいた顔は、既に老ろう齢れいに達している。しかし、弱々しさなどどこにもない。

　かつて戦神とまで呼ばれた、魔ま界かい屈くつ指しの戦せん闘とう狂きよう。

　その強さ故に封印された五人の筆頭。

　破壊と暴ぼう虐ぎやくの化け身しん。

　修羅庁長官にして、斑いか鳩るが流りゆう魂燃式魔闘術の正統後こう継けい者しや、ラグネオラ。

　その偉い大だいなる魔族が、ショコラに向かってマグマのような怒いかりを向けていた。

「お、お師匠様……いつお目覚めに……？　先程の震しん動どうは一体？」

　ショコラは立ち上がることが出来ず、何とか首だけを上に向け、絞しぼり出すように尋ねた。

　強さこそが斑鳩流の目的。暴力こそが修羅庁の存在意義。しかし今のショコラは無様に這はいつくばるだけの弱者だった。

　そのことが歯がゆく、そしてラグネオラの怒りを助長してしまう。そうと分かっていても、どうすることも出来なかった。

「目覚めたのはついさっきだ。元老院の命により、修羅庁はこれよりゲシュペスを討とう伐ばつする」

「陛下をっ？　では元老院最終勧告が発令されたのじゃな……」

　以前からゲシュペスと元老院の仲は険悪だった。両者の方針が一いつ致ちしていたのは、ヴェズエル打だ倒とうに向かって邁まい進しんしていたときだけだったかもしれない。こうなるのは時間の問題だったのだ。

　しかし、ショコラに話を通すことなく、頭あたま越ごしに修羅庁の上位五人の封印が解かれたというのが問題だ。

　それはつまり、元老院がショコラを切ったということ。

　元老院に歩み寄ってきた今までの努力が全て、水すい泡ほうに帰した。

　――あれだけ使っておきながら、切り捨てるときは随ずい分ぶんとアッサリしたものじゃ。

　ショコラはたまらず自じ嘲ちようしてしまう。

　魔界における政治的努力というものが、如何に無意味かを思い知った。しょせんは戦闘力が全て。他のもろもろの力など、ふとした拍ひよう子しに粉々になってしまう。

　分かっていたことではあるが、いざ目の前にすると絶望しかない。

　それでもショコラは他に生きるすべを持たなかった。

　自分はシュトライムやラグネオラのように強くはなれない。だから小こ賢ざかしい政略に頼るしかなかったのだ。

「己を笑うかショコラよ。不甲斐なさに自覚があるのなら、今この場で自害せよ。貴様は修羅庁と斑鳩流の名を貶おとしめた。切腹をもってして罪を拭ぬぐえ。介かい錯しやくすることまかりならん！　腸を自ら引きずり出し、のたうち回り、泥どろにまみれて死んでゆけ！」

　怒声が衝撃となって降りそそぐ。

　低音が腹の底まで響き、草木が激しく揺れ動いた。

　――お師匠様に死ねと言われてしまった……まぁ、そうなるじゃろうな。

　平時に封印されているラグネオラに代わり、ショコラは修羅庁を指揮してきた。だが結果としてショコラはレムナンツを壊滅させることが出来ず、元老院の信用を失い、こうして上位五人を目覚めさせることになってしまった。

　ここで一言でも言い訳をすれば更さらなる憤ふん怒どを呼び込み、死よりも恐ろしい目にあわされる。それに、元老院に捨てられたショコラは、もはや栄達の道を閉ざされてしまった。あとは、取るに足らない一いつ介かいの魔族として生きていくしかない。

　であれば、大人しく死ぬのも一興か。

「お待ちください長官！　代行はこれまで全力を尽くしてきました。確かに前回の戦いではダイアンサスに後おくれをとりましたが、そもそもダイアンサスに勝てる魔族など数えるほどしかおりません。それを罪とするのは余りに酷こくかと――」

「黙だまれ下げ郎ろうッ！」

　アレスの弁解は、短い一いつ喝かつで掻かき消された。

　ラグネオラの一喝ともなれば、それはもはや物理的なダメージとなる。

　ショコラは胃液を吐き、直接ぶつけられたアレスは吐と血けつした。

　格が違ちがう、などといったレベルではなかった。

　同じ空間に存在すること自体が困難。だからこそ魔界政府はラグネオラたち五人を封印していたのだ。

「貴様らのような腑ふ抜ぬけが修羅庁を名乗っていること自体が業ごう腹はら極きわまる。ショコラよ、貴様如ごときに代行を任せたのが間ま違ちがいだった。貴様と、その配下全員を解任する。二度と修羅庁を名乗るな。我が前に姿を現わすな。己の矮わい小しようさを嘆なげきながら恥にまみれて朽くち果てろっ！」

　朽ち果てるも何もない。こうして怒ど鳴なられているだけで、ショコラもアレスも死にかけている。

　これこそが真の修羅庁なのだ。ショコラでは逆立ちしても代わりは務まらない。

　そう言った意味では、ラグネオラが言っていることは正しい。

　もともと世間一いつ般ぱんの修羅庁伝説は上位五人によって作られたのだ。ショコラ以下の者など、飾かざりにもなりはしない。たんにショコラが成り上がりたいから人数を拡張していっただけなのだ。

「長官。犬を虐いじめるのはそのくらいにしたらどうです？」

「そうよねぇ。あんなに尻尾しつぽの毛を逆立てて。可か哀わい想そうじゃない」

「然しかり」

「ねえ、あの犬を殺すなら僕ぼくにまかせてよ。弱い者虐めは得意さ」

　空に浮うかぶラグネオラの周りに、揃そろいのフードを被った四人が集まった。

　それぞれが信じられないような魔力を放ちながらも、特に臨戦態勢なわけでもない。

　いたって平常の状態ですら、垂れ流している魔力が威い圧あつ的てきなのだ。

　それは彼かれらの底知れない戦闘力と、それを隠そうとしない攻撃的な性格を物語っている。

「戻もどってきたか。それでゲシュペスはどうした？」

「逃げられちゃったわねぇ。まあ、あれでも元魔王なんだから、一ひと筋すじ縄なわではいかないでしょ？」

　フードで顔が隠れているのでハッキリとは分からないが、そう答えたのはナンバー４のロゼリーヌであろう。

　自分がこうしてゴミ屑くずのように扱あつかわれる一方、修羅庁上位五人に女性が入っているというのが悔くやしかった。それはつまり、性別とは無関係に、自分という個人が無能であると言われているようなものだった。

「であれば捜せ。ゲシュペスを殺し、三世寺夏彦を殺し、シュトライムを殺し、ヴェズエルを殺す。立ちふさがる一いつ切さい合がつ切さいを斬きり伏ふせよ。それが我ら修羅庁の義務である」

「御ぎよ意いに、長官」

　ラグネオラの指令に、四人が応こたえ、四方に散った。

　そしてラグネオラ自身も稲いな妻ずまのような速度で去って行った。

　もうショコラなど眼中にもないのだろう。

　粛しゆく清せいするのを忘れるほど取るに足らない存在。

「はは……」

　自分はまだ生きている。

　そのことを喜ぶ気力もなかった。







第二章　修羅庁の五人







　エクストリーム喫きつ茶さにおけるエベレストの再現度は素晴らしいものがあった。

　どこまでも波打つように続くヒマラヤ山脈は、ここが世界の最果てであると訴うつたえかけてくる。

　白く広がる雲海を遥か眼下に望みながら、夏なつ彦ひこたちは山頂でパフェを食べていた。

「うにゃにゃ、寒いにゃ酸素が薄うすいにゃぁ……でも美お味いしいニャ！」

　社長は辛い環かん境きようと美味しいイチゴパフェの板いた挟ばさみに合い、泣いたり笑ったり忙いそがしそうだ。

「リン・リンはだらしないであります。大空を飛ぶ朱す雀ざくにとっては何てことないであります」

　そう言って朱雀は澄すまし顔で抹まつ茶ちやパフェを口に運ぶ。

「朱雀ちゃんは凄すごいニャ。私はこたつが欲ほしくてたまらないニャ」

「あはは、それじゃまるっきり猫ねこじゃないかリン・リン」

　社長の隣となりでバナナパフェを食べていたシュトライムは、手を伸ばして猫耳をなで始めた。

「はにゃ！　猫耳を触さわっちゃ駄だ目めなのにゃぁ……」

「おぉ、相変わらず可か愛わいい反応だ。おい朱雀。お前は尻尾を触れ」

「こ、こうでありますか」

「朱雀ちゃん、何をするにゃ！　シュトライム様の言うことなんか聞いちゃ、あ、駄目にゃ、そんな耳と尻尾を同時に……にゃぁぁ……」

　ちびっこ三人組はせっかくのパフェを放置して、副社長が見たら自分の鼻血で溺おぼれてしまいそうな行動をしていた。

「ねぇねぇヘルガ。ブルーベリーパフェ一口ちょうだい」

「では繭まゆ子このヨーグルトパフェを一口くださいな」

「うん、いいよー」

　委員長とヘルガは互たがいのパフェをすくって食べる。それを見た夏彦は思いついた。

「なぁ織おり姫ひめ。俺おれのティラミスパフェ食べたいだろ？」

　隣の席に座る織姫へ視線を向ける。

「え、別に……」

　すると織姫は戸と惑まどった顔をする。

　なるほど、織姫は人が食べている物を欲しがる性格ではない。だが、ここは夏彦の真意を察するべきだ。

「遠えん慮りよするなって。ほら、あーん」

　夏彦は自分のスプーンにティラミスパフェを乗せ、織姫の口元へと運ぶ。

「え、えぇ？」

「何を戸惑ってるんだよ。ほら、口を開けろ。あーん」

「あ、あーん……」

　織姫は恥はずかしながらも抵てい抗こうせず、大人しく夏彦のスプーンをくわえた。

「よしよし。次は織姫が俺に食べさせる番だ。さあ、そのチョコレートパフェを俺に！」

「いえ、ですが、皆みな見ているのですが。それこそ喫茶店の店員まで……」

　このエクストリーム喫きつ茶さの店員はイエティにそっくりな魔族だった。男なのか女なのか不明だが、メイド服を無む理り矢や理り着込みピチピチだ。そんな猿えん人じんメイドが興味深そうにこちらをチラチラ見てくる。

「それがどうした。見られたからなんだ。お前は周りの反応を気にして自分の行動を変えるような女だったのか蓬よもぎ田た織姫！」

「違います、そんなわけないでしょう！」

「なら自分の気持ちに素す直なおになれ。自分がしたいことをやるんだ！」

「わ、分かりました。行きますよ夏彦！　はい、あーんッ！」

　若じやつ干かん、笑え顔がおが硬かたいが、織姫は夏彦の説得に応じてチョコレートパフェを食べさせてくれた。やはり恋こい人びと同士はこういうことをしなければならない。

　人目を気にするなんて軟弱者のすることだ。

　ところが、夏彦がチョコレートパフェを飲み込んだと同時に、ヒマラヤ山脈におぞましい殺気が満ちていった。

「レース針一号解放。ローゼンクロイツ式召喚術、第五階かい梯てい――」

「ちょちょちょ、ヘルガ落ち着いて。気持ちは分かるけど落ち着いて！　エベレストを吹き飛ばすつもり？　世界遺産なんだよっ！」

「知りませんわそんなこと！　しょせん魔造空間に造られた偽にせ物ものにすぎません。わたくしはこのまま夏彦様を殺し、自分も死にます！」

「駄目だってば。人生先は長いんだから、私たちにも春が来るよ。だから我が慢まんしよう！」

　委員長はヘルガを羽は交がい締じめにし、必死に止める。

　そこで夏彦も助け船を出してやることにした。

「そうだぞヘルガ。俺と織姫が羨うらやましいからって、暴れることはないだろ」

「な、夏彦様、そんな当てつけのようなことを言って！　やはりわたくし死にますわ！」

「だぁぁぁ、ヘルガ再生するから死ねないでしょ！　夏彦くんも変なこと言わないで。わざとやってるの、それ!?」

「変なこと……俺がいつ変なことを言ったんだ？」

「夏彦。いいから黙りましょう。ヘルガのことは委員長に任せて」

「そ、そうか」

　織姫に真しん剣けんな顔で言われ、引き下がるしかなくなってしまう。やはり織姫以外の女心は難しい。きっと女の世界には、男では絶対に立ち入れない領域があるのだ。

「わはははは、やっぱりお前ら面おも白しろいな。さて、パフェを食べ終わったら体育館に行って戦うぞ夏彦」

「まだそんなこと言ってるのか師匠。それより俺は、もうすぐ始まるコスプレ大会に織姫を出場させたいんだが」

「はぁ？　どうして私がコスプレ大会なんかに出なきゃいけないのですか」

「どうしてって、そりゃ俺が織姫のコスプレ見たいからに決まってるだろ！」

「べ、別に、文化祭でコスプレしなくても、家でやったらいいじゃないですか……！」

　織姫は俯うつむき真っ赤になりながら呟つぶやく。

「いや駄目だ。今見たい。つーか、群衆の前でコスプレして恥ずかしがっている織姫を見たいんだ！」

「なっ、そんな変態なことを言われて私がほいほいコスプレすると思っているんですか。第一、衣装がないでしょう」

「はん。こういうときは決まって副社長が、こんなこともあろうかと、とか言って何か適当な服を持ってくるに決まって……あれ、副社長がいない！」

「ああ、麻あさ美みならまだ夢幻島で寝ねてるんじゃないか？　珍しく寝坊してるんだ」

　シュトライムは追加のシュークリームを食べながら、そう言った。

「何てこった……この肝かん心じんなときに……だったら家から取ってくる！　今の俺なら選ぶ時間を入れても三十秒あれば行って帰ってこられるだろ！」

「そんなに急いだら色々壊こわれるでしょう」

「まあ、通学路のガラスは全部、衝しよう撃げき波はで割れるだろうな」

「駄目です！」

　織姫は夏彦の腕をガシッと掴つかむ。是ぜが非ひでもコスプレを阻そ止ししたいらしい。

　しかし嫌いやがられると、ますます燃えてくる。果たして織姫はどれだけ恥ずかしがってくれるのだろう。想像しただけでたまらない。

「というか、お前らの家にはコスプレ衣装があるのか？」

「俺が買ったんだよ。夜な夜な織姫に着せるために」

「そうか、夜な夜なそんなことをしているのか……」

　シュトライムは呆あきれたような、それでいて羨ましそうな顔になる。

「べ、べべべべべ、別に毎晩ではありませんからね！」

　織姫は慌てて弁解するが、逆に肯こう定ていしてしまっている。

　それにしても、コスプレ衣装を取りに行けないのは困った。織姫を振ふり払はらって行ってもいいのだが、絶対に追いかけてくる。もちろん全力で走れば織姫を振り切るなど簡単だが、追いかけっこしている内にコスプレ大会が終わってしまう可能性がある。そもそもの目的が織姫にコスプレしてもらうことである以上、あまりヘソを曲げられても困るのだ。

「そうだ！　フリマでヘルガの服売ってたよな。あれもコスプレじゃん！」

　ヘルガの服はフリルとレースがこれでもかと盛られた、こてこてのロリィタ衣装である。夏彦はチャイナドレスやナース服は通つう販はんで買ったが、ちゃんとしたロリィタ服は目の玉が飛び出るほど高かったので、まだ手に入れていない。

　いい機会だ。今日、織姫にロリィタを着せよう。

「ちょっと夏彦様。聞き捨てなりませんわ。ロリィタはコスプレではありません。わたくしにとって普ふ段だん着ぎです！」

「細かいこと言うなよ。世間一般ではコスプレなんだよ。と言うわけで教室戻るぜ」

「うにゃにゃ、私もヘルガちゃんみたいなフリフリの服着たいニャ。朱雀ちゃんもいっしょにコスプレ大会に出るにゃん」

「恥ずかしいから嫌であります」

　朱雀は口をへの字にして拒きよ否ひした。

「えー、私も朱雀のコスプレ見たいな。っていうか、私も出場しちゃう！」

「おお、それなら私も出るしかあるまい。今の私の可愛らしさに勝てると思うなよ、お前ら」

　などと盛り上がっていると、雪の上に某ぼうどこでもドアのような扉とびらが出現した。校舎とエベレストを繋つなぐための扉だ。

　ここは喫茶店なので、他の客がくるのは当然だ。が、夏彦たちでほぼ席を独どく占せんしてしまっている。いい加減、店を出るべきだろう。

　そう思って夏彦は、残っていたパフェを一気に平らげた。

　が、エクストリーム喫茶に入ってきたのは顔見知りの相手だった。

　美しい白しろ無む垢くを着き崩くずし、胸や肩かたを顕あらわにした妖よう艶えんな焔ほむらの女性。

　かつて委員長に氷結魔ま術じゆつを伝授し、最近ではヘルガの修しゆ業ぎようにも付き合ったらしい。

「えっと、確か師匠の幼おさな馴な染じみの……」

「わーいクロムウェル先生だ」

「おお、クロムウェルじゃないか。お前もパフェ食べに来たのか」

　繭子とシュトライムが名前を呼んだことで、夏彦も名前を思い出す。

　そういえば委員長の技わざの頭にもクロムウェル式と付いていた。

「そんな呑のん気きなことを言うてる場合じゃありまへん。今、万魔殿は大変なことになっとるんよ」

「んん？　ノンビリしたお前がそんなに慌てているとは余よ程ほどだな。何が起きた？」

「元げん老ろう院いん最終勧告」

　クロムウェルは短くそう告げた。

　夏彦や織姫といった人間グループは、何のことか分からず首をかしげるだけだ。

　しかし社長は尻尾の毛を逆立て、朱雀は音を立てて立ち上がる。シュトライムですら目を丸くしていた。

「クロムウェル様！　それは本当でありますかっ？　なぜ今になって元老院最終勧告をするでありますか！」

　朱雀は涙なみだすら浮かべながらクロムウェルに掴みかかる。

　ポカンとする夏彦たちとは対照的に、魔族たちのうろたえ方は際きわ立だっていた。

「落ち着きぃな、朱雀ちゃん。取り敢えず慈じ悲ひ帝てい陛下は逃げたらしいから、生きてはると思うよ。ただ、元老院は容よう赦しやなく修羅庁の五人を解き放ったから。陛下といえどいつまで無事でいられるか……」

「修羅庁の五人だと？　じゃあラグネオラも出てきたのか」

　シュトライムの声は、いつもよりトーンが低かった。珍めずらしく真剣になっている。

「当然や。まさかシュトライム、その姿でラグネオラと戦うつもり？　あきまへんよ。殺されるさかい。ウチ、友達の骨拾うのは堪かん忍にんや」

「なに、丁度いいハンデだろ。前は私が余よ裕ゆうで勝ったんだしな」

「……ウチはギリギリの勝利やったと思うんやけど」

　クロムウェルの言葉にシュトライムは唇くちびるを尖とがらせる。

　しかし何も言い返さなかった。

「おい、師匠。そのラグネオラって誰なんだ。前に戦ったときはギリギリの勝利って本当か？　そんな化け物みたいな魔ま族ぞく、破は戒かい王おうやダイアンサス以外にもいたのかよ」

　いま目の前にいるシュトライムはただの幼女だが、本来は魔王クラスの力を持った魔族である。インドラの力を引き出せるようになった夏彦ですら、まだ勝てるかどうか怪あやしいところだ。

　そんなシュトライムがギリギリだったということは、そのラグネオラもまた魔王に匹ひつ敵てきする魔族ということだ。

「それがおるんよ。なんせシュトライムの師匠やから」

「師匠の師匠？」

　無論、シュトライムとて生まれたときから強かったわけではないだろうから、師匠がいたとしても不思議ではない。しかし夏彦は、シュトライムが誰かに師事し、真ま面じ目めに修業しているところを想像できなかった。

「そうだ。斑いか鳩るが流りゆう魂燃式魔闘術の使い手にして、修羅庁長官、ラグネオラ。確かにやっかいな相手なのは認める。特に、強さそのものより、性格がやっかいだ。私のことを怨うらんでいるはずだし」

「何だ師匠。喧けん嘩か別れでもしたのか？」

「うむ。まさしく喧嘩別れだ。結局、免めん許きよ皆かい伝でんを認めてくれなかったし。度しがたい頑がん固こジジィなんだ。夏彦、きっとお前を見たら怒り出すぞ」

「は？　何で俺が」

「ラグネオラは自分唯ただ一人ひとりが斑鳩流の正統後継者だと思っている。だから私が勝手に弟で子しをとったと知れば、これはもう怒り狂くるうこと請うけ合いだ。全力で殺しにかかってくるぞ」

「くそ迷めい惑わくな話だな」

　シュトライムとラグネオラの間に何があったのか夏彦は知らないし興味もない。ただ単純に、強くなりたいから斑鳩流を学んだだけだ。だというのに二人の喧嘩に巻き込まれるのはご免めんこうむりたい。

「つーか、魂燃式魔闘術以外にも斑鳩流ってあるよな。織姫の人じん用よう傀儡くぐつ闘とう法ほうとか、社長の猫にやん虚こ影かげ廻まわしとか。ああいうのは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「大丈夫なわけがない。その二つは私がその場の思いつきで作った歴史も伝統もへったくれもない流派だからな。そんなものに勝手に斑鳩流の名を使ったんだ。さて、どんな反応をするか。今から楽しみだな。あっはっは」

　それを聞いた社長は青ざめ、喚わめき始めた。

「笑い事じゃないにゃ！　殺されちゃうのは嫌にゃぁ！」

「なーに、安心しろ。この私が守ってやる。リン・リンは私の大切な使い魔まだからな」

「にゃにゃ、ありがとうございますにゃ。って、私、シュトライム様の使い魔だったのかニャ!?」

「何を今いま更さら驚おどろいているんだ？　使い魔じゃなかったら何だというのだ」

「一番弟子だと思っていたニャ！」

　今明かされる衝しよう撃げきの事実に、社長は腕を振り上げ抗こう議ぎする。

「いやいや。魔界のどこだったか忘れたが、迷子になっていたお前が私に『連れて行ってくださいニャ』と訴えかけてきたのが始まりだろうが。それで私が『よかろう。その代わり耳と尻尾をモフモフさせろ』と条件を出し、契けい約やく成立だ。使い魔以外の何者でもない」

「はにゃぁ……地味にショックにゃ」

　落ち込む社長の頭を、同じく使い魔である朱雀がポンポンと撫なで慰なぐさめる。

「元気出すであります。ところで二人はその際、ちゃんとした契約術式を交かわしたでありますか？」

「む？　そう言えば、後回しにしてそのままだったような気が」

　朱雀の言葉に、シュトライムは腕を組んで考え込む。

「その契約術式って何にゃぁ？」

「使い魔としての契けい約やくに強制力を持たせるための術式であります。例えば私と慈悲帝様は、『私が慈悲帝様にお仕えする』『慈悲帝様が私を庇ひ護ごする』という契約を結んでいるであります。もしこの契約を破った場合、空からタライが落ちてくるよう術式が組まれているのであります。二人の契約にはそういった術式がないでありますか？」
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「うーん……ないな。面めん倒どうだからやらなかったと思う」

　シュトライムは目を閉じ記き憶おくを辿たどっている様子だったが、やはり覚えがないと断言した。

「すると……リン・リンは使い魔ですらないであります」

「ニャ！　すると私はシュトライム様の何なのニャッ？」

「あれだ。ペットだな」

「そんなの嫌にゃぁあ！」

　自分が一番弟子どころか、ただのペットであると判明し、社長は猫耳をしおれさせシクシク泣き出してしまった。

「泣くなよぉ。あとでちゃんと契約交かわしてやるから。な？」

「それより一番弟子がいいにゃ……」

「分かった分かった。リン・リンは今から私の一番弟子だ」

「本当にゃ？　やったニャ！」

　単純なる社長は、すぐに笑顔になり、嬉うれしそうに飛び跳はねる。

　だが夏彦としては聞き捨てならない。

「ちょっと待て。社長が一番弟子なら、俺はどうなるんだよ」

「それは勿もち論ろん、二番弟子とか三番弟子とかになるニャ」

「いや、おかしいだろ。一番弟子ってのは一番強い弟子のことだぜ。だったら俺だ」

「違うニャ。一番最初に弟子になったのを一番弟子と言うニャ！　それにきっと頑がん張ばれば私だって三さん世ぜ寺じくんより強くなれるにゃ。だから私にゃん」

　夏彦は社長と睨にらみ合い、自分こそが一番弟子であると主張し合った。

　非常に馬ば鹿か馬鹿しいことだが、だからといって譲ゆずるつもりはない。

　そもそも本物の斑鳩流である魂燃式魔闘術を学んだのは夏彦のみ。社長のは名前だけの斑鳩流だ。どちらが一番弟子かは考えるまでもないだろう。

　ところが、その言い争いに加わる三人目が現れた。

　織姫である。

「二人ともいい加減にしてください。一番強いのが一番弟子というのであれば……それは私で決まりです！」

「いきなり何を言い出すんだ織姫」

「そうにゃ。一番半はん端ぱな織姫ちゃんは黙るにゃ」

「は、半端!?　社長と言えど許しませんよ！」

　眉まゆをつり上げた織姫は、社長の両耳をつまみ上げ、上下左右に引っ張り回した。

「にゃ、にゃぁ、そんなに強くしちゃ駄目にゃぁ！」

　社長はジタバタともがくが織姫は放さない。

　そのドサクサに紛まぎれ、シュトライムが尻尾を握にぎりしめようと、社長の背後にコッソリ回り込んでいた。

　しかし、クロムウェルがパンッと手を鳴らし、それらの遊びを止めた。

「はい、そこまでや。ウチの言ったこと忘れへんといて。元老院最終勧かん告こくよ？」

「むむ、忘れていた。だがクロムウェル。お前も元老院の一人だろ。なのに私らに味方するのか？」

「元老院かて一枚岩やないのは知ってるやろ。ウチは少数派の慈悲帝派。元老院最終勧告の決議でも反対に票を入れたし。せやけど決議のあとから、その慈悲帝派の元老院議員が次々と謎なぞの事故に巻き込まれているんよ。階段から落ちて死んだり、雷かみなりが落ちてきて死んだり、未み確かく認にんの勢力に襲おそわれて死んだり」

「それって主流派による粛清か。随分とまた露ろ骨こつにやるもんだな」

「死人に口なしやからな。あとは慈悲帝陛下さえ始末すれば、魔界の全てを掌しよう握あくできると思っとるやろ。実際、修羅庁も魔界警察も元老院が掌握したさかい。自由に動ける組織はイデアルとレムナンツくらいや」

　イデアルとレムナンツが同列に扱われるのは、夏彦としては異議があった。

　だが魔王の座を追われたという意味では、慈悲帝も破戒王も、もはや同じだ。

　よって、その配下であるイデアルとレムナンツは共に元老院の敵である。

「と、とにかく慈悲帝様を捜すであります。そして皆の力を合わせて元老院を倒たおすであります」

　朱雀はパタパタと腕うでを振り回し、必死に訴えている。

　慈悲帝の忠実な使い魔である彼かの女じよにとって、今の状じよう況きようは耐たえがたいものであろう。

　しかし、夏彦たちはまた別だった。

「ねぇねぇ、ちょっと待って。まず元老院最終勧告ってのが分からないんだけどー」

「そうですわ。それを無視して説明されても困りますわ」

「ああ、そか。元老院最終勧告が発令されるのは、大魔災が起きてからだと初めてやったな。まあ、早い話が――」

　クロムウェルは元老院最終勧告についてザッと説明してくれた。

　そもそも元老院議会とは、魔ま王おうに対して助言することは出来るが、何ら強制力を持たない集団らしい。しかし議会の四分の三の同意があれば、魔王を解任し、次の魔王が決まるまで一時的に魔界政府の全権を掌握することが出来る。それが元老院最終勧告というものだという。

「元老院は前々から神無大結界を消して、人界の全てを掌握したがっていたんよ。けど慈悲帝陛下は日本列島にとどまるべきと考えていた。その対立はもう随分続いていたんやけど、こないだの破戒王復活をいい機会とばかりに、慈悲帝排はい除じよに傾かたむいてしまったわけやな。元老院議会は多数決やから、少数派のウチらが頑張ったところでどうにもならないんよ」

「人界の掌握って、地球全部支配するつもりかよ」

　そもそも魔族が日本列島を統治していること自体、道理から外れているのだ。

　人間より魔族の方が強く、そして日本人の移住先として海上コロニーを建造してくれたからかろうじて許されているだけで、実際は侵しん略りやく者しや以外の何者でもない。

　もし魔族が地球全土に対して侵略を始めれば、人類は本気で抵てい抗こうするだろう。

　人類は通常兵器で魔族に対抗できないことを知っているので、当然、アメリカやロシアを始めとする大国が核かくミサイルを撃うちまくる。だが、それでも魔族の勝利は揺ゆるがない。ただいたずらに環境が荒廃し、人々が死に、やがて地球全土が魔界と化す。

　神無大結界の外には、夏彦や織姫たちの家族も住んでいる。

　彼らは魔力を持たず、大魔災以前の平和な世界に生きている。

　そこに魔界の理り屈くつを持ち込むことなど、絶対にまかり通らない。

「もし元老院がマジで日本から出るつもりなら、俺はそれを叩たたき潰つぶすぞ。レムナンツより許せねぇ」

「夏彦の言うとおりです。地球侵略など言語道断。この蓬田織姫が成敗します！」

　夏彦と同じように織姫も激げき昂こうする。

　むしろ、ここで怒おこらなければ人として失格だ。

　ギリギリで保たれていた世界の均きん衡こうが、全て吹ふっ飛ぶのだから。

「流石さすが、少年少女は正義感があるなぁ。せやけど現実問題、シュトライムが子供になった今、修羅庁の五人をどう止めるかが問題や。特にラグネオラは――」

　クロムウェルがそう語りかけたとき、エベレストの山頂が震ふるえだした。

「にゃにゃっ？」

「噴ふん火かでありますか!?」

「いやいや、エベレストは火山じゃないから噴火はないだろ。そもそも偽物だしな。これは恐おそらく、魔造空間が崩壊しているんだ」

　シュトライムが解説すると同時に、辺り一面に亀き裂れつが走り、そして青空がガラガラと音を立てて崩くずれ落ちてきた。

　珍ちん妙みような光景だったが、それも一いつ瞬しゆんのこと。あっという間に学校の教室に戻っていた。

　山頂に並べていたテーブルや椅い子すが散乱し、メイド服を着たイエティが混乱した様子で首を振っている。

　どうして魔造空間が崩れてしまったのか。

　原因はすぐに分かった。

「やたら馬ば鹿かでかい魔力が辺りを包つつんでいるな。それも五つあるぜ」

　渚なぎさ市し全体を包み込むように、遠くから圧迫感が迫せまってくる。それが外側から魔造空間を押おしつぶしてしまったのだろう。

　このタイミングで五つの魔力となれば、正体は考えるまでもなく一つだけ。

「夏彦、真上から来ます！」

　織姫の言葉通り、頭上からの圧迫感が爆ばく発はつ的てきに膨ふくれ上がる。隠かくそうともしない殺気が練り込まれていた。直ちよく撃げきすれば渚市が消し飛ぶほどの魔力量だ。

　それに対しいち早く反応したのは、シュトライムだった。

「斑鳩流本ほん家け魂こん燃ねん式しき魔ま闘とう術じゆつ、型ノ参――朧おぼろ朏みかづき穿うがつ雲ぐも」

　小さい体ながらも驚おどろくほどの魔力を練り上げ、暗黒の矢を空に向かって打ち放つ。

　矢は天てん井じようを貫つらぬき、戦車がすっぽり収まるほどの穴を開け、空の彼方かなたへと飛んでいく。

　そして落ちてきた圧迫感と衝しよう突とつした。

　双そう方ほうが互いを打ち消し合い、大爆発が巻き起こる。

「くっ――」

　その眩まぶしさに夏彦たちは思わず目を覆おおった。太陽が三つほど同時に現れたような光だった。

「空の敵は私に任せろ！　残りはお前たちで何とかしてくれ！」

「おい、師し匠しよう、待てよ！」

　夏彦が止めるのも聞かず、シュトライムは空を飛び、一瞬で雲の中に消えてしまった。

　空いた穴から夏彦たちは屋上に出る。

　シュトライムを追いかけるべきかと迷った瞬しゆん間かん、地じ響ひびきが迫ってきた。

　まるで工事現場の真上に立っているかのような震しん動どうと音だ。

　だが窓の外を見れば、校舎だけでなく街全体が揺れていることが分かる。

　そして震動は激しさを増し、家屋が崩ほう壊かいを始めたところで、地中から何かが飛び出した。

　北渚高校を囲むように四方向から土柱が天高く昇のぼり、土ど砂しやと瓦が礫れきの雨を降らせる。

　その奥おくから、魔力の弾だん丸がんともいうべき塊かたまりが飛来する。

　それは明らかに校舎の屋上を狙ねらっていた。

　前後左右からの同時攻こう撃げき。こちらの退路を断った攻撃の陣じんは、夏彦の選せん択たくを狭せばめる。

　自分一人なら逃にげるのは可能。織姫が一いつ緒しよでもどうにかなる。しかし、ここにはそれ以外のメンバーもいるのだ。全員を連れて逃げるのは困難を極きわめる。

　ならば足を止め、四つの弾丸を迎撃するのみ。

「残ざん鉄てつ・開放――破戒王『極点位階奥おう義ぎ』自在武具錬れん成せいガ一片〈火か界かい咒じゆ〉」

　夏彦の手に赤しやく銅どう色いろの大剣が握られる。その剣自体が突つき刺さすような魔力を放つが、更さらに夏彦がコントロールしてやることによって、都市を二、三個消しよう滅めつさせるだけの威い力りよくを持つ。

「全員伏せろ！」

　叫さけぶと同時に、火か界かい咒じゆを振り回し、三百六十度に衝撃波の斬撃を飛ばす。

　斬撃と四つの弾丸が激げき突とつする。互いの魔力が入り乱れ、校舎の周りに灼しやく熱ねつのオーロラを描えがいた。火の粉が流星群のように落ちていく。

　そして土砂から影が躍おどり出た。フードを被かぶった四人が屋上に着地し、こちらを包囲する。

　顔が見えない。真意も分からない。

　一つ分かっているのは、全員が常識外の手て練だれであるという事実のみ。

「てめぇらが修羅庁だな！　俺たちをどうするつもりだ!?」

　夏彦は目配せをし、敵の四人全てに注意を払おうとした。が、既すでにそれが無理なのを思い知った。

　屋上には二人しかいなかったのだ。

　いや、それどころか、織姫、繭子、ヘルガ、クロムウェルまで消えている。

　残っているのは目の前の修羅庁二人と、社長と朱雀、そして自分だけ。

「にゃ!?　皆どこいっちゃったニャ！」

「煙けむりのように消えてしまったであります！」

　社長と朱雀はオロオロし始める。目の前に敵がいなければ夏彦も似たようなリアクションを取っていただろう。

「二人とも俺の後ろに隠れろ。絶対に離はなれるなよ」

　まずは状況の整理だ。

　夏彦が認にん識しきできない速度で織姫たちを連れ、校舎から移動する――これは不可能だろう。今の夏彦は、まがりなりにも慈悲帝ゲシュペスの攻撃すらしのげるのだ。修羅庁の五人が如い何かに強くても、慈悲帝以上というのはあまり考えられない。

　では速さ以外の方法ならどうだろう。たとえば魔ま造ぞう空間などに移動したのだとすれば、夏彦の目を逃のがれるのは簡単かも知れない。そういった細かい芸当は、夏彦の専門外だ。

「朱雀。皆が魔造空間に飲み込まれたって可能性はあるか？」

「それは……確かに言われてみればそんな感じだったであります。しかし一瞬だったので追つい跡せきしろと言われても無理であります」

「そうか……」

　朱雀は空間跳ちよう躍やく魔術のエキスパートだ。たんに離れた場所に移動できるだけでなく、誰だれかが作った魔造空間に侵しん入にゆうすることすらやってのける。その朱雀が追跡不能と言うのであれば、織姫たちを自力で助け出すのは難しくなってくる。

　となれば、目の前にいる二人の修羅庁に聞くしかない。

「おい、お前ら。黙だまってねぇで何とか言えよ。織姫たちをどこにやった。今すぐ返せよ。それとも何か、輪切りにされたいのか！」

　夏彦は火か界かい咒じゆの切っ先を二人に向け、これでもかと睨みながら怒ど声せいを放った。

　しかし敵は怯ひるまない。それどころか、ククッと忍しのび笑わらいすら漏もらす始末。

「いや、失敬。蓬田織姫に手を出せば、君は狂戦士になると聞いていたのですがね。意外と冷静で驚いていたのです。いやいや褒ほめているのですよ。猛もう牛ぎゆうと戦ってもつまらないですから」

　一人は理知的な、大学で教授でもやっていそうな雰ふん囲い気きの声を出す。

　そしてもう一人は、

「左様。お主の推察どおり、消えた者たちは魔造空間に隔かく離りしているでござる。これも全て、お主と二対一の状況を作り上げ確実にしとめるためでござる。故に、そちらの戦力外の二人を逃がしたいのであれば今のうちにするがよい。拙せつ者しやたちは手出しはせぬ」

　――ござるござるって、こいつ侍さむらいかよ。

　思わずツッコミたくなったが、今はコントをしているときではない。

　社長と朱雀を見み逃のがしてくれるというのであれば、ありがたくそうさせてもらう。

「二人とも、向こうがああ言ってくれているんだ。早く逃げろ。出来るだけ遠くにな」

　おそらく今回の戦せん闘とうで、渚市は二度目の壊かい滅めつを迎える。建物は作り直せばいいが、社長と朱雀は取り返しが付かないのだ。

「了りよう解かいであります。リン・リン、私の背中に乗るであります」

　そう言って朱雀は鳥の姿に変化する。

　社長はしばらく夏彦と修羅庁を見比べていたが、意を決して朱雀に飛び乗った。

「三世寺くん、頑張るニャ。けど死んじゃ駄目ニャ！」

「任せてください。こいつら倒して、皆を元に戻もどさせますから」

　夏彦は修羅庁を向いたまま、左手だけで手を振った。

　朱雀は地を蹴けると同時に羽ばたき、一気に空に舞まい上がる。

　修羅庁の二人は約束どおり手を出さなかった。

「お優やさしいことだな。で、目的は何だ」

「おや、察しが付かないかね？　私たちの目的は君だよ、三世寺夏彦くん。インドラの力を扱あつかえるようになってしまった君は、もう人間として扱うわけにはいかないのでね。始末するようにと元老院からの命令だ」

「ハッ、そんなに俺を殺したいなら、五対一で来りゃいいものを」

　標的が決まっているのなら、そこに戦力を集中させるのは常識だ。兵ひよう法ほうに詳くわしくない夏彦ですらその程度は知っている。

　しかしその発言が、ござる野や郎ろうの怒いかりを買った。

「笑しよう止し！　そのような恥はじ知らずな真ま似ねが出来るか。身の程ほどを知れ、人間。こうして拙者たち二人がかりであることすら長官の命ゆえでござる。本来であれば片手で十分」

「随ずい分ぶんと調子くれてんな。だったら片手でかかって来いよ。今の俺は、いや俺と織姫は正直、かなり強いぜ？」

　それは虚きよ勢せいではなかった。

　夏彦は自分が負ける気がしなかった。

　それと同じくらい織姫も大丈夫だろうと確信していた。一ヶか月げつ前の自分なら信じがたい発想だが、人は成長する。そしてこの場合、成長したのは夏彦ではなく織姫だ。

　この一ヶ月、イチャついてばかりいたわけではない。織姫は確かに夏彦への恋こい心ごころを隠そうとしなくなったが、強くなるのを諦あきらめていなかった。夏彦は夏彦で、織姫に追い抜ぬかれたくない。修業は当然続けていた。

　結果、今の織姫は夏彦の目から見ても凄すごいことになっている。

　果たして修羅庁はそれを把は握あくしているのだろうか。もし一ヶ月前の織姫を基準にして作戦を立てたのであれば、悲ひ惨さんな目に遭あうのは修羅庁だ。

「大たい言げん壮そう語ごとは下げ劣れつ極きわまる。望みどおり、拙者の片手で始末して候そうろう」

　ござる野郎の袖そでから、キラリとナイフのような物が光る。

　なるほど、彼かれほどの魔力を持った者なら、ナイフの一ひと突つきですら必ひつ殺さつ技わざになりうる。

　実際、突っ込んでくる速さは電光石火としか言いようがなく、他の修羅庁とは格が違ちがうと一目で分かった。

　だが、夏彦は更に格が違う。

「発ッ」

　向かってくる敵に対し、大声を出す。

　ただそれだけ。

　それだけで、押し返した。

「ぬっ？」

　あと一歩でナイフを夏彦の喉のど元もとに突き刺せたというのに、ござる野郎は元いた場所まで戻ってしまう。そのことが信じられないらしく、しばらく動かずに夏彦を見つめていた。

「どうよ？　理解したなら二対一で来い。すぐに五対一の方が良かったと思い知るぜ」

　そう挑ちよう発はつしながら、社長と朱雀はもう渚市の外まで逃げただろうかと考える。

　あまり早くから全力を出すと、せっかく逃がした二人を巻き込んでしまう。

　しかし、そろそろ大丈夫のはずだ。あれで朱雀は飛ぶのが結構速い。

「……ゼドー。どうやら彼は思っている以上に強いみたいですよ」

「そのようでござる。拙者の認識が甘あまかった」

「あったりめぇだろ。そもそも俺おれの中にあるインドラの力が恐ろしくてお前ら来たんだろ。なのに、その俺を前にして油断するとか、どうかしてるぜ」

「これは一本取られました。確かに君の言うとおりです。私たち修羅庁は、どうにも上から下まで自分の力を過信する悪あく癖へきがありましてね。ですが、初めに君が力を示してくれてよかった。これで油断せず戦える。行きますよ、ゼドー」

「承知。修羅庁がナンバー３、ゼドー。推おして参る」

　ゼドーを名乗るござる野郎はフードを取り、ローブを脱ぬぎ放った。その下から現れたのは黒装束。相変わらず顔は隠れたままだが、そんなものを見なくても彼が何者を目指しているのか一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　――侍じゃなくて忍にん者じやかよ！

　大魔災以前から魔族が人界を知っていたというのは幾いく度どか聞いているが、それにしてもミーハーな連中が多いのはどういうことなのか。

「同じく、修羅庁ナンバー２、クレスト。行きます」

　もう一人のクレストとやらは、片かた眼鏡めがねをかけた初老の男だった。まるで十九世紀のヨーロッパからやってきたような紳しん士し風ふうの風ふう貌ぼうである。

「オーケー、二対一上等。すぐに五対一が良かったと思い知るぜ」





※






「あれれ？　夏彦くんがいないよ」

「社長と朱雀も消えてしまいましたわ」

　ほんの一瞬前まで、確かに一緒にいたのだ。

　四方から飛んできた攻撃に対し、夏彦は火か界かい咒じゆで迎撃。繭子たちを守ってくれた。

　そこまではこの目でしかと見た。

　が、そこから瞬まばたき一つしただけで、夏彦の姿が綺き麗れいサッパリ消えてしまった。社長と朱雀も同様だ。

　しかも、四方から上がっていた土柱も消滅しており、まるで夢でも見ていたような気分になる。

「あかんわ。ここ、魔造空間やで」

　繭子がキョロキョロしていると、クロムウェルが難しい顔をして呟つぶやいた。

「え、魔造空間なの？　さっきまでと同じ景色だけど？」

　夏彦たちがどこかに去り、敵と思わしき連中が上げた土柱も消えた。しかし場所は校舎の屋上から変わっていないし、これといって変化も感じられない。平和な渚市が広がっている。実に静かなものだ。

「甘いなぁ繭子。静かすぎると思わへん？」

　その言葉に従って耳を澄すましてみると、確かに違い和わ感かんがあった。

　魔界と化した日本列島はいつもどこかで騒さわぎが起きているのに、耳鳴りがしそうなほどの静せい寂じやくだった。そもそも今日は文化祭の初日で、学校中が騒がしいはずなのだ。

「それじゃ、私たち魔造空間に閉じ込められちゃったのっ？　何で!?　誰の仕し業わざ！」

「落ち着いて下さい委員長。恐らく、私たちと夏彦を分断するためです。やったのは修羅庁。そうですねクロムウェルさん」

　織姫は油断なく周囲を見ながら、そう言った。

「流石やな、織姫はん。さっき雲の上から攻撃してきた奴やつと、それから土柱を上げた四人は、間ま違ちがいなく修羅庁の上位五人や。あいつらの目的はまず、シュトライムと夏彦はんの始末なんよ。せやから邪じや魔ま者もののウチらは、こうして魔造空間に隔離されたわけやな」

　クロムウェルはいつものゆったりとした京言葉で語る。しかし、ゆったりしている場合ではないだろう。

　こちらを分断してきたということは、敵はそれだけ本気なのだ。

「クロムウェル先生！　夏彦くんが襲われてるなら早くここを脱だつ出しゆつして助けに行かないと。先生なら出来るでしょ？」

「うーん、生徒に頼たよられるのは嬉しいんやけど、ウチはシュトライムと違って万ばん能のうやないから。それに、他人を気にしてばかりもいられへんよ。ほら来た」

　クロムウェルが目線を向けた先から、光り輝かがやく何かが迫ってきた。

　魔力の矢――つまり攻撃だ。

　すると繭子たちの間に、分厚い氷の壁かべが現れた。

　矢は壁にぶつかり消えた。そして壁の方も砕くだけ散ちり、消えてしまう。

「あかん。一発で割れてしまうんか。やっぱり本物の修羅庁は違うなぁ」

　攻撃は防げたが、クロムウェルの顔色は優すぐれなかった。

　氷の壁が砕けてしまったのがショックらしい。

　実際、一発で砕けたということは、連射されたらどうにもならないということだ。

「へぇ、流石さすがに今の挨あい拶さつじゃ誰も死ななかったか。ま、そうじゃなきゃ僕ぼくらガッカリしちゃうんだけど」

「そうねぇ。五年ぶりに封ふう印いん解かれたのに、すぐに仕事終わりっていうのは嫌いやよねぇ。だから貴女あなたたちには頑張ってもらわないと」

　いつの間にか、屋上にフードを被った二人が立っていた。

　どちらも見るからに強力な魔力を放ち、はっきりいってお帰り願いたいような相手だ。

　おまけにこちらには夏彦もシュトライムもいない。

　なんだって戦力が乏とぼしいときに限って強力な敵と出会わねばならないのだろう、と繭子は内心毒づいたが、よく考えてみれば敵によってこの状況が作られたのだ。分断されたのは偶ぐう然ぜんではなく必然。戦う前から勝負は始まっていた。

「なんや天下の修羅庁が二人も揃そろってウチらを閉じ込めて。狙いはシュトライムと夏彦はんやないの？」

　クロムウェルは一歩踏ふみ出し、修羅庁と繭子たちの間に立ちはだかった。

「これはこれは、元老院議員のクロムウェル様じゃないか。それにしても愚ぐ問もんだね。修羅庁が殺す相手を選ぶとでも？　殺しちゃ駄だ目めと言われない限り、全部が標的に決まってるじゃない」

　分かりやすすぎるほど邪じや悪あくな発言をしてくれる。もう、これだけで話し合いの余地がないと確信してしまう。

　早い話が、仕事とか任務とは無関係に繭子たちを殺そうとしているのだ。

「元老院議員のウチを殺して許されるとでも？」

「その虚勢は無む駄だよぉ。貴女、慈悲帝派なんでしょう？　粛しゆく清せいリストに載のってるわよ。可か哀わい想そうだけど、逃がすつもりは全然ないの。せいぜい一いつ生しよう懸けん命めい足あ掻がいて頂ちよう戴だい」

「そうしたら僕らも楽しめるからね！」

　二人は同時にローブを脱ぎ放った。

　一人は女性だった。モデルのような体形で、同性の繭子から見ても美人だ。しかし、こちらを見て舌なめずりするさまは、まさしく悪党の顔だった。

　もう一人は若い小こ柄がらな男。そこそこ顔立ちは整っているが、性格が悪そうだ。友達にしたいタイプではない。

「修羅庁ナンバー４、ロゼリーヌ。行くわよぉ」

「同じく修羅庁ナンバー５、マルストリア。どっちが沢たく山さん殺せるか競争しようよロゼリーヌ」

　二人の修羅庁が向かってくる。

　果たして今の戦力で立ち向かえるのか。繭子がそう不安になったとき、逆に先手を取ろうと躍り出る者がいた。

　織姫だ。

　決め手である黒くろ姫ひめ撫なで子しこを失った織姫は、傀儡を使わず自ら刀を持って突っ込んでいく。

　いまだ刃やいばは鞘さやの中にあり、距きよ離りを詰つめながら抜き放つ。いわゆる、居合抜きである。奇き襲しゆう用、もしくはカウンター用の技わざであるが、それを真正面からしかけるというのがなんとも織姫らしい。

「そんなの通じるかよぉ！」

　マルストリアは笑いながら自分の前方に防ぼう御ぎよ結界を広げる。人間如ごときの攻こう撃げきなど、それで防げると思ったのだろう。実際、魔力量ではマルストリアの方が圧あつ倒とう的てきに上だ。

　しかし、それは織姫のフェイントだった。

「な、にっ？」

　鞘から刃が抜かれた刹せつ那な、そこに込められた魔力が爆発的に膨れ上がる。

　敵の判断を鈍にぶらせるため、織姫は攻撃のその瞬間まで力を最小限に絞しぼっていたのだ。

　策は見事に成功し、織姫の居合抜きはマルストリアの防御結界を貫いた。

「ふざけるな！」

　しかし、敵は修羅庁の中でも五指に入る相手。その一撃で倒せるほど甘くない。

　織姫の魔力が予想より大きいと知ったマルストリアは、刀が首に迫るより早く、素す手でで握りしめた。

　奇襲の居合抜きを掴つかまれるという事態に、織姫も若じやつ干かん、表情を曇くもらせた。だが進撃を止めず、そのまま突っ切る。

　マルストリアを屋上から押し出し、自分も一緒に校外へと飛んでいく。それは速すぎて、落ちると言うより飛ぶに近い軌き道どうだった。どこまで行ってしまったのか、ここからではよく見えない。

「なぁに、よそ見してるの。貴女たちの相手は、この私よぉ」

　ロゼリーヌが口くちの端はしに指を当てながら、妖よう艶えんに微ほほ笑えんだ。そして魔力を膨れ上がらせていく。

「傾けい国こく美人『求道位階秘技』酒池肉林逆大奥」

　その瞬間、ロゼリーヌが眩まばゆく輝きだした。

　繭子たちはたまらず目を閉じ顔を逸そらす。

　そして光が収まったとき、屋上の光景は一変していた。

　何の変へん哲てつもない殺風景な場所だったのに、そこに美男子の群れが出現したのだ。それも一人や二人ではない。ざっと十人はいる。それだけでも驚きなのに、全員が裸はだかに近い。ブーメランパンツだけで大切な部分を隠し、筋肉質な体をおしげもなく晒さらしている。

　繭子と同い年くらいの美少年から、中年のナイスミドルまでよりどりみどり。

　そんな美男子の全員が、ロゼリーヌの周りに集まり、まるで姫ひめにかしずくように膝ひざを折る。

「ああ、皆みな、今日も美しいわねぇ。どう、貴女たち。これが私の求道位階秘技。私が望んだイケメンを具現化する能力よ。この子たちは私のためだけに存在するの。ほら！」

　そう言ってロゼリーヌは足を上げ、ピンヒールで一番近くにいた美男子の太ももを思いっきり踏みつける。

「うわぁ」

　自分が踏まれたわけでもないのに、繭子はつい悲鳴を上げてしまった。それだけ痛そうだった。

　ところが踏まれた男は文句一つ言わず、それどころか恍こう惚こつの表情でこう言った。

「ありがとうございますロゼリーヌ様。もっと、強く……」

「ああ、何て素す直なおな子かしら！　いいわよ、ほら、ほらぁ！」

「ロゼリーヌ様ぁ！」

　ロゼリーヌはどこかの女王様のごとく男を踏みつける。すると、それを見ていた他の男たちが、俺にも私にもと懇こん願がんを始めたではないか。

「あ、悪あく趣しゆ味みぃ……」

　求道位階とは、何かを狂きよう信しん的てきに願うことで初めて到とう達たつ出来るとシュトライムに聞いたことがある。つまりロゼリーヌは、美男子を踏みつけたい一心で求道位階まで上り詰めたのだ。どんな精神構造をしているのだろう。

　と、ドン引きしていた繭子だが、隣となりのヘルガがよだれを垂らして羨うらやましそうにロゼリーヌを見つめているのに気が付いた。

「ちょっとヘルガ！　もしかしてああいう趣しゆ味みがあるのっ？」

「はっ、いえそうではなく……あの殿との方がた、夏彦様に少し似ていませんか？」

「え、どれどれ……あ、本当だ！　ちょっと似てる！」

　美男子の群れの一番外側で四つん這ばいになっている美少年が、夏彦を思わせる顔立ちだった。勿論よく見れば違うのだが、雰囲気が多少似ている。

　そんな夏彦似の美少年が、ロゼリーヌに踏まれたそうに順番待ちをしている。だが外側にいる彼はなかなか踏んでもらえないだろう。お預けをくらった犬のような情けない顔を浮うかべている。

　その美少年を見て繭子はドキドキしてしまった。

　――あの夏彦くんが踏まれたがってる！

　自分が夏彦をゲシゲシ蹴り飛ばし、それに対して夏彦が喜ぶという倒とう錯さくした妄もう想そうをし、繭子は新しい世界に目覚めそうになった。

「ちょい二人とも。よだれ流しとらんで集中しぃや。ウチ一人じゃどうにもならんさかい」

　クロムウェルの緊きん張ちようした声で、繭子は我に返る。

　そうだ。どんなにふざけていても、相手は修羅庁のナンバー４。バルトセルやアウレリアより強いと考えるべきだ。

　かつての自分なら、何の抵てい抗こうも出来ず殺されてしまっただろう。しかし、この一ヶ月遊んでいたわけではない。繭子とヘルガはクロムウェルとの修しゆ行ぎように加え、シュトライムが帰ってきたのをチャンスとばかりに、一から鍛きたえ直してもらったのだ。

　故に相手がアウレリア以上でも戦える、と信じている。
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「あはぁ、皆痛いのが大好きなのねぇ。でもその前にお仕事よ。あそこにいる三人を辱はずかしめてあげなさぁい。そうしたら、あとでご褒ほう美びに鞭むちで叩いてあげるぅ」

「はい、喜んで！」

　十人の男たちは、キッとこちらを睨んだ。それから、たくましい筋肉をしならせ、飛び上がった。

　白い肌はだ。小麦色の肌。赤銅色の肌。筋肉を包む色んな肌が、弾だん幕まくを作って飛来した。

　まさに美男子の壁。逃げ場はない。

「あかんなぁ。ウチの趣味とちゃうわ」

　クロムウェルは胸むな元もとの扇せん子すを手に取り、優ゆう雅がに舞わせる。その動きに合わせて、左から右へと分厚い氷のカーテンが生まれる。

　男たちはその氷の中に閉じ込められてしまった。

「まあ、流石さすがはクロムウェル様ですわ」

「よっ、日本一！」

　繭子とヘルガはクロムウェルを称たたえる。だが当の本人は真しん剣けんな顔を崩さず氷を見つめていた。

「喜ぶのは早すぎや。この程度で修羅庁ナンバー４の秘技を破れるわけあらへん」

「あら、流石は元老院。現実的ねぇ。さぁ貴方あなたたち、おやりなさぁい」

　ロゼリーヌの声と共に、男たちがわずかに動き始めた。それに合わせて氷に亀裂が走る。

「うそーん！」

　繭子は信じがたい思いで見ていた。なにせクロムウェルの作りだした氷となれば、普ふ通つうの氷とはわけが違う。そこに何もないと錯さつ覚かくしてしまいそうな透とう明めい度どのくせに、その強度は鋼鉄を遥はるかに上回る。

　つまり、あの男たちは、周り全てを鋼鉄に覆われた状態から力ずくで脱出しようとしているに等しい。

「憤、破ッ！」

　野太いハーモニーが放たれ、氷のカーテンは本当に砕け散った。

　氷は細かい粒つぶとなって降りそそぐ。男たちは何事もなかったかのように着地し、筋肉を強調するポーズを取る。

「ああ、素す敵てき……なんて美しい筋肉なの。この子たちに押しつぶされて死んでいくなんて、貴女たちは幸せね」

「うへぇ！　マッチョマンに押しつぶされるなんて嫌だよぉ！」

「幸せだと思うなら自分が潰れたらよいのですわ！」

　ひ弱な男は嫌きらいだが、かといってここまで筋肉隆りゆう々りゆうなのも困る。見ているだけで暑苦しい。そんなものに押しつぶされるのかと思うと、怖おぞ気けが走る。

「繭子、ヘルガはん。この一ヶか月げつ修しゆ行ぎようしてきたんやろ？　なら、それを出し切ったらええんよ。あんなガチムチに負けたかないやろ。ウチも頑がん張ばるさかい、一緒に倒そう」

　クロムウェルは繭子とヘルガの頭に手を乗せ、そう励はげましてくれた。

　彼女の言うとおりだ。

　夏彦に頼り切った自分が嫌で一ヶ月頑張ってきた。

　破戒王やダイアンサスといった更なる強敵が待ち受けているのだ。夏彦の負担を少しでも軽くしてやりたい。

　だからこそ、ここでナンバー４くらい倒せなくては話にならない。

「よっしゃぁ！　やっちゃおうヘルガ！」

「了解ですわ。わたくしの強化された大火力は、ガチムチなんかに負けませんわ！」

　繭子たちはうら若き乙女おとめだ。

　男の裸ら体たいなど目に毒。

　心が穢けがれてしまう前に、この汚きたならしいムキムキを消毒する。

「あらあら。頑張る子って素敵よ。あんまり早々に諦められたら萎なえるもの。やっぱり最後まで頑張った子を叩き潰すのがいいのよねぇ」

「お黙りなさい！　そのような邪悪な考えでわたくしたちを屈くつ服ぷくさせられると思ったら大おお間ま違ちがいですわ。筋肉など、圧倒的火力の前には無力と教えてさし上げます。レース針一号開放！」

　ヘルガは手にした日ひ傘がさを放り投げ、光の針に変化させる。そして手首から流れた血を糸にして、空中に魔ま法ほう陣じんを編み上げた。

「ローゼンクロイツ式召喚術、第五階かい梯てい――超ちよう巨きよ大だい列車砲グスタフ＆ドーラ」

　その魔法陣から巨大な物体が鳴動する音が聞こえてくる。やがて現れたのは、遠近感が狂くるいそうなほど巨大な二つの大たい砲ほうだった。全長四十七メートル。総重量千三百五十トン。かつてドイツ軍が作り上げた、人類史上最大最強の大砲。それが校舎の屋上に落下した。

「うひゃぁ、ヘルガ、出す場所考えようよぉ！」

　如何に日本の建築技術が優ゆう秀しゆうといっても、こんな馬鹿げた大きさの鉄てつ塊かいを乗せられては崩壊するしかない。

　北渚高校は、豆とう腐ふをハンマーで叩いたように、跡あと形かたもなく崩れていく。

　繭子とクロムウェルはぴょんとジャンプして瓦礫の流れから逃げた。ヘルガは列車砲の上に仁に王おう立ちして誇ほこらしそうにしている。

　そしてロゼリーヌ率いる美男子たちは、列車砲が狙う先に並び、筋肉を輝かせていた。　ヌラヌラとしたラードのテカりは、この上なくお下品だ。

「さて繭子。氷使い同士や、デュエットといこか」

「オッケー。クロムウェル式の二重奏～～」

　繭子は拳けん銃じゆうを、クロムウェルは扇せん子すを持つ。形こそ違うが、どちらも氷結魔ま術じゆつの媒ばい介かいだ。　二人で冷気を放てば、どんなものでも凍こおらせてしまうだろう。

「じゃあ、こっちも力を合わせて行くわよぉ」

「はいロゼリーヌ様！　行くぞ皆の衆、これが漢の電車ごっこだ！」

　マッチョ美男子たちは一列に並び、ガシッと前に立つ者の腰こしを抱だきしめた。電車ごっこというよりはムカデに近い。

「シュポポ、シュポポ、シュポポォォォォオッ！」

　大きな掛かけ声を上げ、男たちは湯気を上げ全力疾しつ走そうを始める。十人が連結したことにより、その迫はく力りよくも十倍になった。校舎の瓦礫をものともせず、ヘルガの列車砲目がけて文字通り一直線に突っ込んでいく。

「お、おぞましいですわ！」

　ヘルガは両頬を手で覆い、ゴキブリの群れを目もく撃げきしたかのような表情を浮かべる。

　実際、一糸乱れぬ動きで突き進んでくるガチムチ電車は虫を思わせる。

　こんなものは凍らせてしまうに限るだろう。

「マイナス二七三度が二つ！　ダブル絶対零れい度ど！　すなわちマイナス五四六度！」

「繭子、嘘うそついたらあかんよ」

　拳銃と扇子から放たれた魔ま力りよくは、原子の震動を静止させていく。それが完全に止まった状態が絶対零度なのだから、どんなに頑張ってもマイナス二七三度以下にはなりえない。

　しかし、冷気の密度は間違いなく高まっている。

　たとえば気温が二十度の状態で凍こごえる人間はまずいない。が、二十度の水に沈しずめば大たい抵ていの者はその冷たさに震ふるえてしまうだろう。同じ二十度でも体温を奪うばう効果はまるで違う。

　よって同じ絶対零度でも、二人の力を合わせることにより、対象の熱エネルギーを奪う速度が段だん違ちがいになるのだ。

　冷気を浴びたマッチョマンたちの体が見る見るうちに凍っていく。それでも前に進もうと頑張っているが、無理をしたせいで皮ひ膚ふが剥はがれてしまう。やがて足下が氷に覆われ完全にくっついた。

　ところが、ロゼリーヌは不敵に笑い、少しも慌あわてない。

「甘いわよぉ、イケメンの筋肉を舐なめたら痛い目を見るんだからぁ」

　ロゼリーヌが指を鳴らすと、凍り付いたガチムチ電車の真上に魔法陣が広がった。そこから何か白い粉が落ちてくる。

　それを浴びたマッチョマンたちの体から蒸気が上がる。

「うっそぉ！　絶対零度なのに氷が溶とけてる」

「何て熱量や……あの粉はまさか……」

　マッチョマンたちの剥がれた皮膚がどんどん再生していく。熱を放っていることを示すように体が赤くなっていく。フンッ、と鼻息まで聞こえてきた。

　ここまで急激に活性化する粉となれば一つしかない。

　魔ま界かいの技術で作られた、肉体構造変へん換かん型超純度魔薬。

　虚きよ弱じやく体質のモヤシ少年でも、一ミリグラム吸えば素手でヒグマを倒たおせるようになるという代しろ物ものだ。

　三年前、日本全土で流行し大おお騒さわぎになったが、まだ残っていたとは――。

「そう、プロテインよぉ」

「え、それなのっ？」

　繭子はズッコケそうになり、かろうじて耐たえた。

　プロテイン如きで絶対零度に対たい抗こうできてたまるかと思うのだが、連中の筋肉は先さき程ほどから常識外れなことばかりしているので、本当にプロテインなのかもしれない。







[image: ]







「ヘルガ、ヘルガ！　私たちが足止めしてるうちにドカンと一発撃うっちゃってよぉ」

「了解ですわ。筋肉などドイツ兵器の前では無力と教えてさし上げます！」

　列車砲から甲かん高だかい音が響ひびく。砲ほう弾だんを装そう填てんするため各部がスライドしたのだ。

　更にヘルガの魔力が注入され、列車砲全体からオーラが放たれた。

　火か界かい咒じゆに次ぐイデアル第二の火力。その発射準備が完かん了りようする。

「発射フアイエル！」

　二門の砲塔から、七トンというふざけた質量の砲弾が撃ち出された。

　轟ごう音おんと共にガチムチ電車に直ちよく撃げきする。

「クロムウェル先生、伏ふせよう！」

「せやなぁ」

　繭子とクロムウェルが地面に寝ねそべった瞬しゆん間かん、叩たたき付けるような爆ばく音おんと衝撃が混じり合い、土ど砂しやと瓦が礫れきをシェイクして四方八方へと炸さく裂れつした。

「うひゃぁぁい！」

「ほら、繭子、掴つかまり」

　クロムウェルが腕うでを掴んでくれたからよかったものの、あやうく繭子は爆風でどこかに飛んでいきそうになった。何度見てもギャグでやっているとしか思えない威い力りよくだ。ドイツ軍は第二次世界大戦でこれを実戦投入していたというのだから目め眩まいがする。よくドイツ人はユーモアのセンスがないと言われるが、そんなことはない。最高のジョークだ。

　だが、そんなジョークじみた砲弾を喰くらいながらも、ガチムチ電車は生きていた。

　もうもうと立ちこめる砂すな煙けむりの中から現れた、十人のマッチョたち。彼らの皮膚は爆発により溶け、筋肉が剥むき出しになっていた。

「キモいですわっ！」

　そう声を上げたのはヘルガだったが、繭子も全くの同感だ。理科室の人体標本が元気に動き回っているのである。もし暗くら闇やみで出会ったらそれだけで卒倒しそうな光景だった。

「ほーら、プロテイン追加よぉ」

「ごちそうさまです！」

　空から降りそそぐプロテインの粉を、マッチョマンたちは筋肉で直接摂せつ取しゆする。そしてラグビーのスクラムを作り、ヘルガが乗る列車砲目がけて体当たりした。

「きゃぁっ！」

　千三百五十トンの鉄の塊かたまり二つが大きく揺ゆれる。スクラムに押おされ校庭から飛び出し、民家を潰つぶす。

「繭子、ヘルガはんを援えん護ごするで」

「了解っ」

　繭子とクロムウェルは再び絶対零度を放つ。

　人体標本のスクラムが動きを鈍らせた。

「ヘルガ、今だよ！」

「跡形もなくなるまで連射ですわ！」

　二つの列車砲は雷かみなりが落ちたような音を上げて方向転てん換かんし、マッチョの群れに照準を合わせる。

　ヘルガの言葉どおり、今度は一いつ斉せい射で終わらなかった。ドンッドンッドンッと太たい鼓この音を千倍にしたような爆音が内臓を揺らす。

「これ、あかん奴や」

「巻き込まれるぅぅ！」

　味方の攻こう撃げきで死ぬことほどバカらしい最後もない。繭子とクロムウェルは全力で逃にげた。

　砲撃は止まらず、爆発は広がっていく。既すでに校舎は火球に包まれ影かげすら見えない。周りの建物も燃えるか衝撃波で吹ふっ飛ぶかし、止めてあった車が溶けていく。

　逃げても逃げても爆発が追いかけてくるので、用水路に飛び込んで氷で蓋ふたをした。それも見る見る溶けていくので、そのつど張り直してやらねばならない。

「ヘルガ凄い。ちょっと前の夏彦くんくらいの火力ありそう」

「あるんやない？　もうこれ渚なぎさ市しの三分の一くらい消し飛んでるやろ。ほんま、魔造空間で良かったなぁ」

　この一ヶ月で凄すさまじく成長したらしい。ヘルガ本人の頑張りもあるが、シュトライムが師として如い何かに優れているかを物語っている。

　シュトライムは普ふ段だんふざけてばかりいるが、どうすれば強くなれるかを心得ている。繭子とヘルガにそれぞれ最適な練習メニューを組んでくれたし、上う手まいこと手加減して模擬戦もやってくれた。その代わりにセクハラをさせろと要求されたが、幼女になったシュトライムにセクハラさせたところで、子供にじゃれつかれているようにしか感じず、まるで問題ない。

「終わったみたいやね」

「顔出してみよっか」

　二人で氷の蓋を外し、用水路から頭だけ出す。

　そこに広がっていたのは一面の焼け野原だった。街の面おも影かげすらない。

　これが本物の渚市だったら泣いているところだ。

　そんな中、二機の列車砲だけが山のようにそびえ立っていた。

　マッチョマンたちの姿はどこにもない。宣言どおり、跡形もなくなるまで連射したようだ。

　だが、ロゼリーヌは健在だった。傷どころか服に焦こげ目すらついていない。しかしそれでも、修羅庁ナンバー４の求道位階秘技を破ったのだ。夏彦がいなくても、繭子とヘルガは戦えることの証明である。

「さあロゼリーヌさん。貴女ご自じ慢まんのイケメンさんたちは消し炭になりましたわ。貴女も降こう伏ふくしなさいな。そうすれば命だけは助けて差し上げます！」

　ヘルガは列車砲の上から高らかに演説する。まるっきり悪役の台詞せりふだったが、なぜか妙みように似合っている。実際、ヘルガは大人しそうな顔をして、ときどき腹黒いところを見せる。もしかしたら悪い子なのかもしれない。

　などと繭子が考えていると、ロゼリーヌが俯うつむき、肩かたを震わせ始めた。

「私の……可か愛わいいぼうやたちが……よくも、よくもぉぉぉおっ！」

　その叫さけび声で突とつ風ぷうが巻き起こる。しかし、今いま更さらその程度の現象で驚おどろきはしない。こけおどしにもならなかった。

　ところが、顔を上げたロゼリーヌの目を見た瞬間、繭子たちの間に緊張が走る。

　ロゼリーヌは泣いていた。ふざけているようにしか見えなかった彼かの女じよの求道位階も、本人にとってはとても大切なものだったのかもしれない。そもそも求道位階は並なみ大たい抵ていの意志では辿たどり着つけないのだ。

　それを壊した繭子たちを絶対に許さない――そんな怨うらみを込めて、ロゼリーヌは呪言を唱えた。

「残鉄・開放――」





※






　いける。

　織姫が修羅庁ナンバー５、マルストリアに斬きりかかって得た最初の印象がそれだった。

　こちらの突つきは確かに素手で受け止められてしまったが、だからといって相手が余よ裕ゆう綽しやく々しやくというわけではない。

　その証しよう拠こに反はん撃げきしてこなかった。校舎の屋上から飛び出し、こうして五キロ近くも移動したのに、その間、マルストリアは織姫の刀を抑おさえるので精せい一いつ杯ぱいだったのだ。

　滑かつ空くうが終わり地面を抉えぐりながら着地すると、マルストリアはようやく動きを見せる。

「僕を舐めるな人間風ふ情ぜいがァ！」

　両りよう脚あしで地面を踏み、刀ごと織姫を振ふり回し投げ飛ばす。

　もっとも、その程度で織姫は目を回したりしない。平然と降り立ち、油断なくマルストリアに睨にらみをきかせた。

「はんっ、よりにもよって一対一なんて最悪の選せん択たくを選んだものだね！　仲間と一いつ緒しよなら協力して足あ掻がくことも出来たかもしれないのにさ」

　マルストリアの外見年ねん齢れいは、人間だと二十歳はたち前後といったところだろう。それなりに綺麗な顔立ちだが、いかにもお坊ぼつちゃんな雰ふん囲い気きに加え、言動から溢あふれ出す性格の悪さが実に不ふ愉ゆ快かいだ。

「足掻く？　変なことを言いますね。私一人でも、貴方あなた如ごとき倒せますけど？」

　織姫が真顔でそう言うと、マルストリアの額に青筋が浮かんだ。

「倒すだって？　よりにもよって修羅庁ナンバー５のこの僕を倒す……？　あははは！　身の程ほど知らずもここまでくると笑えるね。君はもう【ダイアンサスの残鉄】を失ったんだろう？　どうやって戦う、どうやって倒す！　何の力も持たない人間が、修羅庁と戦うこと自体おこがましいんだよォォ！」

　マルストリアの沸ふつ点てんはかなり低いようだ。ちょっとした挑ちよう発はつだけなのに、いとも容た易やすく激げき昂こうする。

　腕を大きく振り回し、そこから魔力の波動を撃ち放ってきた。

　言うだけあって大した魔力の量だ。一ヶか月げつ前の織姫なら、逃げ回って夏彦の助けを待つしかなかっただろう。

　しかし、今は違ちがう。今の蓬田織姫は夏彦に助けを求めるだけの存在ではない。

「はっ！」

　右手に持った日本刀を一いつ閃せんする。それだけでマルストリアの放った攻撃を掻かき消した。

　こちらにダメージはなにもない。本当に相そう殺さいしてしまったのだ。

　あの魔界最強にして最凶といわれた修羅庁のナンバー５相手に、片手で競せり合えた。だというのに織姫の中に驚きも喜びもなかった。当然という気持ちしかない。

　夏彦はもっともっと強い。たかがナンバー５如きと互ご角かくになれたからといって、いちいち喜んでいられない。

　大好きだから肩を並べる。その想おもいはいまだ揺ゆるぎなし。

「……なんだよ、人間のくせに。ウザいなお前。いいよ、僕が教育してやるよ！」

　かなり怒いかりを買ってしまったようだが、敵の機き嫌げんを気にするバカはいない。

　むしろ、それだけ自分が相手を追い詰めているという証であり、慌てることは何もないのだ。

　とはいっても、マルストリアはまだまだ本気には程ほど遠とおい。本気になるのはこれから。

「逆ぎやく阿あ闍じや梨り『求道位階秘技』巡めぐリ巡ッテ来ル嘆なげキ」

　魔力を秘ひめた言葉が流れ、空間を震わせた。それにより、マルストリアの輪りん郭かくが若じやつ干かん揺らいだように見えた。

　しかし、実際には何も起きていない。

　重力が数万倍になったり、得体の知れない液体で埋うめ尽つくされたりといった現象は何もなかった。

　――不発？

　いや、修羅庁のナンバー５ともあろう者が、そんな無様な真ま似ねをするはずがない。であれば、無防備を装よそおって誘さそいをかけているのだろうか。それとも織姫の見えないところで何かが起きている？

　あれこれ考えたが、結論を出す材料が不足している。そんな時は、考えるだけ無駄だ。

　先手必勝。

　仮にこちらの攻撃が失敗しても、それで相手はアクションを起こす。それが突とつ破ぱの糸口になるはず。

　故ゆえに織姫は、臆おくすることなくマルストリアに斬りかかった。

　相手がどんな手段を講じても、真正面から打ち砕く。夏彦はそうしてきた。だから自分もそうする。

　防御も回かい避ひも忘れ、渾こん身しんの力を込め、マルストリアの脳天に振り下ろした。

　硬かたい。

　マルストリアは織姫の斬撃の威力で大きく後ずさったが、しかし皮膚一枚斬れなかった。何という耐たい久きゆう力りよくだろう。斬撃を打ち込んだというより、金属バットで電柱を思いっきり殴なぐったような感覚だった。手に痺しびれが残る。修羅庁の名は伊だ達てではないということか。

　だが、一度で斬れぬなら二度三度と打ち込むのみ。

　織姫が更さらに踏み込もうとしたその瞬間、異変が起きた。

「ッ？」

　脳天に、一いつ瞬しゆん意識が飛びそうになるほどの激痛が走った。まるで金属バットで強打されたかのような痛みだ。

　しかし、マルストリアはこちらの攻撃で二十メートルは離はなれた場所に後退した。攻撃をしてきた形けい跡せきはないし、された覚えもない。

　本当に何の前まえ触ぶれもなく頭が痛くなったのだ。

　もっとも、痛いだけで、血が出ているわけでも、頭ず蓋がい骨こつが陥かん没ぼつしたわけでもない。

　不気味だが、我が慢まんすれば問題ないということだ。

　ならば猪ちよ突とつあるのみ。

　痛みのことは後でゆっくり考える。

「覚かく悟ご！」

　織姫は一歩で二十メートルを詰め、マルストリアに斬撃を乱れ打った。

　ありとあらゆる部分に斬り込む。秒間百を超こえる連撃だ。如何に修羅庁の上じよう位い陣じんといえど、こうも打ち込まれてはダメージがあるはず。

　それにしても、なぜマルストリアは反撃してこないのだろう。先程から一歩も動かず、織姫にされるがままになっている。更に奇き妙みようなのは、織姫を襲おそう謎なぞの激痛がどんどん強くなっているということ。

　――これは、もしかして！

　マルストリアの肩に攻撃すると、自分の肩が痛くなる。腕なら腕、足なら足。

　気のせいなどではなかった。

　自分の攻撃が、そのまま痛みになって跳はね返ってきている。

「はは、ようやく気付いたかい？　君の攻撃は僕ぼくに致ち命めい傷しようを与あたえない。そして痛みは君だけが味わう。これが僕の求道位階だ。君がいくら攻撃しても僕は痛くもかゆくもない。苦しむのは君だけだ。いやぁ、最高の秘技だろう？」

「反吐へどが出ます！」

　織姫は本日最高の威力を持つ突きを、マルストリアのみぞおちに突きだした。

「くっ!?」

　マルストリアは短く呻うめき、こちらの刀から逃のがれるため後ずさる。

　一方、織姫は、自ら放った攻撃の痛みにより体をくの字に曲げていた。

　実際には傷一つ付いていない。ただ相手が負うべきだった痛みが跳ね返ってきているだけ。そんなものは気合いでどうにか出来る。

「ふぬっ！」

　織姫は両脚を広げて大地を踏みしめる。刀を杖つえにすることなく、武器は武器として構え、敵を見み据すえる。痛覚など無視。痛みは身体の異常を知らせる危険信号であるが、間ま違ちがった信号だと分かっていれば、恐おそれることは何もない。

「へぇ、随ずい分ぶん頑がん張ばるね。けど、いくら攻撃したって君が痛いだけだよ。意味ないじゃん」

　マルストリアは嘲ちよう笑しようを浮かべる。

　なるほど、彼かれのいうとおりなら意味がない。その程度の理り屈くつ、織姫もわきまえている。

　だが、

「果たしてそうでしょうか？」

「なに……？」

　彼は先程、確かに呻き声を上げた。みぞおちを突かれ、微かすかではあったが苦く悶もんの表情を浮かべた。

「貴方の求道位階秘技は、受けた痛みを相手に跳ね返すだけです。逆に言えば、ダメージそのものは貴方が負う。通用しなかったのは単純に防ぼう御ぎよ結界が厚かったからで、それさえ貫つらぬけばちゃんとダメージが通る。その証拠に、みぞおちを突かれて呻いたではありませんか。どうやら貴方と私が感じる痛みには不公平な差があるようですが、それは問題ではありません」

「はっ！　馬ば鹿かを言え。いいか、僕の受けた痛みは三分の一になり、君は元の痛みの三倍を喰らうんだ。僕は何をされたって大して痛くないし、君は少しぶつけただけでも泣きたくなるほどの激痛だ。強がりはやめろよ、耐えられるわけないだろ！」

「一体、どこの誰だれに向かって言っているのですか？　私は、蓬田織姫ですよ」

　これ以上の問答は無用。

　一いち撃げき一撃に全力を込めて、敵の防御結界を破壊する。

「ぐ、わぁっ」

　脇わき腹ばらに剣けん先さきを突っ込むと、マルストリアはカエルのような悲鳴を上げた。三分の一になっても声を出すということは、相当のダメージだろう。もっとも、織姫は元々の三倍の痛みを感じさせられているわけだが、悲鳴を上げる体力が惜おしい。

　正直、涙なみだが滲にじむし脂あぶら汗あせも流れる。

　本当はのたうち回って夏彦に慰なぐさめてもらいたい。

　しかし、それは勝ってからのご褒美だ。

　このマルストリアの胴どう体たいを真っ二つにしてみせる。それでどんな痛みが来るのか想像も付かないが、自分なら耐えられる。耐えてみせる。

　何せ今の自分には【ダイアンサスの残鉄】がない。それ故に黒姫撫子を失い、それ故に強くなった。傀儡くぐつに頼たよれなくなったお陰かげで、自分自身を磨みがき直す決心がついた。

　かつての自分が、傀儡に頼りきって、安あん全ぜん圏けんから戦っていたかと思うと、恥はずかしさのあまり穴あな蔵ぐらに潜もぐりたくなってしまう。

　それを思えば、この身を危険に晒すくらい当然のこと。それが本来の戦いというもの。

　この一ヶ月、繭子やヘルガが修しゆ業ぎようし直していたように、織姫とて夏彦と遊び呆ほうけていたわけではないのだ。

　あの夏彦の火か界かい咒じゆ相手に特訓した自分ならば、修羅庁にも後おくれをとりはしない。

　現に、自分はマルストリアを一方的に攻撃している。

　こちらの意図を知ったマルストリアは反撃を試んでいるが、圧あつ倒とう的てき手数でそれを封ふう殺さつする。日本刀の刃やいばがいよいよ相手の肉に達し始めた。

　皮を切り、肉を削そぎ、骨に達し、そして臓物を。

　死ぬ痛みの三倍とはどれほどだろうか。望むところだ。それに耐えられれば今度どんなに痛くても耐えられるだろう。

「これで終わりです！」

　次の一いち撃げきで、マルストリアの背骨を切断する。そうなれば、あとは千切るだけ。胴体は二つに分かれてしまう。如何に【瓏ろう玲れいの焔ほむら】であろうと、体が千切れれば死ぬしかない。

　同時に跳ね返ってくるだろう三倍の痛みに覚悟を決める。

　その刹せつ那な、マルストリアは呪言を唱えた。

「残鉄・開放――破戒王『極点位階奥おう義ぎ』自在武具錬れん成せいガ一片〈葉よう盾じゆん観音〉」

「!?」

　まさかここに来て【破戒王の残鉄】が出てくるとは思わなかった。

　それも盾。

　織姫の刀とマルストリアの体の間に西洋盾が浮かび上がり、斬撃を弾はじき返した。

　文字通り歯が立たず、衝撃で織姫は大きく仰のけ反った。

　が、諦あきらめず強ごう引いんにもう一撃、場所を変えて打ち込む。

　すると盾は織姫の斬撃に合わせて動き、再び弾く。

「ちっ！」

　一度距きよ離りを取るため、織姫は盾を蹴け飛とばし後退する。

　そんな織姫の様子をマルストリアは嬉うれしそうに見つめていた。

「やっと逃げたね。怖おじ気づいたね。ああ、それでいいんだよ。僕を前にして人間如ごときが粋いきがったのが間違いなんだよ！　今いま更さら後こう悔かいしても遅おそいからな。この盾はお前には破れない。じっくり時間をかけてなぶり殺しにしてやる！」

　確かに、盾が絶対的なもので、しかもマルストリアの技量と関係なく自動で防御するのだとすれば、織姫に打つ手はなかった。

　しかし『諦める』という言葉は織姫の辞書に載のっていない。

「絶対的な盾など存在するはずがありません。ようは威力を上げれば破れるのです！」

「へぇまだ諦めないんだ。けど、どうやって？　君の渾身の力を込めても盾に傷一つ付かなかったじゃないか」

「ええ、そうです。今の私の力ではどうしようもありません。認めます。私の負けです。悔くやしいですが、力を借りることにします」

「借りる？　誰の力を借りるっていうんだい？　ここには僕と君しかいないんだけど」

　心底馬鹿にしきったマルストリアの言葉が耳みみ障ざわりだった。

　だが、彼は真実の愛を知らないからそんなことを言うのだ。そう思えば、憐あわれですらあった。

　一線を越こえた愛は、空間をすら越えて伝わるのだと、織姫と夏彦は知っている。

　この一ヶ月で辿り着いた境地がそれを証明している。

　夏彦と身を寄せ合っているところを想像し、火ほ照てりながら呪言を叫ぶ。

「蓬田織姫『求道位階秘技』悠ゆう久きゆうナル華か燭しよく之の典てん！」

　それは、私はここにいるという叫び。

　どんなに離れていても、夏彦なら必ず見つけてくれるという信しん頼らいの表れ。

　たとえ時空を超えようとも、二人を分かつことは出来ない。

　織姫は夏彦のものであり、夏彦は織姫のものなのだ。

　身も心も。

　故にその魔力も、深く深く繋つながっている。

　夏彦の中に眠ねむるインドラの力。神の力。

　織姫は愛という鍵かぎを以もつてして、そこにアクセスした。

　途と端たんに弾ける。

「う、嘘だ！　こんな魔力、人間の小こ娘むすめが……有り得ないだろぉ！」

　膨ふくれ上がっていく織姫の魔力に、マルストリアは青ざめた。

　修羅庁もインドラの相手をするのは恐ろしいらしい。

　しかし、それをいうなら、自分自身の中にインドラの一部を流れ込ませるという行こう為いとて恐ろしいのだ。アクセスすれば、否いや応おうなしにその巨大さを実感してしまう。より正確には、実感できないほど巨大であると知ってしまう。

　夏彦ですらインドラの全てを制せい御ぎよしているわけではないし、織姫は更にその一部を掠かすめ取っているに過ぎない。

　あまりにも不安定で不確定な力だ。

「ええ、そうです。これは私の力ではありません。借り物。本来ここにないはずの力です。他人の力を使って勝つなんて、恥はじ知らずと思うでしょう！　ですが、これは夏彦の力なのです。私が夏彦の力を使うことに何の遠えん慮りよがありますか。私は夏彦を愛するものとして、夏彦の力を全力で使います！　そしていつか私が成長した暁あかつきには、夏彦が私の力を使うようになるでしょう！」

　それは敵に対してというより、自分自身に言い聞かせる言葉だった。

　もはやマルストリアなど眼中にないのだ。

　悠久ナル華燭之典を唱えた時点で、織姫の頭には夏彦しかいなかった。

　夏彦がインドラの力を使えるのだから、自分だって使えるだろうという、昔から続く意地の延長線。夏彦一人でその力を使い切れないなら、自分も一緒に使えばいいという理屈。何でもいいから夏彦と同じものを使いたいという頭の悪い色ボケ。

　端たん的てきに言えば、ひたすら夏彦とチュッチュしていたら、いつの間にか求道位階に到いたっていたのだ。

「さあ、私の夏彦に対する恥ずかしい愛の言葉を聞いた以上、貴方には死んで頂きます」

「はぁっ？　お前が勝手にべらべらと――」

「問答無用！」

　インドラの魔力を刃に乗せて、横一文字に振り抜ぬく。

　衝撃波で地面が抉れ、摩ま擦さつ熱ねつで刀身が燃え上がる。

「なめるなっ、人間風情がァァ！」

　盾にマルストリアの魔力が流れ込み、発光するほどの密度となる。小しよう惑わく星せいの落下に巻き込まれても傷一つ付かないだろうと思わせる輝かがやきだった。

　だが、織姫は刃を止めない。

　それが何であれ、壊れない物などこの世に存在しないのだ。その強度を上回る力さえあれば、絶対に斬れる。

　夏彦と織姫の力を乗せたこの刀に、斬れぬ物などあろうはずもない。

「そ、んな、っ！」

　刃の直撃を受けたマルストリアの胴体は、盾ごと真っ二つに分かれた。

　マルストリアの上半身は宙を舞まいながら、信じられないといった目で織姫を見た。

　死ぬ瞬間まで、自分が負けるとは微み塵じんも思っていなかったのかもしれない。

　短い断だん末まつ魔まの声を上げ、彼の体は霧きりのように消える。それから最後に大小二つの金きん属ぞく片へんが地面に落ちた。

　小さいのはマルストリアの魂たましいが結けつ晶しよう化かした残鉄だろう。

　大きいのは【破戒王の残鉄】だ。

　彼がどこから【破戒王の残鉄】を手に入れたのか不明だが、修羅庁ともなれば何を隠かくし持っていても不思議ではない。それにしてもマルストリアが個人として所有していたのか、それとも今回攻せめてきた五人全員が持っているのだろうか。

　ナンバー４のロゼリーヌも持っているとすれば、委員長やヘルガが心配だ。クロムウェルも一緒にいたが、元老院は戦せん闘とう集団ではないから、あまり期待できないだろう。

「……応おう援えんに行った方がいいかもしれませんね」

　織姫は【破戒王の残鉄】を制服のポケットに入れ、校舎に戻もどろうとする。

　そのとき、夏彦の仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆに匹ひつ敵てきするような爆発が見えた。

「これはヘルガ!?　いえ、しかし、ちょっと……！」

　爆発は見る見る広がり、あっという間に織姫の眼前まで迫せまる。逃げるにしても隠れるにしても、時間がない。

　唖あ然ぜんとしている間に、織姫は爆発の炎ほのおの中に飲み込まれていった。
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「破戒王『極点位階奥義』自在武具錬成ガ一片〈吉きち祥じよう摩ま尼に宝ほう鞭べん〉」

　ロゼリーヌの両手に鞭が握にぎられていた。

　これといって変へん哲てつのない、サーカスの猛もう獣じゆう使いが使うような鞭だ。

　急に【破戒王の残鉄】が出てきて驚いたが、そのわりに地味な武器である。

　少なくともガチムチ電車のインパクトに比べたら、段違いに目立たない。

　あんなものでヘルガの列車砲に対抗できるのだろうか。

　そう繭子が敵の心配をしていると、クロムウェルがポツリと漏もらす。

「繭子、急いで遺書を書き残した方がええかもしれへんよ……」

「へ？」

　どうして十六歳の女子高生が遺書など残す必要があるのか、と聞き返そうとした。

　しかし、答えはすぐにロゼリーヌが教えてくれた。

「細切れになりなさぁい！」

　彼女の両りよう腕うでが動き、鞭をしならせたと思った瞬間、鞭が数百倍の長さになり、更に十数本に分ぶん裂れつした。

　空中でそれら全てが動き、空気を叩いて音を奏かなでる。まるで海を漂ただようクラゲのような優ゆう雅がな動きだった。だがロゼリーヌが腕を振り下ろすと一変し、岩山を削けずる削さく岩がん機きの如く暴虐的になり、地上に打だ撃げきの嵐あらしを巻き起こす。

「あかん！　繭子、防御や！」

「は、はい！」

　繭子とクロムウェルは力を合わせて周囲に氷の壁かべを築き上げた。

　厚さ五メートルはあろうかという超ちよう硬こう度どの氷結防ぼう壁へきだ。

　その氷の壁が、鞭の一撃で半分ほど抉られた。

「なんとっ？」

「繭子、驚いてないで気張りぃ。ほんまに死ぬで」

　ありったけの魔ま力りよくを絞しぼり出し、氷を再生させ、可能な限り分厚くしていく。

　しかし、鞭の攻撃速度の方が圧倒的に速かった。

　一撃一撃が信じがたいほど重いのに、それが毎秒何発も打ち込まれるのだ。氷越しに見れば、辺りの地面もデタラメに叩き、地形を変えてしまっている。

　暴れる鞭の向こうに、ヘルガの列車砲が見える。千三百五十トンの鉄てつ塊かいだけあってまだ原形をとどめているが、はたしていつまで保つだろうか。

「ねえ、クロムウェル先生。あの鞭のこと知ってたの？」

「聞きかじっただけやけど。破戒王の武器の中でもとびきりはた迷めい惑わくな奴やつらしいよ。その効果は、ご覧のとおりやね」

「もう、そんなのを修羅庁が持ってるって知ってたなら、最初に教えてよぉ」

「知らなかったんよ。まあ、元老院が幾いくつか【破戒王の残鉄】を隠し持っているらしいゆうのは聞いたことあるけど、ウチ下っ端ぱやから。そない詳くわしいことまで教えてもらえへんのよ」

「使えないなぁ！」

「繭子、いけずや……」

　などと会話をしながらも、繭子とクロムウェルは限界一いつ杯ぱいまで魔力を使っている。精神的な疲ひ労ろう感で今にも倒れそうだが、気を抜いた瞬間、鞭で体が木こっ端ぱ微み塵じんになるだろう。

　ここから逆転する手段は、一つだけある。

　繭子とヘルガが生み出した大おお技わざだ。それが決まればロゼリーヌを一瞬で屠ほふる自信がある。

　だが、こうまで防戦一方だと、反撃に出るタイミングを作れない。

　せめて一瞬でも鞭の嵐が止まってくれないと、削り殺されるだけだ。

「あーん、これほんとにヤバイよ。ヘルガ無事かなぁ、吸きゆう血けつ鬼きだから死んでないと思うけど、これじゃあバラバラだよぉ。織姫ちゃんはどうなったかな、助けに来てくれないかなぁ！」

　繭子が若じやつ干かん現実逃とう避ひ気味にブツブツ言っていると、不意に列車砲が火を噴ふいた。

　最後の力を振り絞るようにロゼリーヌへ砲ほう弾だんを撃うち込む。それを最後に列車砲は二機とも崩壊してしまった。

　しかし、鞭の動きが止まる。最後の砲撃は、ロゼリーヌに見事ダメージを与えたのだ。

「ヘルガ！」

　繭子は目の前の氷を蹴飛ばし、外に飛び出す。

　地面が鞭によって波打ち走りにくいことこの上なかったが、列車砲の残ざん骸がいの下まで一気に駆かけ抜ける。

　列車砲の土台となる部分はおおむね残っているが、砲身は千切れ、車輪は転がり、細かいパーツが散乱していた。もう鉄くず同然だ。

　そんな鉄くずの下からヘルガの声が聞こえる。

「ここですわぁ……」

「ヘルガ、生きてる!?」

　繭子は慌あわてて列車砲の破は片へんをどかし、ヘルガを掘ほり起こした。

　制服がボロボロになり、美しかった金きん髪ぱつもすすけているが、本人はいたって無事だった。流石さすがは不死身の吸血鬼である。

「ふぅ……助けてくださりありがとうございます、繭子」

「ううん、ヘルガこそありがとう。ヘルガが頑がん張ばって列車砲撃ってくれなかったら私もクロムウェル先生も危なかったよー」

　このまま互たがいをたたえ合ってエンディングといきたいところだが、あいにく敵はまだ生きている。

　列車砲の爆発を鞭ではらい、再びその姿を現わす。

　ロゼリーヌにトドメを刺させる技は、もう一つしかなかった。

「ヘルガ、あれをやるよ！」

「分かりましたわ。目にもの見せてあげましょう！」

　夢幻島でシュトライムとクロムウェルの協力のもと完成した、繭子とヘルガの合体必ひつ殺さつ技わざである。

　あのシュトライムをして「格かつ好こういい！」と言わしめた技だ。決まればロゼリーヌも一ひと溜たまりもないはず。

「なんや、いよいよ実戦投入か？　ほな、ウチが時間稼かせぎするさかい、頑張りぃ」

「あ、クロムウェル先生、お願いします！」

　いつの間にか追いかけてきていたクロムウェルは、扇せん子すをロゼリーヌに向け、冷気を高めていった。

「よぉしっ、それじゃあまずはヘルガ、お願い！」

「レース針一号開放」

　ヘルガの日ひ傘がさは骨が折れていたが、無事に光の針に変化した。そしてヘルガの手首から流れた血が糸となり、空中に大きな大きな魔ま法ほう陣じんを描えがく。その奥おくから大質量の気配が漂ってくる。

　だが、ヘルガ一人の魔力では召しよう喚かんしきれない。

「魔力、注入！」

　繭子はヘルガの肩をガシッと掴つかみ、自分の魔力を送り込んだ。それにより、まず崩壊した二機の列車砲グスタフ＆ドーラが魔法陣に吸い込まれ消えてしまう。その後、鉄を打ち付ける甲かん高だかい音が響ひびき、建造が完了する。

　グスタフ＆ドーラすら凌りよう駕がする、超ちよう大おお型がた兵器が姿を現わした。

「ローゼンクロイツ式召喚術、第六階かい梯てい――日独合作46センチガトリング列車砲」

　ドイツ軍が作り上げた人類史上最大の大たい砲ほうグスタフとドーラ。その二機を土台にし、上に鎮ちん座ざするのは、人類史上最大の戦せん艦かんたる大和やまとの主砲『46センチ三連装砲塔』の砲身を用いて作られたガトリング砲であった。

　一発一発の威い力りよくは確かにグスタフ＆ドーラに劣おとる。が、それでも一トンを遥はるかに超える砲弾を、音速を凌駕する速度で撃うち出すのだ。無論、繭子とヘルガの魔力により、速度も威力も劇的に強化されている。そこにガトリング機構を加えることにより、毎分三千発を発射することが可能となった。

　たとえ相手が夏彦であっても喰くらえばただでは済まない究極の火砲。それが日独合作46センチガトリング列車砲である。

「うっし、撃ちまくるよぉ、ってクロムウェル先生！」

「ごめんなぁ、繭子、ヘルガはん。これ以上の時間稼ぎは無理や」

　クロムウェルは冷気でロゼリーヌの動きを鈍にぶらせ、氷の防壁で鞭を防いでいた。が、それらは既すでに破られている。ロゼリーヌの鞭は制約なく動き回り、今まさにこちらに襲いかかろうとしている。

「うひゃあ、ヘルガ、早く撃とう！」

「まだ無理ですわ。弾たまの装そう填てんが！　あと十秒！」

「ひーん、十秒も待ってたら細切れにされちゃうよ！」

　何とか敵を足止めする方法はないのか。

　繭子は藁わらにもすがる思いで周りをキョロキョロ見回す。しかし、そんなものが都合よく転がっているはずもなく、ただ焦あせりだけがつのる。

「雑ざ魚こちゃんたち、悪あがきはお終しまいよぉ。何かやるつもりみたいだったけど、撃たなきゃ意味ないのよ」

　ロゼリーヌは早くも勝ち誇ほこっていた。

　まだ早いと言ってやりたかったが、状じよう況きようを覆くつがえす手段がない。

　まさか本当にここで自分たちは死んでしまうのだろうか。あと一歩で新必殺技が炸さく裂れつするのに。いくらなんでも酷ひどすぎる。まだ十六年しか生きていないのに。もっと遊びたかったのに。せめて夏彦に好意を気付いてもらいたかったのに。何もなさないまま終わるのか。

　繭子の中で様々な思いが矢や継つぎ早に流れていく。

　そして諦めかけたそのとき、天から助けが舞い降おりた。

「斑鳩流人用傀儡闘法、爆ノ型――無む常じよう無む名めい西すい瓜か丸まる〈乱れ撃ち〉」

　直径五十メートルくらいありそうなスイカが空から降ふってきた。そのスイカはロゼリーヌを押おしつぶし、自じ爆ばくした。爆発は一度で終わらず、爆竹の如く連続的に巻き起こる。

「あれは、織姫ちゃんの技だ！」

　前に見たのに比べ微び妙みようにアレンジが入っているが、間違いなく織姫の声で呪言が聞こえた。無事にナンバー５を倒たおし帰ってきたのだ。

「装填完かん了りよう。いつでも発射できますわ！」

「よしきた！　いくよヘルガ、魔力フルパワー！」

「がってん承知の助ですわ！」

　織姫のお陰で十秒の時間稼ぎが出来た。

　あとはガトリング砲をぶちかますのみである。

　九本の砲身が回転を始めた。繭子、ヘルガ、クロムウェルは耳を塞ふさぐ。

　そして、毎分三千発の連射が始まった。砲弾一発の重さが約千四百キロであるから、毎分四千二百トンの鉄塊をばらまくわけだ。

　しかも、ヘルガの炎属性の魔力と、繭子の氷属性の魔力を交こう互ごに注ぐことにより、炸さく裂れつ弾だんと冷れい凍とう弾をばらまくことが出来る。それによって引き起こされる急激な温度差は、ありとあらゆる物質をボロボロにしてしまう。

「そんなもの！」

　ロゼリーヌは素す晴ばらしい鞭むち捌さばきでガトリング砲の弾だん丸がんを弾き返した。

　毎分三千発に対たい抗こうできる反射神経は、流石さすがは修羅庁といえる。しかし、繭子とヘルガの合作は、それだけでは凌しのげない。

　砲ほう弾だんに触ふれた鞭は、燃え上がり、そして凍とう結けつする。またすぐに炎に包まれ、凍こおり付く。その繰くり返し。数万度から、マイナス数百度へ何度も何度も入れ替かわる。

　破戒王の武器であろうと、こんな異常な変化には耐たえられない。

　当然の帰結として、鞭は砕くだけ散る。

「ああっ、私の鞭が！　皆みなにお仕置きするための鞭がぁ！」

　ロゼリーヌは悲鳴を上げるが、鞭だけで済ませるつもりは毛頭ない。

　鞭の幕の奥まで砲撃は浸しん透とうしていく。

　爆発と氷結を立て続けに撃つ、撃ちまくる。万が一にも反はん撃げきされぬよう、徹てつ底てい的てきに。

　ここまでやれば大だい丈じよう夫ぶだろう、という油断は排はい除じよする。

　それこそ繭子とヘルガの二人ともへたり込むまで砲撃を続けた。

「はぁはぁ……もう、無理……」

「これで、勝ったのでしょうか……？」

　ガトリング列車砲の足下で、二人は寄より添そって地面に座すわった。

　もうもうと煙けむりが上る向こうから、ロゼリーヌの魔力はもう感じられない。しかし、確かく認にんするまでは分からない。

　勝っただろうと油断していたら寝ね首くびをかかれた、なんて話はいくらでもある。

　もしまだロゼリーヌが生きていて鞭を振り回したら、繭子とヘルガはどうしようもない。あとはクロムウェルと織姫に任せるしかない。

　だが、それは杞き憂ゆうのようだ。

　周りの景色がブレていく。まるで受信感度の悪いテレビのように。

　ここは魔造空間で、作ったのは修羅庁だ。その修羅庁を倒したからには、通常空間に復帰するのが道理。

　故に魔造空間が崩くずれ始めたということは、ロゼリーヌもマルストリアも死んだのだ。

「やりましたわ繭子！　わたくしたち、勝ちましたわ！」

「い、いえーい！　夏彦くんに頼らずに済んだぁ！」

　レムナンツとの戦いが始まってから、繭子とヘルガは何の役にもたてず、夏彦に全てを任せきりだった。ここにきてようやく、二人がかりとはいえ戦果を上げたのだ。

　それも、修羅庁ナンバー４という超ちよう大おお物もの。

「頑張った自分にご褒ほう美び！　限界までケーキを食べる！　太るけど！」

「まあ、繭子。わたくしもお供しますわ」

　繭子とヘルガは胸を張って通常空間へ凱がい旋せんした。





※






　いまだかつて、ここまで趣しゆ味みの悪い技があっただろうか。

　少なくとも夏彦は、見たことがなかった。

「どうですか三世寺夏彦。これが私の求道位階秘技、地じ獄ごく死し屍し達だる磨ま。彼らは死後も私のために尽くしてくれるのですよ。何と献けん身しん的てきな！　そして美しい！　さあ、君もこの中に加わってはいかがでしょう！」

　それは目を背そむけたくなる光景だった。

　肉につ塊かい、以外の言葉が浮うかばない。

　それもスーパーに並んでいる綺き麗れいな肉ではなく、その辺で談だん笑しようしている人々を片っ端ぱしからハンマーで叩たたき潰つぶし、ブルドーザーで掻かき集めて山盛りにし、こねくり回して作った肉団子といった感じだ。

　薄うすく引き伸ばされた顔が表面に貼り付いている。眼球が垂れ落ちる。幾人分もの腸が絡からまっている。

　そんなおぞましい塊かたまりが、ちょっとした丘おかのようにそびえ立っていた。高さは五十メートルほど。幅はばはその倍もある。

　もはや個々の死体の境目が分からないほど混ざっているが、飛び出した脚や手がプルプルと震ふるえ、あちこちからグジュグジュした液体が染しみ出している。死体の種族も様々で、人型、獣けもの型、虫型、竜りゆう型、よくわからない型と、ごちゃ混ぜだ。

　修羅庁ナンバー２、クレストの秘技。それは、今まで彼が殺した者の死体を召喚し、合体させて操あやつるという反吐が出るものなのだ。

　鈍どん重じゆうそうな見た目に反し、この肉塊は素す早ばやい。全身から触しよく手しゆを生やし、それを脚あしの代わりにして蜘く蛛もの如く走り回る。巨きよ体たいゆえに単なる体当たりですら途と方ほうもない威力をもっている。

　肉塊が走り去ったあとは、あらゆる建物が踏ふみつぶされていた。その上、分ぶん泌ぴつする体液が強きよう烈れつな酸性を持っているらしく、触れた物質を凄すさまじい勢いで腐ふ食しよくさせている。

　おまけに、夏彦は幾いく度どもこれを木っ端微塵に破は壊かいしているのだが、そのたびに元の姿に戻ってしまう。

　その再生する様子と来たら、小さな肉にく片へんから新しい肉が生え、狂くるったようにのたうちながら大きくなっていくのだ。

　暫しばらく肉料理は食べられない。

「君もこの美しいオブジェの一部になりたいでしょう？　遠慮せず、飛び込んできなさい！」

　別に夏彦は芸術などに興味もないが、これほど醜しゆう悪あくなものを美しいと評するクレストの美的感覚は狂っていると断言できる。

「てめぇがそうしろや！」

　突とつ進しんしてくる肉塊に向かって、夏彦は火か界かい咒じゆを振ふり抜いた。

　肉塊は素早い反応で真横に逃れるが、それでも火か界かい咒じゆから放たれた衝しよう撃げき波はによって半分ほど消し飛ぶ。しかし残念ながら、その上に立っていたクレストは無傷だ。それに半分程度の損傷では、一秒もしないうちに再生してしまう。

「無む駄だですよ。彼らは既に死んでいるのですから。死体をいくら切り刻んだところで、もう一度殺すなど不可能でしょう」

「だったら、大本を叩けばいいって話だろ！」

　この肉塊を倒すのが無理であっても、結局のところクレストの術であることに変わりはない。ならばクレスト本人を倒してしまえば、結果的に肉塊も消え去る理屈だ。

　よって夏彦は地を蹴けり、肉塊の上にいるクレスト目がけて斬きりかかった。

　だがそのとき、真横から不意に蹴飛ばされたような衝撃が走った。

「チッ――」

　夏彦のそばには誰もいないし、何かが飛んできたのでもない。

　それでも夏彦はクレストに到とう達たつすることが出来ずに吹ふっ飛ばされた。

　原因は分かっている。修羅庁ナンバー３、ゼドーが求道位階秘技によって、その存在感の全てを消し去り攻撃してきたのだ。

　たんに透とう明めいになっているだけなら対処の仕様はある。音や大気の流れから位置を割り出すのは常じよう套とう手段だし、魔力波を放出してレーダーの要領で追いかけてもいい。しかしゼドーの秘技は、そういった手段でどうにもならないほど『消えている』のだ。そのくせ攻撃だけはしっかりと行なってくるのだからタチが悪い。

「おやおや、危ないところでした。ゼドーがいなければ、今いま頃ごろ、私は真っ二つになっていたでしょうね。ここは大人しく、忠告に従って地獄死屍達磨の中に籠こもるとしましょうか」

「――なに？」

「君が言ったことでしょう？　せっかく私が地獄死屍達磨の一部にして差し上げようとしたのに、君は謙けん虚きよなことに『てめぇがそうしろや』と。ええ、望むところですとも。この中は温かくて柔やわらかくて気持ちがいいですからね。ではお言葉に甘あまえてお先に失礼します」

　クレストはそう言って、肉塊の中にズブズブと潜っていた。夏彦からしたら拷ごう問もん以外のなにものでもないのだが、彼にとっては本当に喜ばしいことのようだ。全く気が知れない。

　ともかく、クレストが肉塊の中に入ってしまったせいで、術者を直接狙ねらうという作戦が難しくなった。もっとも不可能ではない。火か界かい咒じゆの火力で肉塊を破壊し、クレストを引きずり出せばよいのだ。また再生するだろうが、百分の一秒もあれば十分だろう。

　問題はもう一人の修羅庁、ゼドーだ。

　見えないし気配もない。攻こう撃げきをしてくる以上、そこら辺にいるのだろうが、これではサンドバッグにされてしまう。一撃一撃が軽いのでダメージそのものは無に等しいが、クレストを倒そうとしても邪じや魔まをしてくるに違ちがいない。

　現状、夏彦も敵側も、決め手を持たない膠こう着ちやく状態と言える。まずはそれを崩すところから始めるべきだろう。

　つまり、まずクレストかゼドーのどちらか一方を倒す。一対一に持ち込みさえすれば、完全再生や絶対迷めい彩さいへの対処もしやすくなる。

　では、どちらから崩すべきか。

　その答えは決まっている。クレストだ。

　ゼドーはどこにいるかすら掴めないのだから、そのまま隠れられたら反撃のしようがない。もちろん、どこにいようが無関係な超ちよう広こう範はん囲い攻撃を行なえば、姿が見えなくても倒せるだろう。しかし、そんなことをすれば渚なぎさ市しまで消しよう滅めつする。いくら魔ま界かいの復興速度が速いといっても、まだ逃にげ遅れた者が沢たく山さん残っているはずだ。それにゼドーを確実に仕留めようと思えば、ヴェロニカ戦以上の被ひ害がいを出してしまう。それはつまり、夏彦と織姫の家まで吹っ飛ばすということ。

　一方、クレストの攻こう略りやく法ほうは分かっている。肉塊を無視して本人を倒せばよい。位置も分かっている。ただその場所が難なん儀ぎというだけだ。

　――あのグジュグジュした肉の中に突っ込むのは気持ち悪いが、致いたし方ない。

　肉塊は分厚く反発力もあるだろうが、夏彦の力ならクレストの気配がある中心部まで一気に貫つらぬけるはず。更さらに利点なのは、周囲を囲まれている故ゆえに、ゼドーが近寄ってくれば肉の動きで分かるということだ。

　夏彦は意を決し、汚きたならしい肉塊へ飛び込んだ。

　魔ま力りよく防ぼう壁へきで周囲を覆おおっているので、肉や汁しるが直接体に触れることはない。が、視覚だけで十二分に気持ち悪い。千分の一秒たりともとどまりたくない。

「クレスト、その首もらったぁっ！」

　肉塊の中心部には、四よ畳じよう半はんほどの空間があった。当然、そこにはクレストがいる。

「一いつ瞬しゆんでここまでっ？」

　驚おどろくクレストを無視して、火か界かい咒じゆをその首筋に突つき立てる。

　しかし、同時に不可視の物体が肉の壁を突き破やぶって現れた。

　これは絶好の好機だ。探知できないゼドーだが、今この瞬しゆん間かんだけは、ここにいると断言できる。壁の穴からおおよその位置も推測した。

　よって夏彦は刃の向きをクレストからゼドーへと変える。

　ガチンッ――と甲高い音が響き、硬かたい感かん触しよくが伝わってきた。ゼドーに受け止められたのだろう。だが攻撃はこれからだ。あわよくば二人まとめてここで始末する。

「歯ァ食いしばれ！」

　火か界かい咒じゆに込めた魔力を解き放つ。瞬間、四方八方に衝撃波が流れ出した。

「ぬぅっ！」

　目の前からゼドーの苦く悶もんの声が聞こえた。それからクレストの悲鳴が混じる。

　肉の壁は崩壊し、砂のように小さくなりながら燃え上がる。

　夏彦は自分で放った衝撃波を利用して飛び上がり、肉の雪崩なだれから脱だつ出しゆつした。

　――で、やったか？

　それを口に出さなかったのは、日本の伝統として、口に出すと大たい抵ていの場合、煙の中から無傷の敵が現れるからだ。

　だが口に出さなくとも、心で思っただけで駄だ目めらしい。流石は伝統だ。

　あっという間に肉塊が再生し、その上にクレストとゼドーが浮かんでいた。

　もっとも、無傷、ではない。

　ゼドーの右みぎ腕うでは付け根から失われ、大量に出血していた。クレストもまた、あちこちにすり傷を負っている。

「やれやれ。実際、死ぬかと思いましたよ。修羅庁が二人がかりでこうまで追い詰つめられるとは、予想外でした。もっともインドラの転生体であることを考えれば、むしろ当然。たんに私たちの想定が甘かったということなのでしょうね。いやはや、修羅庁の悪あく癖へきでしょうか。どうしても見下してしまう」

「左様。こうも深手を負ってはもはや素早く動けぬし、姿を消しても血けつ痕こんで位置が知られてしまう。戦法を変えるしかないでござる」

　などと言いながらも、二人にはまるで危機感がないように見えた。負けるなどと思っていないし、まだまだ打つ手があるのだろう。

　実際、至近距きよ離りで火か界かい咒じゆの一いち撃げきを喰らい、あの程度の負傷で済んでいる。同じ修羅庁でも、以前戦ったファルデットやリンナとは格が違う。

　とはいっても、夏彦とて余力を残していた。火か界かい咒じゆはまだ仰ぎよう月げつ点てんの力を使っていないし、求道位階秘技という奥の手もある。しかし、どちらも街への被害が大きすぎて使いにくい。

　――と、言ってる場合じゃねーか。

　クレストの操る肉塊は、巨きよ体たい故ゆえに移動するだけで被害が拡大していく。たんに建物を壊すだけでなく、溶よう解かい液えきを垂れ流しているので、土ど壌じよう汚お染せんすら誘ゆう発はつしていそうだ。なにより外見が醜悪で見るに堪たえない。

　であれば早々に仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆを以てしてクレストとゼドーを始末する。そう決めた矢先、敵も動きを見せた。

「破戒王『極点位階奥おう義ぎ』自在武具錬れん成せいガ一片〈摩ま醯けい首しゆ羅ら王おう鳥ちよう〉」

「破戒王『極点位階奥義』自在武具錬成ガ一片〈如によ意い輪りん円えん月げつ輪りん〉」

　空に漆しつ黒こくの鳥が現れた。その大きさは肉塊に負けず劣らずで、見るからに凶きよう暴ぼうそうな瞳ひとみで夏彦を見下ろした。

　そして、その周囲に直径五メートルほどのチャクラムが十数個出現し、高速回転しながら滞たい空くうする。

「全くもって不ふ愉ゆ快かいですね。修羅庁ともあろう我々が【破戒王の残鉄】を使うことになるとは。長官のお叱しかりはまぬがれませんね、ゼドー」

「黙もく秘ひすれば分からぬでござるよ」

「ああ、その通りです。ですから、目もく撃げき者しやは消さねばなりません」

　二人は夏彦を睨にらみ付ける。

　長官が恐おそろしくてたまらない、というよりは、単純に自分たちを苦戦させた夏彦が気にくわないのだろう。

　しかし気にくわないという感情では、夏彦の方が遥かに優まさる。なにせ織姫と文化祭を楽しんでいたところを邪魔されたのだから。

　――ああ、くそっ、織姫の顔が見たいぜ。今の織姫ならやられているってことはないだろうが、姿が見えないと落ち着かん！

　夏彦の心は逸はやった。そのときである。

　誰だれかが自分の魔力にアクセスしていた。言葉としては表わしにくいが、心に触れられているような感覚だ。

　そんな芸当が可能なのは、決まっている。織姫しかいない。

　一ヶか月げつ間ひたすらイチャイチャしまくったおかげで、夏彦と織姫の魔力の波長が非常に近くなり、互いの魔力を共有することが出来るようになったのだ。簡単に言えば、夫ふう婦ふが家計を共有するようなものである。

　織姫が夏彦の魔力を使っているということは、魔造空間での戦闘が、織姫自前の魔力だけではきつくなっているということだ。逆にいえば、いまだ織姫が健在だという証しよう拠こでもある。

　それが分かった夏彦は、俄が然ぜんやる気が湧わいてきた。

「――仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆ！」

　夏彦の周囲が一気に燃え上がり、地面が沸ふつ騰とうしていく。

　突っ立っているだけで既に破壊が起きている。その威力は絶大だが、それだけに使用条件が激しく制限されていた。

　今まではそうだった。

　しかし、いつまでも同じステージにいたのでは、余りにも進歩がないというもの。

　効果範はん囲いが広すぎるというのであれば、それを狭せまくする工く夫ふうをすればよい。

　いうなれば魔力の一点集中。

　それは高度な技術を要するが、今の夏彦なら出来るはずだ。

「ぬんっ！」

　掛かけ声を出し、気合いを入れる。それとは裏腹に、周りで燃えていた炎が消えていく。だが、それは魔力が弱まったことを意味しない。無意味に垂れ流していたものを刀身に集中させたのだ。故に密度は増大している。

「ほう、これはこれは……素晴らしいコントロール技術です。しかし、私の操る地獄死屍達磨と摩ま醯けい首しゆ羅ら王おう鳥ちようは、ご覧のとおり巨きよ大だいです。そんな針のように集中させてしまっては、むしろ逆効果なのでは？」

「うるせぇ、ご託たくはいいから始めるぞ。新技の練習台にしてやる」

　シュトライムにも言われたことだが、夏彦は魔力の精密コントロールが苦手だった。そんなことは指し摘てきされるまでもなく、自分が一番よく知っている。だからこそ夏彦は日ひ頃ごろからそこを重点的に鍛きたえていた。

「ほほう、不慣れな新技で私たちを倒すつもりですか。向上心は結構ですが、それは舐なめすぎというものでしょう！」

　クレストの一いつ喝かつと共に、肉塊と黒鳥、そしてチャクラムが一斉に夏彦目がけて突進してきた。

　まずは地上の肉塊が夏彦を押しつぶそうと走り、続いて黒鳥が上空からまっさかさまに降下してくる。十数あるチャクラムはそれぞれデタラメな方角へ飛び、旋せん回かいして取り囲むように迫せまってくる。

　それら全て威力こそ凄まじいが、先さき程ほどまでのゼドーと違い目視できるし、気配もはっきりしている。夏彦は後ろに回り込んだチャクラムも含ふくめ、全ての位置を把は握あくする。そして仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆを地面に突き刺し、完全に制せい御ぎよした炎を八方へと流出させた。

「!?」

　クレストとゼドーが驚きよう愕がくの表情を浮かべるが、今いま更さら回かい避ひさせようとしてももう遅おそい。

　肉塊、黒鳥、チャクラム。迫る大小の標的に対し、それぞれをギリギリ破壊しきるだけの炎を飛ばしたのだ。

　全ては一瞬にして蒸発するが、街への被害は一切ない。無論、夏彦に敵の攻撃はかすりもしなかった。

　あとに残されたのは、愕がく然ぜんとするクレストとゼドーのみ。彼かれらがショックから回復する前に一気に片を付ける。

　夏彦は飛行魔まじ術ゆつを使い、空にいる二人に突き進んだ。

「くっ――破戒王の武器が破れても、私にはまだ地獄死屍達磨があります！」

　彼らと夏彦の間に、再び肉塊が現れようとしていた。だが、それが完全な姿になる前に、夏彦は最後の一手を打つ。

「おりゃぁあっ！」

　仰ぎよ月うげ点つてん・火か界かい咒じゆから真しん紅くの斬撃が飛んだ。それは一瞬にして肉塊を飲み込み消滅させ、クレストとゼドーに迫る。

「しかし――」

「修羅庁を甘く見るなでござる！」

　二人とも防ぼう御ぎよ結界を張り、その身を守ろうとする。流石は修羅庁の上位だけあって、分厚い壁だった。だが、夏彦の放った一撃は、その上を行く。

「悪いが、甘く見てるのはそっちだ」

　斬撃が防御結界に触れた瞬間、紅ぐ蓮れんの竜たつ巻まきが巻き起こった。
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　それは百万度を超こえるプラズマの渦うずである。

　これが爆発であれば、どこまでも広がり街を覆い尽つくし、エネルギーが拡散したところで消えてしまう。ところが渦ならば一カ所にとどまり続け、その空間だけを燃やし続ける。

　故にクレストとゼドーは、一向に薄まることのないプラズマに閉じ込められ、ひたすら百万度に身をさらし続けているのである。

　そしてプラズマの竜巻は、彼らのみならず、真下の地面をも溶とかし、気化させ、掘り進んでいく。

「おっと、これ以上やったらブラジル人に当たっちまうぜ」

　そう嘯うそぶいて夏彦は竜巻を解除する。

　今のところは誇こち張ようであるが、そのままずっと続けていれば、本当に地球を貫かん通つうする自信があった。試ためしてみたい気持ちはあるが、街を吹っ飛ばすより遥かに迷めい惑わく極きわまっている。我が慢まんするしかない。

　竜巻が消えたあとに、クレストとゼドーの姿はなかった。当然だろう。あの温度で焼かれては、原子一つ一つに到いたるまで破壊されている。

「……ん、待てよ。あいつら倒す前に織姫たちを返してもらう計画だったような……まあ、いいか。俺おれがあの二人を倒して、織姫たちが残りの二人を倒せば、魔造空間も消えるだろ」

　そんな大おお雑ざつ把ぱなことを言っていると、本当に魔造空間が解かれたらしく、委員長の声が聞こえてきた。

「おーい、夏彦くーん！　やっほー！」

　下を見ると、倒壊したビルの上で委員長が手を振りながらピョンピョン跳はねていた。その周りにヘルガ、クロムウェル、そして織姫もいる。

「おお、皆、無事に帰ってきたな。よかったよかった」

　夏彦は彼かの女じよらのそばに降りていく。

「ねぇねぇ夏彦くん。私とヘルガで修羅庁ナンバー４にトドメ刺したんだよ。凄すごいでしょ～～」

「へぇ、そいつはやったな。二人とも頑張ったんだなぁ」

　夏彦はこの一ヶ月間、委員長とヘルガも努力していたのを知っている。それが実を結んだのだから、めでたい話だ。

「夏彦様。【破戒王の残鉄】も回収しましたわ」

　ヘルガは自じ慢まんげに見せびらかしてくる。自分たちの力で勝ったことが余よ程ほど嬉うれしいらしい。

「おぉ、これで破戒王完全復活は一歩遠のいたな。いいぞ、ガンガン邪魔してやれ」

　夏彦が繭子とヘルガを褒ほめていると、織姫は頬ほおを膨ふくらませ抗こう議ぎしてきた。

「私だって【破戒王の残鉄】拾いましたよ！　それに委員長とヘルガが勝ったのは私のアシストがあったからじゃないですか。私はヘルガの列車砲に巻き込まれたのに」

「え、それは……織姫ならグスタフ＆ドーラの爆発でも大丈夫かと思いまして……そう、信しん頼らいですわ、うふふ」

「そうそう、結果オーライだよ、あはは」

「むむ、笑って誤ご魔ま化かそうとしても駄目ですよ。今後この様なことはないよう気をつけてください！」

　そう言って怒おこる織姫の頭に、夏彦は軽くチョップをする。

「へぁ、何をするのですか夏彦」

「お前こそどうしたんだ織姫。せっかく皆が無事だったんだから、それでいいじゃないか。細かいことをネチネチと、織姫らしくもない」

「そ、それは……」

　織姫は俯うつむき、先生に職員室に呼び出された小学生のように縮こまった。

「だって私だって頑張ったのに委員長とヘルガばっかり褒めて……私だって夏彦に褒められたいです……」

　そんなことを涙目で言うものだから、夏彦の織姫大好きメーターが振り切れ、針が百万回転した。

「おおおおおお！　織姫！　そうか、ごめんな！　褒められたかったか、そうだよな！　何で俺こんな簡単なことにも気付けなかったんだろう、本当情けない！　ああ織姫、俺の織姫ぇぇぇえっ！」

　織姫を強ごう引いんにガバッと力ちか一らい杯つぱ抱いだきしめ、頭をこれでもかと撫なで撫でしてやる。

　織姫は驚いたように身じろぎし、夏彦を引きはがそうと腕うでに力を込めたが、それもすぐにやめ、されるがままになった。

「可か愛わいい可愛い、織姫可愛い！」

「ちょっと、もう……人が見ているところでしないでくださいとあれほど何度も……」

「そっちから催促しておきながらそれはないだろうが！　分かってやってるくせに！」

「そ、そんなことは……ありません……よ」

　本当はもっと揉みくちゃにされたいくせに、織姫は人のせいにし黙だまってしまう。

　織姫にそんなふうに恥はずかしがられたら、夏彦が耐えられるわけがない。それを承知でやっているのだ。

「た、大変ですわ、織姫が甘え上手になっています！　どうしましょう!?」

「ぐぬぬ、ただでさえ正妻の織姫ちゃんが小悪魔になって夏彦くんのハートをがっちりだよ。これはゆゆしき事態！　バカップルは見苦しい！　クロムウェル先生も何とか言ってやってよ」

「え、ウチも？　まあ、青春しててええんやない？　むしろ目の保養や」

　そう言ってクロムウェルはスマホを取り出し、抱き合う夏彦と織姫をパシャパシャ撮り始める。

　せっかく撮影してくれるなら、織姫に花嫁衣装を着せて撮りたいものだ。なんならそのまま結けつ婚こんしてもいい。

「結局、神社と教会どっちがいいんだっけ？」

「えっ？　急に何を!?」

「ちょい夏彦はん。イチャつくのもええけど、少しは自分の師しし匠ようの心配もしたらどうや」

「え、師匠の心配？」

　出会って以来、シュトライムの心配などしたことがなかった夏彦は、何のことかと本気で悩なやんだ。

「忘れたん？　今のシュトライムはちびっ子や。それが修羅庁のナンバー１と一騎打ち。どう考えてもヤバイと思うんやけど。あと夏彦はんが倒したクレストとゼドーが持っていた【破戒王の残鉄】も回収した方がええよ」

「あっ、そう言えば幼女化してたんだっけ。確かにそれは心配だな」

　シュトライム本人は小さくなっても夏彦に負けないと豪語していたが、いくらなんでもそれは無理な話だ。

　夏彦はナンバー１を直接見たわけではないが、空から降ってきた威圧感はかなりのものだった。幼女シュトライムでは分が悪い。

「よし、俺は師匠の援えん護ごに向かう。【破戒王の残鉄】はその辺に落ちてると思うから、悪いけど皆で捜してくれないか？」

「おっけーい」

　委員長は謎なぞの敬礼をしつつ了承した。

　ところが、ここで織姫が異を唱える。

「ちょっと待ってください。【破戒王の残鉄】を捜すのに四人も必要ないでしょう。私は夏彦と一いつ緒しよにシュトライムさんのところに行きます」

　これである。

　ツンデレを引退してデレデレデーレのデーレデレになったかと思えば、たまにこうやって意地を張り始めるのだ。特に戦いに関することは以前同様の頑がん固こさだ。

「一緒に行くって、師匠は雲の上に飛んでいったんだぞ。織姫、お前飛べるのか？」

「うぅ……五十メートルくらいなら」

「それ、思いっきりジャンプしただけだろ」

「まあ、そう、です、ね」

　織姫は悔しそうに歯切れ悪く認める。

　織姫がかなり強くなったのは分かる。敵にやられる心配が減り、むしろ頼もしいくらいだ。が、空を飛べないのではどうしようもない。

「ですがですが、夏彦はインドラの力を全て使い切れないでしょう？」

「ああ、そうだけど？」

「せっかく力があるのに使い切れないのはもったいないじゃないですか。そこで私が一緒に行けば、二人でインドラの力を使うことにより無駄を減らせます。あれですよ、ハイパースレッディングですよ」

　織姫は随ずい分ぶんとマニアックな言葉を使って屁へ理り屈くつを言った。

「でも飛べないだろ」

「ぐぬぬ！」

　どんな理屈を並べようとも、仮に夏彦が付いてきて欲ほしいと織姫に頼たのんだとしても、飛べない以上は一緒に行けない。

「そういうわけで、行ってくるぜ。そんな遅くならないと思うから、晩ご飯作って待っててくれ」

「……分かりました。何がいいですか？」

「カレーかなぁ」

　そんなことを何気なく言っていると、委員長とヘルガが黄色い悲鳴を上げた。

「まあ何ですの、この所帯じみた会話は！」

「高校生のくせに不純だよ。クロムウェル先生も何か言ってやって！」

　二人に話を振られたクロムウェルは困り顔になり、何を言おうかと思案している様子だった。

「……まあ、あれやね。仲良くてええんやない？　赤ちゃん出来たらちゃんと定期検診受けなあかんよ」

「あ、ああ、あ、赤ちゃん!?」

「おお、流石さすがは大人。有益なアドバイスだぜ。ってなわけで、俺はちょっくら出かけてくるから、あとよろしく」

　ホットプレートのように赤くなっている織姫の頭をポンポン叩いてから、夏彦は超音速で飛び立った。

　無論、それは最高速度ではなく、織姫たちを衝撃波で吹っ飛ばさないよう加減した結果である。

　地表を離はなれた夏彦は、一気に第一宇宙速度まで加速した。







第三章　月面決闘







　高度、十万メートル。

　重力は極めて微小、大気もほぼゼロに等しい。太陽からの電磁波により温度は二千度にも達し、オーロラが間近で広がっている。

　地球が丸いと実感できる高さ。

　神無大結界を突き破った向こう側。

　そこは既すでに宇宙と呼べる場所だった。

　そんな空間で、二人の斑いか鳩るが流りゆうの使い手が、全力でぶつかっていた。

「斑鳩流元祖魂こん燃ねん式しき魔まと闘うじ術ゆつ、型ノ壱――禍かえ炎んや闇みい色ろつ剱るぎ」

「斑鳩流本家魂燃式魔闘術、型ノ肆――楞りよ嚴うご暗んあ幕んまく」

　ラグネオラの斬撃を、シュトライムは弾はじいた。

　言ってしまえばただそれだけのことであるが、そこで行なわれた攻こう防ぼうは、筆舌に尽くしがたいほど濃厚で、絶望的だった。

　現状、シュトライムの魔まり力よくはラグネオラに比べ、百分の一以下である。人間と自動車が相撲をとるようなものだ。まず勝ち目はない。

　しかし微弱な力であっても、一点に集中させれば予想を超えた力を発揮する。

　シュトライムは集中力と技術を総動員して、百倍の魔力に対たい抗こうしていた。

　魔力をピンポイントに集め、最大効率で運用する。鈍器よりも剣けん、剣よりも針といった具合に、力を集中させていく。だが針は剣よりも遥はるかに折れやすい。それ程力を込めなくても、ふとした拍ひよ子うしに壊れてしまう。

　それを上手く扱あつかい、敵の振り下ろす破城槌を受け止める。

　ほんのわずかでも力加減とタイミングを誤れば、その瞬間にシュトライムの体は宇宙の塵と化す。そんな攻防を数千回続け、いまだ拮抗していた。

　ない魔力を絞しぼり出し、圧縮する。それでも足りないときは周囲に撒き散らされた魔力を回収して再利用する。

　敵の攻こう撃げきは正面から受け止めるのではなく、避さけるか、最悪でも受け流す。

　徹てつ底てい的てきに死なないことに努め、その間に敵の隙すきを見つける、もしくは作る。

　こちらからの攻撃は面や線ではなく、常に超至近距離から一点集中。それも一発たりとも外せない。はずしてしまえば即そく座ざに反撃される。

　奇き跡せきのような最善手を完全な精度で繰り返す、地じ獄ごくの持久戦。

　シュトライムの精神力は限界まで研ぎ澄まされ、そして磨り減っていた。

　しかし負けられない。逃げられない。

　これは勝負というより、意地の張り合い。

　二つに分家した斑鳩流に決着を付けるときなのだ。

「惜おしいなシュトライム。貴様がその姿でなければ、もっとまともな勝負になっていたものを。これでは一方的ななぶり殺し。あまりにも一方的すぎて、やる気が出ん。実に萎なえる。まだ足あ掻がくつもりか？　勝ち目がないと分かっていても」

「ああ、師匠。たった五年の眠りで耄碌したのか？　勝ち目があろうとなかろうと、斑鳩流の使い手は肉片になるまで戦えと、そう私に教えてくれたのは貴方あなただぞ。その頑固さに辟易しつつ、一定の尊敬はしていたのだがなぁ」

「抜かせ、裏切りものが。貴様が斑鳩流にした冒涜、よもや忘れたとは言わせんぞ」

「冒涜か。全くそんなつもりはないのだが。むしろ私は、古くさいしきたりを打ち破った功労者だと心得ている。そうも腹を立てるのは、自分が間ま違ちがっていたという自覚の裏返しではないのか、師匠」

　シュトライムは、ラグネオラに遠えん慮りよのない言葉を浴びせる。

　そもそも二人の間に遠慮など不要だろう。

　師弟関係は七百年続いた。両親よりも長いときを共に過ごし、斑鳩流魂燃式魔闘術の全てを伝授された。わずかな時間だが、ショコラという妹弟子も出来た。

　厳しくも、充実し、楽しい日々だった。胸を張ってそう言える。

　最後の一瞬だけがシュトライムとラグネオラを対立させ、それは決定的なものになった。

　斑鳩流魂燃式魔闘術の免めん許きよ皆かい伝でんは、弟子が師匠を殺すことによってのみ成される。それが古来からの伝統なのだという。それをシュトライムが聞かされたのは、技の全てを伝授されてからだった。

　既に実力的には、シュトライムは斑鳩流の後こう継けい者しやに相応しかった。それで十分のはずだった。

　なのにラグネオラは伝統に固執し、真っ向勝負で自分を殺せと迫ってきた。

　そんなことはご免めんだった。何が悲しくて尊敬する師匠をその手にかけなければならないのか。

　それに斑鳩流の後継者には、修しゆ羅らち庁ようの長官を務めるという責務がある。むしろ斑鳩流とは、最強の暴力機関である修羅庁の力を維い持じするために続いてきた流派とも言える。

　ラグネオラはそこに誇りを見いだしている。

　シュトライムはまったく興味がなかった。第一、有事以外は封ふう印いんされ眠ねむっていなければならないというのが馬ば鹿かげている。

　よってシュトライムは拒きよ否ひした。ラグネオラを殺さぬため、手加減し、気絶させ、その場を去った。もう会わぬ方が互たがいのためだと思った。

　しかし、それがラグネオラの怒いかりを買ってしまった。彼はシュトライムを斑鳩流の伝統を汚す裏切り者と罵倒し、破門を宣言する。

　破門に対抗したシュトライムは、斑鳩流本家魂燃式魔闘術を起ち上げた。名前を少し変えただけで、中身は全く同じものだった。

　一方ラグネオラは、シュトライムの本家に怒り狂くるい、斑鳩流元祖魂燃式魔闘術を名乗り始めた。

　ところが修羅庁ナンバー１である彼は、平時、眠っていなければならない。シュトライムに教えていた七百年は、斑鳩流の伝授のため特別に封印を解かれていたのだ。

　そしてシュトライムが技の全てを修めたことにより、伝授が成ったと見なされ、ラグネオラは再び封印された。あとにはシュトライムと、ショコラが残された。

　シュトライムは師匠の意志を受け継ぐつもりなどなかった。

　伝授のために師匠が死に、弟子が手を汚す制度など狂っている。廃止すべきだ。自分が伝えていく斑鳩流は、もっと明るいものだ。

　一方、シュトライムの妹弟子であるショコラは、技の継承が不完全でありながらも、伝統を素す直なおに受け継いでいた。弟子が師匠を殺すことによってのみ免許皆伝が完かん了りようする。

　自分にはその実力はないが、シュトライムはそれが出来た。やらなかったのは、斑鳩流に対する重大な裏切り行こう為い。少なくとも当時はそう受け止めていたらしい。

　もう、二百年も前の話だ。

「功労者だと、この愚おろか者が！　貴様は私に恥はじをかかせた。万死に値あたいする。我わが斑鳩流の錆となるがいい」

「はんっ、殺してくれないから殺すだと。たいそう偉そうだが、言っていることは餓鬼そのものだな。それでどうするんだ？　ショコラを後継者にするのか？」

「あれは弱すぎる。斑鳩流と修羅庁の名を貶おとしめた。貴様を殺したあと、奴やつも殺す」

「これは笑えるな。そうやって気にくわない者を殺しているうちに、周りに誰もいなくなるんだ。ま、私は殺されないがな」

「ほざけ！」

　ラグネオラから百を超える朧おぼろ朏みかづき穿うがつ雲ぐもが放たれた。

　シュトライムは禍炎闇色剱を振ふり、それらを受け流す。とはいっても、真っ向から立ち向かっては勝ち目がない。

　まずは移動。もっとも被害を抑おさえられる場所を見極め、陣取る。そして禍炎闇色剱も、敵の矢と激げき突とつする瞬間にだけ力を込め、それ以外は限界までリラックスする。これにより、最低限の魔力消費で最大限の効果を発揮する。

　お椀に残った米粒を舐めとるが如ごとき浅ましい行為。ここまでやって、かろうじて生き延びる。

　劣勢としかいいようがない。

　今シュトライムが生きているのは、奇跡に奇跡を重ねた結果といえる。十分の一秒後に首が刎ねられても不思議ではない。それどころか、むしろ当然なのだ。

　しかし、諦あきらめるという選せん択たくはシュトライムの中になかった。

　逆転のチャンスを狙い、全神経を集中させる。

　狙いは一つ。極点位階奥義を使うのだ。

　シュトライムの奥義は、効果範囲内におけるあらゆる事象を感知し、自由自在に創り変えることが出来るというもの。不可能など何もなく、端たん的てきにいえば全知全能だった。そこに誇張はない。

　戦略も戦術も関係なく、発動さえすれば勝つ。

　ただ一つ問題なのは、今の魔力で奥義を維持できる時間は、せいぜい一秒程度しかないということだ。即座に魔力が空になり、とてつもない疲労感に襲おそわれるだろう。気絶してしまうかもしれない。下手をすれば更に幼児化することも考えられる。

　だが、一秒あれば十分勝てるはずだ。

　なにせ全知全能なのだから。

　一撃必殺、絶対防御はもちろん、相手の存在そのものを消去するのだって容易だ。出来ないことは何もない。

　シュトライムは極点位階奥義を使うタイミングを作るため、朧朏穿雲で弾だん幕まくを張った。

　同時に急上昇し太陽を背にする。これで多少の目晦くらましにはなるはずだ。

　本来の魔力ならともかく、今の状態では奥義を発動させることそのものに多大な集中力を使ってしまう。その間、無防備な状態になるのだ。ラグネオラと戦いながらではとても追いつかない。

　今なら弾幕で隙が出来ているはずだ。ここで仕掛けないと、あとは更に厳しくなる。持久戦になって苦しいのはシュトライムなのだ。

　よって賭けに出る。

　シュトライムが奥義を完成させるのが先か、ラグネオラの攻こう撃げきが先か。

　伸るか反るかの半丁バクチ。

　全神経を集中させ、魔力を練り上げ、呪言を唱える。

「火ひ色いろ雲うん鬢びん『極点位階奥義』摩ま訶か大だい紅ぐ蓮れん世せ界かい」

　シュトライムの赤い髪が輝かがやき、炎のように光を放つ。やがて全身から紅蓮の炎が上がり、あらゆる方向へ放射状に伸びていく。

　それは世界の侵食。シュトライムにとって都合のいい世界を、今の世界に上書きしていく神の如き行い。

　半径百メートルが炎で包まれた。本来ならこの数百倍の規模なのだが、敵一人を倒すだけなら十分だ。

　有無を言わさずラグネオラを消しよ滅うめつさせる。

「これで終わりだ師匠！」

　尊敬していた師を殺す。それが嫌いやで二百年前に喧けん嘩か別れした。なのに結局、自分はラグネオラを殺そうとしている。

　滑稽極きわまると自じち嘲ようしかけたそのとき、摩訶大紅蓮世界に穴が空いた。

「ぬるいわシュトライム！」

　シュトライムが全知全能になれるのは、あくまで効果範囲のみだ。その外側には一切干渉出来ないし、効果範囲の中で別の宇宙を創造されても、そこは範囲外となってしまう。

　すなわち――。

「修羅道『極点位階奥義』斑鳩波は羅ら蜜みつ」

　別の奥義で摩訶大紅蓮世界を上書きされると、シュトライムは全知全能を失う。

　シュトライムの魔力が万ばん全ぜんであれば、互いの宇宙をぶつけ競り合うことも出来るが、今の摩訶大紅蓮世界は一秒しか持たないのだ。早くも限界を迎え、収縮してしまう。

「馬鹿な……師匠よ、いつの間に極点位階に到った。二百年前、私と戦ったときはまだだったはずだが……？」

「然しかり。私が極点に到ったのは貴様に敗北した瞬しゆ間んかん――否、貴様が敗北した私にトドメを刺さなかった瞬間だ。貴様は斑鳩流を愚弄した。幾万年と続いたしきたりに泥どろを塗った。これほどの屈くつ辱じよくがあろうか！　私は全存在を賭けて貴様を殺すと誓ったのだ！」

　殺してくれなかったから殺す。

　理屈としてまるで筋が通らない。死にたければ勝手に死ねと言いたくなる。

　だが、ラグネオラにとって斑鳩流の教えは絶対のもので、それを破ったシュトライムは親の仇よりなお憎いのだろう。

　そしてシュトライムは、そんな古くさいラグネオラの考え方が大嫌いだった。斑鳩流の名を冠した分ぶん派ぱを量産したのも、ほとんど当てつけのようなものだ。

「我が師ラグネオラよ！　貴方はいつまでそうやって意地を張り続ける。私を殺し、ショコラを殺し、それからどうする。誰が斑鳩流を継ぐ？　何が残るというのだ」

「斑鳩流の誇り！」

「そんなものが何になる!?」

「そんなものだと？　それこそが全てであろう！」

　見えているものが違ちがいすぎる。分かっていたことだが、話し合いが成立しない。

　どちらかの死でのみ決着がつく。

　しかし摩訶大紅蓮世界を破られた以上、負けるのはシュトライムだ。

　もうしばらく戦闘を続けることは出来るが、それは所しよ詮せん、決定的瞬間を先延ばしにしているに過ぎない。

　おまけに、ラグネオラの奥義の性質がまだ不明だ。

　まっとうに考えれば、もうシュトライムに勝ち目はないのだが、ラグネオラの出方次し第だいでは、もしかしたら付け入る隙があるかも知れない。奥義の性質が複雑であればあるほど、綻びが生じやすいのだ。

「征くぞシュトライム。せめてもの手向けだ。一いち撃げきで死ぬが良い。

　斑鳩流元祖魂燃式魔闘術、型ノ壱――禍炎闇色剱」

　黒い剣が伸びた。一キロ、二キロ、十キロ、まだ伸びる。これではむしろ扱いにくいだろう。シュトライムがそう思っていると、今度はラグネオラそのものが巨大化した。

「いや、違う……巨大化していると言うより、これは！」

　日本列島にあるどの山よりも大きくなったラグネオラは、【瓏ろう玲れいの焔ほむら】の姿から逸いつ脱だつしていた。

　特とく徴ちようである尖とがった耳も、それどころか人相も消え去り、黒いドロドロしたのっぺらぼうになりはてる。人型こそ保っているが、ラグネオラという個が失われてしまったように見える。

　禍炎闇色剱と完全に一体化していた。

「見たかシュトライム。これが我が極点位階。これが我が奥おう義ぎ。辿たどり着いた境地は、自分自身が斑鳩流となることだ！　使うのではない、使われるのでもない。もはや私と斑鳩流の間に境界はなく、全てを捧ささげたのだ！　これぞ斑鳩流の使い手として究極の姿よ！」

　遂に行き着くところまで行ってしまったと、シュトライムは呆あきれた。

　技術など、自分を強くするための手段でしかないのに。手段に自分を捧げてどうしようというのだ。

　ラグネオラが心底誇らしそうなのがまた腹が立つ。

　かつては彼を師として敬愛していただけに、こんな成れの果てを見たくなかった。

「師匠よ、貴方は斑鳩流と心中するつもりだな」

「然り。もはやこの世に斑鳩流を継ぐに値する者は皆無。故ゆえに、この私が斑鳩流と一体となり、共に生き、共に死す。須弥界の全てにその栄光を知らしめてみせよう。斑鳩流こそ最強の流派。そして私こそが斑鳩流！　安心するがいいシュトライム。破は戒かい王おうヴェズエルもこの私が倒してくれようぞ！」

「……いい歳としして幼稚な妄もう想そうをペラペラと！　私はお前などに殺されんぞラグネオラ！」

　シュトライムも禍炎闇色剱を構える。その刃渡りは精々一メートル。敵のものとは長さだけでも何万倍も違う。太さや厚み、魔力密度も考えれば、恐竜に立ち向かうミジンコのようなものだ。

　しかしそれでも、ラグネオラに負けるのは絶対に嫌だった。

　まだまだやりたいことがある。戦いたい相手もいる。恋れん愛あいだってしたいのだ。

　何だって、こんな老人のわけの分からない理屈に付き合わねばならないのか。

　勝ち目がなかろうとも、屈くつ服ぷくはしない。最後まで足掻いてやる。

「笑しよ止うし！　死に際をわきまえることも出来ぬとは、所詮、貴様は斑鳩流後継者の器ではなかったのだ！」

　数万メートルの禍炎闇色剱が振り下ろされる。それは天を支える柱が落ちてくる光景に見えた。

　負けるつもりはない。死ぬつもりはない。

　だがやはり、この圧あつ倒とう的てき魔まり力よくの差は、技術を駆使したところで覆くつがえらない。

　――ああ、まさかこんなところで死ぬことになろうとは。

　シュトライムはやぶれかぶれになり禍炎闇色剱を振り上げた。

　鍔迫り合いも出来ずに刹せつ那なの時間で叩たたき潰されるだろう。

　そう覚かく悟ごしていたのに。

「おっと、師匠。ここは弟子の俺に譲ってくれよ。まだ暴れ足りないんだ」

「夏なつ、彦ひこ？」

　ラグネオラの極大禍炎闇色剱は、すぐ目の前まで迫っているにもかかわらず、ピタリと止まって動かない。

　なぜかと言えば理由は簡単。

　夏彦が仰ぎよ月うげ点つてん・火か界かい咒じゆで受け止めていたのだ。

「お前、いつからこんなお節介になったんだ？　私は織おり姫ひめではないのだぞ」

「まあ、そう言うなって。師匠がこんな三下を相手にする必要ねーよ。弟子の俺に任せて、後ろでふんぞり返ってな」

　などと言って夏彦は、右手だけで極大禍炎闇色剱を支え、左手でシュトライムの頭を撫でてきた。

「……なんだか無性にムカつくな。お前に助けられたくないと騒いでいた織姫の気持ちが少し分かったぞ」

「何言ってやがる。織姫は言ってることと思ってることが違うから、あれで滅茶苦茶喜んでるんだよ」

「知らんよ、このバカップルめ。まあ、分かった。お前がそこまで言うなら譲ってやる。だが、ラグネオラは極点位階だ。奴の体そのものが一つの宇宙といっても過言ではない。幸いにも単純なパワー特化だから、求道位階のお前でも正面突とつ破ぱできるだろう」

「んん？　位階が違うと何か不都合があるのか？」

「その辺の詳くわしい説明はまた今度だ。今回は純粋な力比べと考えていい。心してかかれ」

「あいよ」

　火か界かい咒じゆの刀身が赤く輝き始めた。

　これ以上ここにとどまると夏彦の足手まといになってしまう。

「待てシュトライム。どこへ行く！」

「あとは弟子の夏彦に任せて私はトンズラだ。負けを認めるよ。この勝負は貴方の勝ちだ。しかし、夏彦はそう簡単にはいかんぞ。ゆめゆめ油断なされるな、師匠」

　シュトライムはラグネオラを一瞥し、不敵に笑って地上へ降下した。

　負けて逃にげるのは確かなのに、不思議とそれ程ほど悔しくなかった。

　先程まではあんなに負けたくなかったのに、夏彦が代わりに戦ってくれると思えば、心穏やかに任せることが出来た。

　自分には、これほどの弟子を育てる能力があるのだぞ、とラグネオラに見せつけたかったのかもしれない。
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「えーと、ラグネオラだっけ？　俺の師匠の師匠？」

　夏彦は黒い巨人に向かって軽い口調で尋たずねた。

　それにしてもでかい。富士山よりでかいかもしれない。

　しかしここは宇宙空間に近い場所なので、周りに比べるものが何もない。遠近感もいまいちつかめない。

　分かっているのは、こいつが地上で歩き回れば、それだけで街が幾いくつも壊かい滅めつするだろうということだけだ。

「貴様、何者だ。よもや、シュトライムの弟子などと、ふざけたことを言うまいな」

「いいや、シュトライムの弟子だぜ」

　正直にそう答えた。

　その答えが気にくわなかったらしく、ラグネオラは地球全てを震ふるわすような大声で怒鳴った。

「ふざけるな！　私はシュトライムに免許皆伝を与あたえた覚えはない！　そのシュトライムが何なに故ゆえに弟子などとれようかッ！」

　極大禍炎闇色剱が極大舞ま羽う時雨しぐれに変化し、夏彦を叩き落そうと蛇のようにうねりながら振り下ろされた。

　太さは百メートルほど。長さとなると見当が付かない。少なく見積もって山手線の総延長くらいだろうか。そんな代しろ物ものがうねりを上げ、空を縦横無尽に跳ね回っている。そのくせ音が希薄なのは、大気が薄うすいからだろう。

　極大舞羽時雨が夏彦に激突する直前、夏彦も同じく舞羽時雨を出し叩き付けた。

　互いのサイズは、それこそ山手線とその辺の紐ほども違う。

　しかし威いり力よくは相そう殺さいされ、極大舞羽時雨は夏彦に届かなかった。

「むぅ!?」

　ラグネオラは驚おどろきの声を上げ、もう一度振ふり下ろす。

　夏彦は再度弾はじき返し、ラグネオラは更さらに打ち込んでくる。

　そんな攻防を数千回続けたところで、ラグネオラはようやく認めた。

「なるほど。確かに貴様は斑鳩流魂燃式魔闘術の使い手のようだ！　ただし、まがい物ではあるが」

「まがい物ね。じゃあ、そのまがい物も倒せないアンタは何だ？　あんまり人のこと悪く言うと自分の価値まで下げるぜオッサン」

「生意気な小僧め。シュトライムは技を教えても礼儀は教えなかったらしい。ならば代わって私が身の程ほどを教えてやろう。命と引き替えに！」

　ラグネオラの手元に極大舞羽時雨が集まり、弓状に形を変える。

「斑鳩流元祖魂燃式魔闘術、型ノ参――朧朏穿雲」

　放たれた黒い矢は、一撃で日本列島を消し飛ばせそうな魔力が込められていた。

　夏彦も同じ朧朏穿雲で受けてやりたかったが、あいにく手が塞がっているので断念し、仰ぎよ月うげ点つてん・火か界かい咒じゆを振り抜ぬいた。

「おおっ、流石さすがに手応えあるな！」

　飛来する黒い矢に向けてフルスイング。夏彦の狙ねらいでは、真っ直ぐ打ち返すつもりだった。しかし、上手くいかず真上に打ち上げてしまう。

　修羅庁は噂ばかりで大したことがないと思っていたが、ナンバー１はやはり別格だ。

　少し前の夏彦なら歯が立たなかっただろう。

「貴様、斑鳩流の使い手でありながら、何故に破戒王の武器を使う！」

「何故って……手に持ってたから。片手じゃ弓矢は使えないだろ」

「そのようなことを言っているのではない！　斑鳩流こそが最強なのだ。他の技や武器に頼たよる必要一いつ切さいなし！」

「へぇ、じゃあアンタは他の四人と違って【破戒王の残ざん鉄てつ】を持ってないのか」

「無論。しかし、その口ぶりからすると、奴らは負けたのだな。修羅庁に敗北者は不要だ。たった今から私一人が修羅庁である！　あまねく世界に我が修羅道を知らしめるのだ！」

「さっきからそればっかだなアンタ」

　ひたすら強くなりたいという自己研鑽の鬼とは違う。

　他者を利用してでものし上がりたいという権力欲でもない。

　ラグネオラが殉じているのは修羅庁と斑鳩流という権威そのもの。

　それを利用して自分を高めるのではなく、権威そのものに身を捧げているのだ。

　しかも救いがたいことに、そんなつまらないことで極点位階に到いたるほど狂きよ信うし的んてきになっている。

　夏彦には一生理解できないだろう。

　だが、それも一つの生き様だ。他人がどうこう口出ししていいものではない。

　力ずくで叩きのめすだけだ。

「さあ、まずは貴様を殺すぞ、シュトライムの弟子！　偽の斑鳩流など、この世界から根絶してくれるわ！」

　ラグネオラの巨きよ体たいから放たれる魔力が一層増大した。

　――こりゃすげぇ。

　ここが宇宙に近い場所で良かった。地上だったら、織姫たちを守りきる自信はない。

「俺おれも本気出すしかねぇな。行くぜ。引導くれてやるよ」

　敵がデタラメな魔力なら、こちらもデタラメな魔力を使うまでだ。

　いまだ全てを理解するに到っていないが、この程度の相手なら十二分に戦える。

「帝釈天インドラ『求道位階秘技』南無・忉とう利り天てん曼荼羅」
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「ねぇねぇ、見つかったぁ？」

　転がる瓦が礫れきを手当たり次第にひっくり返しながら、繭まゆ子こは疲れ切った声を上げる。

「いいえ、どこを捜してもありませんわ。まさか夏彦様の攻撃で砕くだけ散ってしまったのでは……？」

　同じようにして【破戒王の残鉄】を捜していたヘルガも、そう応えてから座り込んでしまった。

　夏彦が倒した修羅庁ナンバー２と３は、どこかに【破戒王の残鉄】を残しているはずだ。

　一番怪あやしいのは、仰ぎよ月うげ点つてん・火か界かい咒じゆによって空けられた大穴だ。凄すさまじい熱で地面が溶かされ、溶鉱炉のようになっている。ここでナンバー２と３が死んだわけだから、【破戒王の残鉄】もこの奥おくに落ちているはずだ。

　そう思って繭子とクロムウェルの二人がかりで冷やして潜もぐったが、残念ながら見つからなかった。

　それならば、どこかに飛ばされたのかもしれないと考え、手分けしてあちこち捜しているのだが、作業は難航している。

「いくら夏彦はんが強くても、【破戒王の残鉄】は砕けへんよ。あれを砕くくらいやったら、地球を消滅させる方がまだ楽や」

「えー、でもでも、元々はもっと大きな塊かたまりだったんでしょ？　それが砕けて散らばったんだから、有り得ない話じゃないよぉ」

「それだけ破戒王と慈じ悲ひ帝てい陛下の戦いが凄まじかったゆうこと。まだ夏彦はんはその域に達してへん」

「ほへぇ……上には上がいるんだぁ」

　正直、繭子には全く想像がつかない世界だ。地球を消滅させてしまったら住むところがなくなるし、もうパフェを食べられないので、そんな力を欲しいとも思わない。

　しかし夏彦はいずれ、その領域で戦うことになるのだろう。

　織姫を守るために。

「いいなぁ……」

　繭子は指をくわえて織姫を見つめた。

「な、何ですか急に！　真ま面じ目めに捜してくださいよ、もう」

　日本刀で瓦礫を細切れにしていた織姫は、繭子の視線に気付くと腕うでをブンブン振り上げて怒り出した。

　昔から変わらない糞真面目な織姫が、夏彦と二人っきりになるとベロチューし、夜になればズッコンバッコンかと思うと何だか腹が立ってくる。

「何さ、真面目ぶっちゃって。自分は夏彦くんと毎晩エロエロなことしてる癖に！」

「はっ？　いや、そんな、別に毎晩では……！」

「まあ！　ではエロエロであることそのものは否定なさらないのですね!?」

　ヘルガは急に元気になり、織姫に詰つめ寄った。

「そ、それは、その……」

「どうなんですの！　ハッキリ仰おつしやってください！」

　よせばいいのに、ヘルガは織姫の肩かたを掴つかんで必死に迫せまる。

　ここでハッキリさせるとダメージを喰くらうのはこちらだというのに。

　案の定、散々肩を揺さぶられた織姫は、少しキレ気味に口を開いた。

「ええエロエロですよ！　それがどうかしましたかっ？　大好きなんだからしょうがないじゃないですか！」

　言葉の矢がヘルガの心臓を串刺しにする。

「そ……そんな……夏彦様の貞操が……ああ！」

　ヘルガはショックのあまり、その場に倒れてしまった。

　無理もない。繭子も織姫の口から確定的な言葉を聞いて、暴れたい気分である。今夜はきっと枕を涙なみだで濡らすことになるだろう。

「なんやヘルガはん、まだ自分に可能性があると思うてはったの？　現実見なあかんよ」

　追い打ちをかけるように、クロムウェルが残酷なことを言う。

　端から見れば正論なのだろうが、繭子にはヘルガの気持ちが痛いほど分かる。

　夏彦ほど格かつ好こういい男の子はそうはいない。まず単純に見た目がいいし、もの凄く強い。優やさしいし、一途だ。その一途さが自分に向いてくれないというのが問題だが、とにかく魅力的なのだ。

　繭子は何度も諦めようとしていたし、諦めていたつもりだったのだが、こうして夏彦と織姫が実際に結ばれると、嫉妬心が溢れ出してくる。

「うぅヘルガ。頑がん張ばろう。ほら、もしかしたら来世とか……あとパラレルワールドでは夏彦くんと恋こい人びとになっている私たちがいるかもしれないし……」

「はぁ……こうなったら繭子、夏彦様のクローンを作りましょう……」

　繭子とヘルガが手を取り合って慰め合っていると、空から脳天気な声が聞こえてきた。

「うにゃーん、皆生きてるかにゃぁ」

　一発で誰だれだか分かる口調と共に、赤い鳥に乗って社長が降りてきた。

　赤い鳥はパッと輝き、人型に変化する。慈悲帝の使い魔である朱す雀ざくだ。

　朱雀が人型になったことにより、社長は足場を失い、地面に尻餅をついた。

「痛いニャ！　朱雀ちゃん、私が降りてから変身して欲ほしいニャ！」

「面目ないであります」

　朱雀は頬ほおをポリポリかいて申し訳なさそうにした。

　そして社長はうにゃうにゃ言いながら立ち上がり、お尻に付いたホコリを手ではらった。その際、何か光る物がぽろんと落ちた。

「社長。何か落っことしたよー」

「にゃ？　何かにゃ？」

　社長が拾い上げたそれは、小さな金きん属ぞく片へんだった。ほのかに魔力を放っている。

　間違いない。残鉄だ。

「まあ社長！　わたくしたち、それを捜していたのですわ！」

「もしかして【破戒王の残鉄】かにゃ!?」

　あれだけ捜しても見つからなかった残鉄が、ひょっこりやってきた社長によって発見されてしまった。遊んでばかりいるようにみえても、やはり社長は偉いのだなぁ、と繭子は感心した。

「私にかかればザッとこんなものニャ」

　社長は拾った残鉄を天に掲げ、これでもかと胸を張った。

　ところが、社長の手の中で残鉄が霧きりのように溶とけ、消えてしまう。

「うにゃぁぁっ？　どうなってるにゃぁ！」

「ああ、あれやね。残鉄は基本的に時間が経たつと消えるから。拾うのが遅すぎたんやね。もう少し早く拾っていればリン・リン強くなれたのに。惜しいなぁ」

「ふにゃ、それってつまり……」

　残鉄は時間経過で霧散する。それは基本だが【破戒王の残鉄】はその強度ゆえにいつまでも残っているはずだった。それが消えたということは、

「破戒王のやのうて、クレストかゼドーの残鉄やね」

　残念だが、そういうことになる。

「ぬか喜びにゃぁ……」

「リン・リン、ドンマイであります」

　朱雀が落ち込む社長の肩をポンと叩いた。

「それにしても、これだけ捜して見つからないなんて変じゃありませんか？　【破戒王の残鉄】ともなれば、それ相応に強きよ烈うれつな気配を放っているはずです。近くにあるならとっくに見つかると思うのですが」

　織姫がそう言うと、クロムウェルも同意した。

「せやなぁ。しかもここには二つも落ちとるはずやのに、まだ一つも見つからへん。少し妙みようや」

　言われてみれば、四人がかりで捜しても見つからないのは不自然かもしれない。

　特にクロムウェルは元げん老ろう院いん、織姫は超一級の魔術師だ。そんな二人を交えても気配すらつかめないとなると、【破戒王の残鉄】はこの近くにないという可能性すら出てくる。

　では、どこに行ってしまったのだろうか？

　答えを出せる者はいなかった。
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「ふぅ、やれやれ、小さいというのは本当に不便なものだな。まさかこの私が敵に背を向けることになるとは。任せられる弟子がいるというのは嬉うれしいが、やっぱり自分で戦いたいぞ」

　シュトライムは渚なぎ市さしに向けて降下しつつ、ブツブツ文句を呟つぶやいた。

　夏彦ならラグネオラに勝てるだろうし、それは素直に誇らしい。師しし匠ようとしてほまれだ。

　だが、それとこれとは話が別。

　単純に戦うのが好きだし、ましてラグネオラの怒りの発端はシュトライムなのだ。

　自分の問題に夏彦を巻き込んでしまったようで、少しばかり申し訳ない。

「まあ、いいや。リン・リンと朱雀をぺろぺろすることで憂さ晴らしすることにしよう。いやまてよ、更にショコラを加えて幼女天国を作るという手も……」

　嫌がるショコラを無む理り矢や理り押し倒し、服を脱がせる光景を想像したシュトライムは、じゅるりとよだれを飲み込んだ。

「あいつ小さいくせに背伸びしてガーターベルトとかしてるからな。そういうエロい格好をするとどうなるのか、ここで私が教えてやるべきだろう。取り返しが付かなくなる前に！」

　自分が押し倒そうが誰が押し倒そうが、取り返しが付かないことに変わりはないのだが、自分の押し倒しは綺き麗れいな押し倒しなのだという謎理論を脳内で展開した。

　――そうと決まれば善は急げだ。進路変更して万ばん魔ま殿でんに行こう。

　シュトライムが上昇しようとしたそのとき、不意に真横から衝しよう撃げきが加わった。

「なっ!?」

　どうやら誰かに攻撃されたらしい。

　ジェットコースターを何倍にもした加速で、内臓がぐわんぐわんと圧あつ迫ぱくされる。

　疲れ切っているシュトライムの体には、地じ獄ごくの苦しみだった。

　それにしても、こうも簡単に吹ふっ飛ばされるのもショックだが、攻撃を喰らうまで気付けなかったのが悔くやしい。自分の集中力はもう空になっているようだ。

　シュトライムはどこかの山の中に墜落し、木を三本ほど倒してようやく止まった。

　防ぼう御ぎよ結界もろくに張れず、全身スリ傷だらけ。

「我ながら情けない。しかも痛くて泣きそうだ。なんだか体が小さくなって、心まで幼児化した気がするぞ……」

　グスグスと泣きべそをかきながら、シュトライムは起き上がる。

　鬱蒼と生い茂る木々や草のせいで前がよく見えない。背が低いので尚更だ。もう空を飛ぶ気力もない。

「おやおや。あの魔王級とも言われたシュトライムも、子供の姿になっては形無しですな。今の私でも、文字通り赤子の手を捻るように殺せます」

　茂みの奥から、丁寧な口調の声が聞こえた。

　現れた紳しん士し風ふうの男に、シュトライムは見覚えがあった。

「修羅庁ナンバー２、クレストか」

「これはこれは。かのシュトライムに覚えていて頂けたとは、光栄の至り。このクレスト、感動の念を禁じ得ません」

　わざとらしく頭を垂れる姿は、慇懃無礼ですらあった。

「お前は夏彦に倒されたと思ったんだがな」

「ええ、私自身死ぬかと思いました。しかし、そこは修羅庁ナンバー２。ギリギリで逃げ延びましたよ。お陰かげでゼドーが残した【破戒王の残鉄】も回収できました。更に貴女あなたという獲物も見つけた。実に幸運です」

「どうかな。欲張りすぎると破滅するぞ」

「強がりを。貴女は内心、どうやって逃げようかと必死に考えている。無む駄だですよ。貴女の心は手に取るように分かる」

　クレストは嫌みたらしい笑えみを浮うかべてそう言った。

「でまかせを。なぜ私がお前如きから逃げなきゃいけないんだ？」

　そう答えながらもシュトライムは、図星をつかれ焦っていた。

　もはや極点位階奥義どころか、防御結界を張る魔まり力よくすら残っていない。裏をかいて逃げるにしても、もう一度飛び立つことが出来るだろうかと心配になるほど疲労困憊だ。

「逃げるにしても戦うにしても、私はどちらでも構いませんよ。それぞれ違った楽しさがありそうですからね。さあ、追いかけっこにしますか？　それともサンドバッグになりたいですか？」

　クレストは型どおりのゲスだった。どうして今の魔族にはこういう弱い者虐いじめを好む輩が多いのか。強い者と戦った方が面おも白しろいのに。

　しかし、今のシュトライムが何を言っても負け犬の遠吠えにしかならない。

　人に意見できるのは、強者の特権だ。その意味では、シュトライムも強さに傲っていたかも知れない。

「逃げないということは、サンドバッグをお望みの様子。では、行きますよ。さて、いつまで耐たえられますかな」

「ぐ、うぅっ」

　クレストが高速で迫り、みぞおちを蹴けり上げてきた。

　シュトライムの体が浮き、そして地面に落ちる前に髪の毛を掴まれ、そのまま投げ飛ばされた。近くの大岩に背中を強打し、口から血が出る。

「あ、ぁ……」

　全身の骨がバラバラになったような痛みだ。指一本動かせない。呼吸がままならない。

　なにせ防御結界を張れない以上、体の強度は見た目どおりだ。

　――だからといって、負けてたまるか。

　それでもシュトライムは立ち上がった。

　小さな身体に鞭むち打って、吐と血けつし、頭からも手足からも血を流しながらも、クレストを睨にらみ付ける。

「おお、これは素す晴ばらしい。流石さすがはシュトライム。嬲りがいがあるというもの。いいでしょう、まずは全ての関節を逆に曲げるところから始めて見ましょうか。その次は手足を挽肉にします。それも耐えきったら腸を引きずり出してソーセージを作りましょう。ああ、いつまでその目を保てるか、実に楽しみです」

　クレストは笑いながら一歩ずつ近づいてくる。

　修羅庁は魔ま界かい最強にして最凶というが、これはそんなものではない。

　ただの屑くず野や郎ろうだ。

　もしシュトライムが普ふ段だんの半分の力でも出せたら、いますぐ八つ裂きにしてやるのに。

　どうしてこんな奴やつの慰み者にならねばならないのか。

　それを考えると、口惜しくて涙が出てくる。

「おや、泣いているのですか。女傑シュトライムの涙を見た男など、そう幾人もいないでしょうね。一ついいことを思いつきました。幼児化したということは全て新品なのでしょう？　ここで破瓜の涙も見せて頂きましょうか」

「な――ッ!?」

　その信じがたいほど汚きたならしい発想に、シュトライムは恐怖を覚えた。

　今の自分は子供の姿だ。リン・リンよりも小さいのだ。

　その破瓜。

　シュトライムはクレストを見た。すると彼かれは狂喜を浮かべていた。本気でやるつもりなのだ。

　そんなことを許せるはずがない。クレストにやられるくらいなら、舌を噛み切って死んだ方がマシだ。

　後ずさり、背中が大岩に当たり、逃げ場を失う。

　意を決して、歯を舌に乗せた。

　瞬間、狼の声が聞こえた。

「哭こく狼ろう『求道位階秘技』鎖さし愁ゆう鴛えん鴦おう之のち契ぎり」

　クレストの足下が陥かん没ぼつする。それどころか、彼の足そのものがグシャと潰れ、肉が千切れ、骨がはみ出した。

　クレストはポカンとした表情で潰れていく足を見つめていたが、やがて顔全体をしわくちゃにして叫んだ。

「な、何ですか、これは!?」

　そうしている間にも足は短くなっていき、既すでに膝ひざまでなくなった。

「何だ、じゃねぇ。誰の許可を得てシュトライムをボコってやがる。潰れて消えろサド野や郎ろう」

　潰れたトマトが地面に広がった。

　一いつ瞬しゆんで平らになったクレストは、破は片へんを幾つか飛び散らせながら、赤い水たまりを作る。

　シュトライムの頬に、脳味噌の欠片がぺしゃりと張り付いた。

「よぉ、シュトライム。話には聞いていたが、何とも懐なつかしい姿になってるじゃねーか。それにしても、この程度の相手に殺されかけるたァざまぁねぇな」

「お前こそ、助けてくれるとは随ずい分ぶんとお優しくなったじゃないか、バルトセル」

　現れたのはオレンジ色の髪をした【瓏玲の焔】の男。

　血に飢うえた狼のような顔をした彼を、シュトライムはよく知っている。

　幼おさ馴なな染じみであり、かつては恋仲であり、今は敵同士。

　レムナンツの戦闘員、バルトセルだ。

「勘かん違ちがいするな。別にてめぇを助けに来たわけじゃねぇ。たまたまだ、たまたま」

　そう言ってバルトセルは、シュトライムの頬についた脳味噌をぬぐい取った。

「俺が興味あるのは、野郎が持っている【破戒王の残鉄】だけだ。それとも何か。命が助かって感激のあまり礼でも言いたくなったのかァ？」

「ふん。言って欲しいなら、素す直なおになればいいのに」

　シュトライムは自分でも分かるくらい、ふて腐れていた。

　なぜかといえば理由は簡単。

　照れ隠しだ。

　実のところシュトライムは、ピンチのところを男に救われるというシチュエーションに憧れていた。ただ、ピンチになることなど滅多にないし、シュトライムがピンチになるような状じよう況きようを助けられる男は輪をかけて少なかった。

　しかし、こうして幼児化したことにより、図らずも願いがかなった。

　先程、夏彦に助けられたときも嬉うれしかったが、かつて恋仲だったバルトセルが相手となると、またわけが違ちがう。少々、顔が熱くなるのを自覚した。

「抜かせ。クレスト如ごときに殺されかけやがって。俺がお前を倒たおすまで、死なれちゃ困るんだよ」

「如きって、お前の方がクレストより弱かっただろうに……」

　と呟いてから、シュトライムは奇き妙みようなことに気付いた。

　確かにバルトセルは修羅庁ナンバー２に勝てるほど強くなかった。せいぜい４か５辺りで精せい一いつ杯ぱいだったはずだ。

　それなのに今、バルトセルはクレストを瞬殺した。

　だいたい鎖愁鴛鴦之契は、自分も敵も味方も分け隔てなく超ちよう重じゆう力りよくで縛り付ける無差別攻こう撃げきだったのに、さっきはクレストだけが潰れた。

　かつてのバルトセルとはまるで別物だ。

「バルトセル。お前、何でそんなに強くなってるんだ？」

「何でだと？　そりゃ、決まってるだろうが。お前が欲しいんだよ、シュトライム」

「な！」

　カーッと顔が赤くなるのを感じた。

　まさかここで甘あまい言葉が出てくるとは思わなかった。しかも言っている方は真面目くさっている。よけいに恥はずかしい。

「お、お前、変なこと言うなよ。夏彦かヴェズエルみたいだな……」
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「何を照れてやがる。本物のガキみてぇな反応しやがって」

「仕方ないだろ！　体が小さくなったら、何だか心まで子供になったんだ」

「そうムキになるな。分かったから、子供は家に帰ってお菓子でも食ってろ」

　そう言ってバルトセルはシュトライムの髪の毛をくしゃくしゃにする。

　シュトライムは慌あわてて頭を押さえ、上目遣づかいで睨み付けた。

　だがバルトセルはそれ以上相手をしてくれず、クレストが咲かせた血の花から、二つの【破戒王の残鉄】を拾い上げる。

「じゃ、俺は帰るぜ。早く大きくなれや。今のお前じゃ相手する気にならねぇ」

　バルトセルはこちらに背を向けたまま言う。

「ふん、言われるまでもない。お前こそ、私が元の姿に戻るまでに、もっと強くなっておけ。今のお前では相手にならん」

「ハッ、それでこそシュトライム。犯しがいがあるってもんだ」

　そんなふざけた言葉を最後に、彼は飛び立っていった。

「あいつ、予告強姦とか斬新すぎるだろ……」

　そしてシュトライムは、その光景を想像した。

　力の限り戦い、それでも力及およばず、抵てい抗こう虚しく押し倒され、服を引き千切られ、泣いても許してもらえず、そしてそのまま――。

「いかんいかん！　何を期待しているんだ私は。そんな、いくら強い男が好きとはいえ……うーん、でも一回くらいは……」
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　自分の中に神がいる。

　その神は破戒王ですら一対一では勝てないほど強く、おまけに人界も魔界も根こそぎ滅ぼそうとしている節がある。

　魔力の総量はいまだ知れず、夏彦はそれを何割程度使いこなせているのかも分からない。

　そもそも神とは何者なのか。自分の前世らしいが、そこにどういった意味があるのか。

　理解しようとすればするほどドツボにはまってしまう。

　そこで夏彦は考えるのをやめた。

　生まれ変わりだろうが何だろうが、夏彦とインドラは別物だ。

　そう開き直ると、むしろ上手くインドラを使えるようになった気がした。

　インドラとは便利なパワーアップアイテム。

　これで十分だろう。

「宇宙でなら被ひ害がいを気にする必要もねーからな。思いっきり行くぜ！」

　夏彦とラグネオラは並行に飛ぶ。核爆発程度の小技を撃うち合い、高度を上げる。

　いまや、月が間近に迫っていた。

　そして決着のときも迫る。

「来るがよい、まがい物。斑いか鳩るがの神髄をとくと見よ！」

　ラグネオラは極大禍炎闇色剱を中段に構え、こちらを見据えてくる。

　夏彦もまた仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆを肩に担ぐようにして上段に構えた。

　互たがいに、これ以上勝負を長引かせるつもりはない。

　これが最後の一いち撃げきになるだろう。

　息苦しいほどの殺気を宇宙空間に放つラグネオラに対し、夏彦は早く織姫の顔が見たくてたまらなかった。

　――くそ、もう三十分近くキスしてねぇ。禁断症状が出そうだ！

　体が織姫を求め猛り始めたそのとき、ラグネオラが先手を取った。

「隙すきあり！」

　富士山を越こえる巨体にもかかわらず、その動きは素す早ばやく、あっという間に間合いを詰めてくる。そして極大禍炎闇色剱を、夏彦の頭上に振ふり下ろした。剣けんの厚みが百メートルはあるので、光景としては天てん井じようが降ふってくるようにも見えた。

　星の形すら変えかねない、人智を越えた一撃だ。

　しかし、夏彦はまるで怯ひるまなかった。

「織姫を想う時間を隙と言われるなら本望だぜ！」

　一瞬の切り替えで、夏彦は仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆを振り抜く。

　確かにラグネオラは強い。シュトライムの師匠というのは伊だ達てではなかった。

　だが、更にその上を行く。

　単純なその事実が現実となって表れた。

　仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆが容た易やすく、極大禍炎闇色剱を両断したのである。

「な、にィ！」

　ラグネオラから見れば、夏彦の仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆの大きさなどアリの触角のような物だ。なのに打ち負け、剣を破は壊かいされてしまった。それだけにとどまらず、斬撃の余波が広がり、ラグネオラ自身へと迫る。

「俺に言わせりゃ、アンタなんか隙を狙うまでもねーな」

　夏彦の魔力がラグネオラの全身に叩たたき付けられ、彼の手足をもぎ取り、表面をズタズタに切り裂いていく。

　極大禍炎闇色剱は霧散し、本人も崩壊し、月の重力に引かれ落下していった。

　しかし、それでも相手は修羅庁の長官だ。完全にトドメを刺すまでは安心できない。

　夜になってから、織姫をペロペロしているところを襲おそわれでもしたら、夏彦は怒いかりのあまり何をしでかすか分からない。自分の自制心にそれほど期待していないので、渚市の平和のために、今のうちにラグネオラを確実に倒す。

「おりゃぁ！」

　落ちていくラグネオラに、電光石火の跳び蹴りをかます。

　次の瞬しゆん間かんには、叩き付けられたラグネオラによって、月に新しいクレーターが出来上がった。

　夏彦は質量こそ並の少年に過ぎないが、その速度たるや、相対性理論に従って時計の秒針がずれるほどに達している。よって、その衝突力は、月という星を揺ゆるがした。

　巻き上がった土ど砂しやがもの凄すごい速さで昇っていき、そのほとんどは戻ってこなかった。地球の六分の一しか重力がない故ゆえの現象だ。

　もしかしたら激げき突とつの衝撃で月の軌き道どうがズレたかもしれないが、あとで反対側から叩けば元に戻るだろう。

　そして肝かん心じんのラグネオラであるが――やはりまだ生きていた。

　極点位階奥おう義ぎとは、新しい宇宙を創造するにも等しい行こう為い。であれば、月ごときが砕けていない以上、ラグネオラも健在なのは全くの道理だ。

　もっとも彼の魔力は、夏彦の一撃を受けたことにより尽きてしまったようだ。先さき程ほどまでの巨体ではなく、当たり前の大きさの老人として横たわっている。

「俺の勝ちだな」

　夏彦はその横に立ち、見下ろした。

「然しかり。私の負けだ。よって貴様を斑鳩流の正統後こう継けい者しやとする。さあ、私にトドメを刺せ。それで免めん許きよ皆かい伝でんとなる」

　ラグネオラは倒れているくせに、相も変わらず高圧的な口調で言い放った。

　この期に及んで、まだ立場を理解していない。

「負けたくせに上から物言ってるんじゃねーよ。お前は二百年前、師匠に負けたんだろ。そして今、俺に負けた。もう人に意見できる立場じゃねぇんだ。おとなしく隠居して盆栽でもやってろ」

　斑鳩流こそが最強という信念がラグネオラの核だった。

　しかしその斑鳩流は仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆによって敗れ去った。

　論ずるまでもなく、それは事実なのだ。

「俺が仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆを使ったのは、斑鳩流の技よりそっちの方が強いからだ。お前が斑鳩流に固執するのは構わねーが、人に押おしつけるな。正統後継者？　免許皆伝？　知るかよ。一生一人でやってろ」

　と、そこまで言ってから、夏彦は矛盾に気付いた。

　トドメを刺せと言われたことにムッとして反射的に拒きよ否ひしたが、さっきまでは息の根を止めるつもりだったのだ。織姫との快適なイチャラブ生活のために、邪じや魔ま者ものは徹てつ底てい的てきに排はい除じよしなければならない。

　だが、一度拒否したのに、すぐに殺すというのもおかしな話だ。そもそも悪党だろうが敵だろうが、誰かを殺すというのは精神衛生上あまりよろしくない。

　よって妥だ協きよう点てんとして、もう一度夏彦たちの前に姿を現わしたら、そのとき改めてトドメを刺そう。

　夏彦がそう結論づけたのも束の間、ラグネオラもまた結論を出した。

「よかろう。やはり私こそが唯ゆい一いつの斑鳩流ということか。であれば、自ら始末を付けるまで。これによって私と斑鳩流は真に一体となる！」

「――ッ」

　彼が選んだ選せん択たくは、自じ爆ばくだった。

　どこにこれほど残っていたのかという魔力を絞りきって、ラグネオラは月面に大爆発を引き起こした。

　もっともそれは、村くらいなら何とか吹っ飛ばせる程度の爆発であり、夏彦にとってはそよ風のようなものだった。

「……つまらん上に面めん倒どうな生き方を選ぶ奴がいたもんだ」

　自分ではなく、大切な人でもなく、組織でもなく、流派という形のないものに殉じた人生。死の間際までそれを貫つらぬいたラグネオラに、一いつ切さいの後こう悔かいはなさそうだった。

　爆発が収まったあと、月の表面に光り輝かがやく残鉄が落ちていた。

　夏彦はそれを何気なく拾い上げ、空にかざして見つめた。

　流石さすが、修羅庁ナンバー１だけあって、なかなか霧散しない。彼の頑がん固こさを物語っている。

　もしかしたら何かに使えるかも知れない。

　そう思ってポケットにしまい込む。

「ん、こんな所で油売ってる場合じゃないな。織姫、織姫っと」
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『もしもし、慈悲帝様でありますか!?　ご無事でありますか、ケガはないでありますか！』

「それはこっちの台詞だぞ朱雀。何度も電話したのにどうして出ない」

『それはその……ついさっきまで鳥形態になっていたので手が使えなかったであります。おまけにマナーモードになっていたので気付けなかったであります』

「まったく……で、そっちは全員無事なのか？　修羅庁はどうした」

『はい。修羅庁はナンバー２から５までは倒したであります。しかしナンバー１ラグネオラは、シュトライム様と交戦状態になったまま消息不明であります。そのあと三さん世ぜ寺じ夏彦が追いかけて行ったでありますが……』

「なるほど。じゃあ今、月面で戦っているのはラグネオラと三世寺か」

『月面でありますか。それは随分と遠いところであります！』

「まあ、あいつらくらいになったら月なんて一っ飛びだからな。それはそうと、オレはまだやることがあるから、お前は暫しばらく猫耳社長と遊んでいろ。あとで迎えに行くから」

『了りよう解かいであります。お気を付けて、であります』

「おう。お前もな」

　電話を切ったゲシュペスは、ホッと一息つく。

　朱雀の無事が確かく認にんできたお陰で、一気に心が軽くなった。

　近頃、自分は朱雀がそばにいてくれさえすれば、あとは何も要らないのではと疑っている。シュトライムたちにロリコン扱あつかいされる材料を自ら蒔いているわけだ。もっともゲシュペスは、朱雀を娘むすめのように可愛がっているのであって、よこしまな感情は全くない。そしてシュトライムは、その辺を理解した上でからかってくるのだからタチが悪い。

「いい加減、シュトライムやクロムウェルをビシッと締め上げる必要があるかもしれんな。これ以上あらぬ噂を立てられたくない」

　そう呟きつつ携帯電話をしまい、そして空を見上げる。

　今まさに、月面で決着が付いた。

　ラグネオラが散ったのだ。

　かすかではあるが、白昼の月の真ん中で、煌めくものが見えた。強力な魔族が死んだとき特有の魔力波が降りそそぐ。

「それにしても三世寺夏彦め、ラグネオラを倒すとは……もう既にシュトライムと互ご角かくなんじゃないか？」

　空を見上げながらゲシュペスは呟く。

　夏彦とラグネオラの戦いは、その激しさのおかげで地上からも肉眼で観測できた。

　魔界の住民は騒さわぎになれているからいいが、神無大結界の外に住む人間たちは今いま頃ごろ、大おお騒さわぎかも知れない。

　もっともゲシュペスは魔界の王であり、人界が混乱したところで何の責任もない。どうせ何日かニュースを賑わせたらすぐに飽きるだろうから、放っておくのがベストだろう。

「さて、これで修羅庁の五人がいなくなったわけだ。あとは元老院か……こうなったら力尽くだな。今日限りで元老院は廃止だ」

　ゲシュペスはサラリと言ってのけるが、それは歴代の魔王の誰一人として成し遂げることが出来なかった聖域だった。

　元老院が何十万年前から存在しているのか、正確なところは誰も知らない。魔族の長い寿じゆ命みようをもってしても当時から生きている者は誰もおらず、記録すらあいまいだ。

　魔界政府を裏から操り続けてきた、真の支配者。

　それを自分の代で廃止する。

「いや、オレは法的には既に魔王じゃないから、これはただのテロになるのかな？　何にせよ、連中に魔界を任せるつもりにはなれん。好き嫌きらいで言ったらヴェズエル以下だ」

　シュトライムも言っていたが、ゲシュペスとてヴェズエルの人格そのものは好いていた。友人にしておく分には実に楽しい男だった。

　だが統治者としては絶対に認められない。自分に付いてこない者は、どうなろうが関知しないという徹底的な独裁者なのだ。だからゲシュペスは五年前、ヴェズエルに立ち向かい、シュトライムたちの協力も得て、魔界が人界に噴き出すほどの戦いを繰り広げた。

　しかし元老院は、何もかもが気にくわない。彼らは自分たちが矢面に立つことはしないのに、自分たちの利権は絶対に守る。魔王というスケープゴートを仕立て、魔界を思い通りに操ってきたのだ。

　元老院を廃止する。だが辞めて下さいと言ったところで連中が聞き入れるわけがない。

　故に皆殺し。

　――ここに朱雀がいなくて良かった。

　朱雀に隠し事をしたくはないが、かといって自分の汚いところを見せるのも嫌いやなのだ。

　ゲシュペスは慈悲帝として返り咲くために、半壊した万魔殿に降り立った。

「ああ、それにしても見事に壊しやがって」

　万魔殿は空に浮かぶ島の上に作られた城だ。

　しかし修羅庁上位五人による攻撃で、島に穴が空き城も半分吹き飛んでいる。それもゲシュペスの執しつ務む室しつを中心とした攻撃だったため、その近くにあった自室も消しよう滅めつしてしまった。

「まだ開けていない酒が沢たく山さんあったのに……」

　マッカランとかロマネコンティとか山崎50年とか豊盃とか、何かいいことがあったら開けようと大切にとっておいたのだ。そのうち朱雀が大人になったら一いつ緒しよに飲もうとも思っていたのだ。それをラグネオラたちは無慈悲に破壊した。

　元老院の命令で。

「許さんぞ元老院！」

　考えれば考えるほど腹が立ってくる。

　もはや慈悲をかけることは不可能だ。一人残らず六道冥官祭で吸収してくれる。

　そんな穏やかならざる気分で肩かたを怒いからせ歩いていると、庭園の木の下で膝を抱えて座すわるショコラとアレスを見つけた。

「おい」

「……慈悲帝陛下、か？」

　呼び掛けると、ショコラがトボトボと近づいてきた。どうやらかなり落ち込んでいるようだ。

　なにせラグネオラの封ふう印いんが解かれたということは、ショコラの長官代行としての権限も消失したことになる。平たくいえば、元老院から見捨てられたということだ。元老院に近づくことにより栄達しようとしてた彼かの女じよにとって、それは死を意味する。

「お前が元気ないのは理解できるが、副官の方がどんよりしているじゃないか。何があった？」

　ショコラ越ごしに覗のぞき込むと、木の下に座ったまま動かないアレスが見えた。

　ショコラの副官として勤勉に働き、魔族にしては珍めずらしく礼れい儀ぎ正しい青年だったのだが、今はゲシュペスに挨あい拶さつすらしない。

「いや、それがの……眼鏡がまた割れてしまったとブツブツ言って、ずっと俯うつむいたままなのじゃ」

「眼鏡……？」

「うむ。この前ワシが選んでやったのじゃが……正直、アレスが何を考えておるのかワシにはよく分からん」

「ふーん……」

　ゲシュペスはもう一度アレスを見つめた。

　あの堅物が、まさかショコラに恋していたとは知らなかった。そしてショコラはショコラで、それに全く気付いていない。

　――少年漫画かよ。

　意外なところに意外な物語があるものだと感心しつつ、ゲシュペスは本題を切りだした。

「ところでショコラ。単刀直入に言うが、お前、オレと一緒に元老院にクーデターを起こさないか？」

「は!?　クーデターッ？」

　ショコラは目を丸くし、更さらに尻尾しつぽの毛を逆立てた。

「ああ、そうだ。お前もそうだが、オレも元老院に切り捨てられた身だ。今のオレは魔王じゃない。ただのゲシュペスだ。だが、そんなことを許すつもりは毛頭ない。奴らは神無大結界を消して人界全てを支配するつもりなんだ。放っておけば、どこまで増長するか分かったものじゃない。お前だって、このまま終わるのは嫌だろう？」

「それは、そうじゃが……」

　ショコラは眉まゆを八の字にして考え込む。

　彼女に選択肢は二つしかない。このまま全てを諦あきらめて普ふ通つうの少女として暮らすか、ゲシュペスに付いて返り咲くか。

　そしてショコラがどちらを選ぶか、ゲシュペスは分かっていた。

「分かった。慈悲帝陛下に従おう。もともと修羅庁は魔王の配下ゆえ、当然のことじゃ」

　ショコラは意を決して顔を上げた。

　彼女には異常なまでの出世欲がある。元老院に捨てられた程度で、それを捨てるはずがないと信じていた。

「よし、では議会に突とつ入にゆうするぞ。お前の副官の尻を叩いて起こせ。また眼鏡を選んでやると言えばすぐ元気になるから」

「ふむ……アレスはそんなに眼鏡に思い入れがあるのか……？」

　思い入れがあるのはお前の方だと言ってやりたかったが、そうするとショコラが動どう揺ようして使いものにならなくなるので、やめておいた。

　ショコラは尻尾を揺らしながらアレスに駆け寄り、話しかけた。

　遠くてよく聞こえないが、おそらくゲシュペスと組むことになったことと、眼鏡をまた選んでやることを説明しているのだろう。

　案の定、アレスはいつもどおりのキリリとした表情になり、ゲシュペスの前で敬礼する。

「慈悲帝陛下、ご無事で何よりです」

「お、おう」

　ただの真ま面じ目めな男だと思っていたのに、かなり面白い性格をしている。このことをシュトライムやクロムウェル辺りが知ったら、全力でからかうに違いない。見てみたいので、いっそ教えてやるのも一興だ。

「ショコラ。元老院議会は今開かれているか？」

「うむ。おおかた陛下を亡き者にしたあとの展望を煮詰めておるのじゃろうな」

「よし。ではショコラとアレスは入り口を塞げ。中から逃にげてきた者を仕留めろ。オレは突入して六道冥官祭を使う。巻き込まれるからお前らは中に来るなよ」

　六道冥官祭と聞き、二人は唾を飲み込んだ。

　何せ、それはゲシュペスの極点位階奥義。効果範囲内にいる者から存在そのものを吸収し、ゲシュペスの力にしてしまうという代しろ物ものだ。

　ショコラとアレス如き、一歩でも踏ふみ入ればその瞬間に腐り落ち、残鉄も残さずゲシュペスの養分になってしまう。

「了解じゃ。では陛下。ご武運を」

「ああ。そうは言ってもラグネオラ亡き今、これといった障害はいないがな」

　ラグネオラの名を出すと、ショコラは少しだけ悲しそうな顔を作った。

「……そう言えば、お前の師し匠しようでもあるんだったな」

「いや、もうよいのじゃ。もともと出来の悪いワシは相手にされていなかった。師匠はシュトライムにばかり期待をかけておった。しかし、そのシュトライムに裏切られ、ワシは使いものにならず……師匠も弟で子しに恵まれぬ人生じゃったな」

　ショコラは肩を落とし、大きく息を吐はいた。

　師を失った悲しみと、重圧から解放された喜びと、無力感が混じり合った複雑なため息だった。

「さて、ぐずぐずしていると期を逃す。行くぞ」

　ゲシュペスは元老院議会が開かれている議事堂に入った。

　修羅庁によって破壊されたエリアと真逆に建つ議事堂は、城そのものに負けないくらいの装飾が施されている。元老院の権力がうかがい知れるというものだ。

　それも今日でお終しまい。

　歴史に終止符を打つ。

　ゲシュペスは意を決して、大ホールの扉とびらを開け放った。

　だが、そこで行なわれていたのは議会ではなく、蹂躙だった。

「ヴェズエル……ッ！」

　大ホールの中央部に、黄金の髪をなびかせる偉丈夫と、それに寄り添う銀髪の美女がいた。

　破戒王ヴェズエルと、その妻ダイアンサス。

　そして、その周りに横たわるのは、血まみれの元老院議員たち。

「ふむ、ゲシュペスか。丁度いいところに来た。今、終わるところだ」

　ヴェズエルは片手で議長を持ち上げ、レイピアでその胸を突つき刺さした。

　議長の口からゴフッと音が鳴り、血が溢あふれ出す。

　魔ま王おうすら凌りよう駕がする権力を持った元老院の長が、まるでゴミのように放り投げられ、ワイン色の絨毯に転がった。

「……お前ら、何のつもりだ？」

　ヴェズエルとダイアンサスが魔界政府の敵であるのは、今いま更さら考えるまでもなく明白だ。

　しかし、なぜ元老院などを攻撃したのだろう。彼らの性格から考えて、狙ねらうなら非戦闘員の元老院ではなく、修羅庁の上位五人のはずだ。

「そう不思議そうな顔をするな。修羅庁ならバルトセルに任せてある。我らは元老院が隠し持っていた、我わが残鉄を回収に来たまで」

「これらは妾わらわの夫のもの故に、持ち帰ることに文句は言わせぬぞ？　もっとも、ノックもせずに上がり込んだのは無礼であったかも知れぬが」

　ダイアンサスの手の中には、十数個の鉄片があった。

　見ただけでそれと分かるほどの魔ま力りよくを放っている。間ま違ちがいなく【破戒王の残鉄】だ。

「そうか、元老院の連中、オレに黙だまってそんなに集めてやがったか」

　もしかしたら元老院は、裏の支配者に収まらず、武力も手に入れ、表まで支配するつもりだったのかもしれない。

「これで我が残鉄はあとわずか。完全なる復活は間近だ。お前もそうなのだろうゲシュペスよ。五年前、我との戦いで深く傷を負ったらしいが、そこらに転がっている者どもを吸い上げれば、それでまず完治するであろう？　そこに三世寺夏彦も加えれば、五年前より心躍る戦いが出来ると思わぬか？」

　ヴェズエルに言われ、ハッとする。

　なんと元老院議員たちは、かろうじて生きているのだ。

　全員が重症で、放っておけばじきに死ぬのは間違いないが、まだ息がある。

「まさか、オレのためにトドメを刺さなかったのか？」

「無論だ。次はこの須弥界最後の大戦だ。心残りは作りたくない。我は慈悲帝ゲシュペスとの戦いを所望する」

「須弥界最後の大戦？　それはどういう意味だ。まさかお前、人界と魔界を全滅させるつもりじゃないだろうな」

「否。そのような詰まらぬことをするつもりはないし、その程度は大戦と呼ばぬよ。我が目指すのは、大千世界の奥底に眠ねむる奴を仕留めることだ。そのためにはかつてない大きな戦いが必要だ。お前も、三世寺夏彦も、シュトライムにも参加してもらうぞ」

　口頭での果たし状。

　それは気負いのない、たんなる喧けん嘩かの誘さそいにも聞こえた。

　だが、そんな単純な話で済むわけがない。

　ヴェズエルにとっては、世界が滅ぼうとも楽しめればそれでいいのかもしれない。が、普通に暮らしている者からすれば、到底受け入れられないのだ。

「喧嘩は買ってやる。だが、その前に教えろ。大千世界とは何だ。シュトライムがお前と暗黒ドームに潜もぐった先で見たものは何なんだ。奥底で眠る奴って誰だれなんだ!?」

「全ての答えは戦いの先にある。お前も極点位階ならば、その目で見極めろ。魔族、天使、人間――ありとあらゆる存在は、そこに辿り着くために生まれた兵器なのだよ」

「兵器……？」

　まるで要領を得ない。まずシュトライムが暗黒ドームの底で見た複数の須弥界というのが信じがたいのに、ヴェズエルの話は輪をかけて眉唾物だ。

　しかし、そんな与太話のために彼かれは本気で世界をひっくり返そうとしている。

　はっきり言ってついていけない。

　だからこそ五年前、魔ま界かい全土が彼に反旗を翻ひるがえし、魔王の座から引きずり下ろしたのだ。

「なあヴェズエルよ。残鉄も回収したことだし、いい加減帰らぬか？　先程から体が火照ってな。早くそなたに抱かれたい」

「何だ、やぶからぼうに。慎ましさの欠片もないではないか」

　腕うでを首に巻き付け甘えた声を出すダイアンサスに、ヴェズエルは苦笑で応こたえる。

「仕方がなかろう。ここ暫く、そなたはバルトセルと遊んでばかりで、妾に構ってくれなんだ」

「なるほど、それは我の責任だ」

「その通り、そなたのせいだ。埋うめ合わせをしておくれ」

「何か望みのものでもあるのか、我が妻よ」

「いい加減、そなたの赤子を産みたい」

　ダイアンサスは少し頬ほおを朱に染め、ヴェズエルにぴったりと寄より添そって呟つぶやいた。

「赤子か。傀儡くぐつでも生めるのかな？」

「さて、やってみなければ分かるまい？」

「それもそうだ。ならば帰ったらさっそくやろう」

　完全に二人っきりの世界に入っており、ゲシュペスの存在など忘れている。

　馬ば鹿からしいのでそのまま帰りたくなったが、最大の敵が目の前にいるのに踵を返すのは、尻尾を巻いて逃げるようで具合が悪い。

　なので黙って見ていたのだが、するとヴェズエルとダイアンサスは抱だきしめ合い、唇くちびるを重ね、遂に舌を絡め始めた。

　すぐに終わるだろうという予測は裏切られ、どんどん濃厚になっていく。

　元老院議事堂にいかがわしい音が響ひびく。

「お前ら、帰るんじゃなかったのかよ！」

　ゲシュペスがそう怒鳴ると、バカップル二人はようやく行為をやめ、酷ひどく残念そうな顔で睨にらんできた。

「無粋な男だなゲシュペス。たかが接吻如きで何を騒ぐ」

「妾とそなたの仲むつまじさに妬いておるのだろう。自分には相手がいないものだから」

「ああ、なるほど。自分に甲斐性がないのを我らに向けるとは、思った以上に情けない男であるな」

　二人の視線に哀あわれみが混じり始めた。

　別に羨ましくも何ともないのに、なぜこんな目を向けられねばならないのか。

　ゲシュペスが老人だったら、間違いなく「近頃の若者は」と嘆なげいていただろう。

「さてダイアンサスよ。これ以上ゲシュペスに見せつけるのは残酷だ。続きはベスターブルク城でしようではないか」
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「妾は別にここでも構わぬぞ？　たまには違った場所でするのも良いものだ」

「ふむ。考えておこう。ではゲシュペス、さらばだ」

　などと、ふざけたことを言いながら、二人は空間跳ちよう躍やく魔ま術じゆつを使い大ホールから消え去った。

　戦ったわけでもないのに、ゲシュペスは途と方ほうもない徒労感に襲われた。







エピローグ







　終わってみれば、今回も夏なつ彦ひこたちに被害はなかった。

　修しゆ羅ら庁ちようの上位五人は無事に撃退したし、元げん老ろう院いんは慈じ悲ひ帝ていが全滅させたらしい。

　渚なぎさ市しの被害は甚大だが、その程度のこと、魔界では日常茶飯事なので語るに値あたいしない。

　ただ問題は魔界政府の中枢である万ばん魔ま殿でんが半壊してしまったことだ。

　たんに政庁や議事堂が集中しているだけでなく、それらに携わる者の宿舎も隣接していたのだ。それが吹っ飛んだことにより、住む場所を失った者が大量に出た。

「と言うわけで、この二人を連れてきたわけだ」

　シュトライムはイデアル本部のリビングで、ちびっこ二人を紹介した。

　一人は夏彦もよく知っている。慈悲帝の使い魔、朱す雀ざくだ。

　しかしもう一人の方は、初対面ではないものの、本当に仲良く出来るのか心配になる相手だった。

　修羅庁ナンバー６、長官代行ショコラ・ミミングスである。

「なぜワシがここにいるのじゃ！」

　無む理り矢や理り連れて来られたらしいショコラは、眉をつり上げ誰にともなく叫さけぶ。

　だがそれを聞きたいのは夏彦たちも同じであり、全員が困惑の表情でシュトライムを見つめた。

「なぜって、こんな小さくて可か愛わいい奴やつが宿無しで徘徊してたら、悪いお兄さんに誘拐されるかもしれないだろ」

「修羅庁長官代行を誘拐できるのはお前くらいじゃ！　そもそもワシを小さいなどと偉えらそうに言うが、どう見たって今のお前の方が小さいじゃろうが！」

「背伸びしたら私の方が大きいぞ」

「それがどうしたのじゃ、ワシも背伸びしたら同じことではないか！」

「むむ、こんなに小さい私に向かって大人げないぞ。それでも長官代行か」

「くっ、ああ言えばこう言う……昔から変わっておらぬなシュトライム！」

　ショコラは本気になって怒っているが、シュトライムは笑ってそれを躱す。

　どうも二人ともこんなやり取りに慣れているように見える。

「夏彦、あの二人、随ずい分ぶんと仲が良さそうですね」

「まあ、どっちもラグネオラの弟子だったらしいから。昔からの付き合いなんだろ」

　信じがたいことだが、ショコラも、そして朱雀や社長ですら夏彦より遥はるかに年上なのだ。その割には精神年ねん齢れいも幼いように思えるが、寿命が長いと心の熟成速度も変わるのだろう。

　ちなみに慈悲帝やクロムウェル、それからショコラの副官であるアレスは万魔殿に残り、機能停止寸前の魔界政府を何とか維い持じしている。

　かつての日本に例えると、永田町と霞ヶ関が一遍に吹っ飛んだようなものだから、無政府状態に限りなく近いといえる。

　もっとも魔界の住民は誰も彼もが好き勝手に生きているので、政府機能がストップしたところで、それがどうしたという気もする。

「ショコちゃん、どうしてそんなに帰りたがるの？　パジャマのことなら心配ないわ。こんなこともあろうかと、小さいサイズを沢山用意してあるから」

　副社長がいつも以上のほくほく笑え顔がおでショコラを見つめる。

「いや別にパジャマの心配などしておらん。と言うか何じゃ、こんなこともあろうかと、って、何を想定しておるのじゃ」

「それは勿もち論ろん、突発的に小さい子が泊まりに来た場合よ。シュトライムさんが小さくなっただけでも夢のようなのに、すーちゃんとショコちゃんが泊まりに来てくれるなんて。ああ、どうしましょう」

　副社長は両頬に手を添え、キャーと歓かん声せいを上げた。

「き、危険な女じゃ……」

「一目でそれを見抜くとは、流石さすがは修羅庁の長官代行であります」

　と、朱雀は妙みようなところで感心していた。

「うにゃにゃにゃ？　副社長に危険なところなんて何にもないにゃ！　とっても優やさしいにゃ！」

　一番毒どく牙がにかかっている社長だが、まるで気付いていないらしく、自信たっぷりに擁護する。

「あら社長。優しいなんて、照れちゃうわ」

　副社長は嬉うれしそうに社長の頭を撫なでる。

　今はこんな感じだが、これでも副社長はイデアルの事務仕事を一手に請け負うやり手なのだ。多少、奇妙な趣しゆ味みがあったとしても、温かい目で見守るべきだろう。それにターゲットになっている社長本人が気にしていないのだから、問題は何もない、はずだ。

「うーん、でも、四人も可愛い子が並んでると、副社長じゃなくてもニヤニヤしちゃうよ。ちびっこ四天王だよ！」

　委員長もニコニコして、じゃれ合うシュトライムとショコラを見つめる。

「分かりますわぁ。やはり子供は素す晴ばらしいですわ……わたくしも早く子供が……」

　そしてヘルガは、なぜか夏彦を横目でチラチラ見てくる。

　もしかすると、早く織おり姫ひめとの間に子供を作れというメッセージかもしれない。

「よし、織姫！　頑がん張ばろう！」

「は？　急になんですか……？」

　流石に主語がないと伝わらなかったらしく、織姫は首をかしげていた。

　もっとも、どうせ毎晩頑張っているのだから、今更伝えるまでもない。

　そろそろ通つう販はんで注文したメイド服が届くはずなので、織姫に着せるのが楽しみである。無論、コスプレ用の安物ではなく、生地のしっかりした本物だ。

　夏彦の給料は、全て織姫に着せる衣装に消えているのだ。

「さあショコラ。観念して一緒に寝ねるぞ。ここまで来て逃げられると思っているのか」

「いや待て！　ここに泊まるのはいいとして、なぜ一緒に寝る必要があるのじゃっ？」

「何だよつれないな。昔はよく一緒に寝たじゃないか」

「何百年前の話じゃ……」

　ショコラはシュトライムに抱きつかれ、とても迷めい惑わくそうにしている。

　妹にまとわりつかれ困っている姉にも見えるが、実際の年齢は逆なのだから面おも白しろい。

「うにゃー、私もシュトライム様と一緒に寝たいにゃん」

「私はリン・リンと寝たいであります」

「おー、ならば四人で寝るぞ。なーに、全員小さいから余よ裕ゆうでベッドに収まるだろう。いやぁ、小さいというのも悪くないな。高いところに手が届かないのは面倒だが、お前らにセクハラしても犯罪にならん」

「されたら普通に訴うつたえるのじゃ！　ワシは嫌じゃぞ、一緒に寝るなど。そもそもワシはそれほど小さくない。少なくともこの四人の中では一番大きい」

「朱雀もほとんど同じであります。むしろ朱雀の方が少し大きいかもしれないであります」

　なぜか二人の少女は睨み合い、身長を競い始めた。

　そこに乱入したのは、我らが猫耳社長リン・リンである。

「二人とも間違っているニャ！　一番大きいのは私ニャ」

「何を言うでありますか。リン・リンはどう見ても三番目であります」

「そうじゃ、ワシより額半分ほど小さいではないか」

　朱雀とショコラに言われても、社長は引き下がらない。

　それどころか、ちっちっちと指を振ふり、自信満々な様子だ。

「皆の目は節穴にゃ。私の身長を測るときは頭のてっぺんじゃなく、ここで計るにゃ！」
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　そう言って社長は、猫耳をピコピコと動かした。

　確かにこれは盲点だ。猫耳が社長の体の一部である以上、そこを身長の基準にするべきだろう。となると、四人の中で一番背が高いのは社長ということで間違いない。

「くっ、それがありなら、ワシだって耳があるぞ！」

　ショコラは必死の形相で、自分の犬耳を手でひっぱり対たい抗こうする。

「手を使うのは反則ニャ。私の耳は普ふ段だんから立っているけど、ショコラちゃんは垂れてるニャ。そういう場合は耳をカウントしないニャ！」

「何じゃと……くそ、なぜワシの耳は垂れておるのじゃ！」

　修羅庁長官代行ともあろう魔族が、本気で落ち込んでいた。

　口調こそ年寄り臭いが、どうやら中身は外見どおりの子供のようだ。

　と、そこで朱雀が新説を持ち出した。

「よく考えたら、朱雀が一番大きいであります！」

　だが、朱雀には猫耳も犬耳もない。首が伸びるわけでも、角が生えるわけでもない。

　どうやって大きさを主張するつもりなのだろう。

「何を言っておる。お前はどう見たってワシより五ミリは小さい。ワシが二番手、お前は三番手じゃ」

　せめて二番を死守したいらしいショコラは、真しん剣けんな声でそう言った。

　ところが朱雀は胸を張り、両手を広げ「変身！」と叫んだ。

　するとリビングの中に大きな赤い鳥が出現する。

　頭が天てん井じようにぶつかり、シャンデリアがぐらぐら揺ゆれる。広げた羽は夏彦たちの鼻先をかすめ、チクチクして痛い。

「朱雀の本当の姿はこっちであります。だから朱雀が一番大きいであります」

「うにゃー、これには完敗にゃ」

「わははは、確かにこの部屋にいる誰よりも大きいな。ショコラ、残念だったな」

「うぐぅ……しかし、お前よりは大きいぞシュトライム！」

　最後の砦を守るため、ショコラは大きな声で訴える。

　必死すぎて悲壮感すら漂ただよっていた。

「そう気張らなくても、私は急に大きくなったりしないぞ。残念だが、いつ元に戻れるのかサッパリ分からん。安心したか？」

「う、うむ……まあ、そうじゃろうな。魔力の使いすぎで小さくなった焔ほのおは、元に戻るまで何十年もかかるらしい。限界ギリギリまで魔力を使うというのは、それだけ体に負担がかかるのじゃ」

「と言うわけで、小さい内は小ささを満まん喫きつしようと思う。一緒に寝るぞ、皆の者！」

「了解ニャ」

「リン・リンの隣がいいであります」

「待て、ワシは断るぞ！」

　話が振り出しに戻ってしまった。

　その輪の中心にいるシュトライムを副社長は羨うらやましそうに眺めている。きっと何時間でも飽きもせず見つめていることだろう。

　だが夏彦にとってはどうでもいい。

　この騒動はどう決着しても荒事になりそうもないので、夏彦は織姫をつれて先に帰ろうとした。

　しかし織姫の手を取る直前で、月面から拾ってきた物の存在を思い出した。

「なあ師匠。魔力が回復すれば、元の姿に戻れるんだよな？」

「む？　そうだが、それがどうかしたのか」

「じゃあ、これ魔力の足しになるんじゃないか」

　そう言って夏彦は、ポケットから【ラグネオラの残ざん鉄てつ】を取り出し、シュトライムに放り投げた。

「何だこれ」

　シュトライムはそれをキャッチし、両手でギュッと思い切り握にぎりしめた。すると、拳こぶしから眩い光が放たれ、シュトライムを包み込んでしまった。

「うわぁっ、これ残鉄じゃないか！　いきなりこんなものを！」

　光の中から悲鳴に近い声が上がる。

　どうなってしまうのだろうと皆が注目して見ていると、現れたのは元の姿に戻ったシュトライムだった。

「あ、あああっ！」

　シュトライムは着ていた子供服が千切れ、全裸になっている。だが、裸体を隠そうともせず、大きくなった自分を確認し、絶望の叫びを上げた。

「まだ子供の姿を満喫していないのに！　銭湯にいって他の女の子に絡んだり、男湯に入ったり、ニヨニヨ動画で可愛さを振りまいてロリコンを釣ったりして遊びたかったのに……なんてことをしてくれるんだ夏彦ぉぉおっ！」

「しらねーよ、馬鹿かアンタ」

　夏彦としては、自分の師匠にそんな下らないことで落ち込んで欲ほしくないのだが、シュトライムはこの世の終わりが迫せまっているような顔でよろめき、壁かべに手を付いた。

「くそっ、早くもう一度魔ま力りよくを空にしないと……おい夏彦、早く求道位階秘技を使え！　私と勝負しろおおおおおおおおお！」

「夏彦、もう帰りましょう。何だか見苦しいです」

　織姫が珍しく辛しん辣らつな言葉を吐くが、今のシュトライムはそれだけ酷ひどいのだ。

「だな。委員長とヘルガも行こうぜ。あんな大人と一緒にいると、こっちまで駄だ目めになる」

「おっけーい。帰りにラーメン食べたいな」

「わたくし、酸辣湯麺が美お味いしい店を知っていますわ」

　委員長とヘルガもシュトライムを無視して、夏彦と織姫に付いてくる。

「うにゃにゃ、シュトライム様、元に戻ったから私のベッドからはみ出しちゃうニャ」

「仲間はずれであります」

「おーいおいおい、そんなことを言うなよぉ……お前らと一緒に寝るの楽しみにしてたんだから。え、本当に駄目なのか……しくしくしくしく、うえーん」

　シュトライムは全裸で床ゆかに座り込み、号泣してしまった。

　本当に駄目な大人の生きた見本だ。

　小さいままの方が良かったかも知れない。

　夏彦が本気でそう思っていると、ショコラがポツリと呟く。

「……これでワシが一番小さくなってしまったではないか」





※






　玉座には音も無く、ただ膨ぼう大だいな魔ま力りよくだけが渦巻いていた。

　誰かが魔術を使っているわけでも、戦っているわけでもない。

　ただたんに、破は戒かい王おうヴェズエルが座しているのみだ。

　彼がいるというだけで、その空間は特異点となってしまう。

　これが自分の夫であると思うと、ダイアンサスは女として誇らしくなってくる。

　彼に惚れられ、そして惚れたのだ。

　その単純な事実で、自分があらゆる世界で最も幸せな女であると確信できた。

　そして、そう思わせてくれるヴェズエルという雄こそが、大千世界を制覇するに相応しい。

　否、させてやるのだ。

　彼がそれを望む以上、妻としてかたわらに立ち、支え続ける。この世は男と女で作られている故ゆえに、その両者が力を合わせて走破できぬ道などあろうはずもない。

「ときにヴェズエルよ。先さき程ほどから黙って何を考えている。物思いにふけるなど珍しいではないか」

　ダイアンサスはヴェズエルの膝ひざに座ったまま、彼の頬に手を伸のばし撫で上げた。

「耳を澄ませば、奴が昇ってくる音が聞こえるのだよ」

「……ほう。それはまた……招待状も出していないのに、急に来られても、もてなせぬぞ」

　ヴェズエルがわざわざ耳を澄ませてまで動向を探る『奴』といえば決まっている。

　この世界の深淵、大千世界の奥底に眠る者。

　極点位階に到いたることでようやくその気配を微かに感じることが出来るという、遥か遠くに鎮ちん座ざする絶対者。

「しかし、妾の耳には何も聞こえぬな。どこまで来ている？」

「まだまだ深い。それに昇ってくるのは奴の末端に過ぎぬ。故に今の我らでも、相手をしてやるのに問題はなかろう。それにしても、我を目指して奥底から来たる蓮華の化け身しん、か。光栄であるな」

　ヴェズエルは不敵に笑えみを浮うかべながら、ダイアンサスの髪をすくった。

「もしかしたら、まったく別の者が目当てで来るのかもしれぬのに？」

「まさか。我を差し置くなど、ありえんよ」

　意地を張るわけでもふて腐れるでもなく、さも当然というふうにヴェズエルは断言する。

　まったく、途方もない自信家だった。

　奴がこちらの世界の存在に気付く要素はいくつもあるのだ。

　確かにヴェズエルとシュトライムが暗黒ドームを潜っていったことが一番大きな原因だろうが、ついさっき行なわれた三さん世ぜ寺じ夏彦とラグネオラの激げき突とつもなかなかのものだった。ゲシュペスが元老院を吸収し、かつての力を取り戻したのも無視できない。奴はとにかく、強い力に反応しているはずだ。

　その上で自分こそが原因と断ずるということはつまり、自分こそが最強であると一片の疑いなく思っている。

「雄々しいなヴェズエル。そうでなくては妾の夫は務まらぬ。まあ、それは自明の理であるとして、その端末とやらをどうする？　仮令奴にとっては枝葉でも、多くの者は死んでしまうぞ。それこそシュトライムやゲシュペスあたりでなければ生き残れぬかもしれぬ。よしんば凌いでも、その次には本体が来る。少しばかり早すぎるのではないか。三世寺夏彦はまだインドラの力を十全に引き出せているとは言いがたい。このまま行けば、何もかもがご破算になってしまうぞ。何か策を――」

　ヴェズエルが神しん滅めつに到るには、まず三世寺夏彦が最低でもかつてのインドラと同等になることが最低条件だ。だが、このまま行けば、その前に死んでしまうだろう。

「ここまで来て打てる策などあろうものか。第一、我は小こ賢ざかしいことは好かぬ。もはや、なるようになるしかあるまい。それで夢やぶれるのであれば、我もその程度の男だったということ。なに、案ずるな。お前やリリウムたちが支えてくれる以上、勝利は約束されている」

　まったく屁へ理り屈くつにすらなっていない。

　ようはただの考えなし。仲間の力を合わせればどんな困難にも打ち勝てるという、三文芝居の筋書きだ。

　ところが、ヴェズエルが口にすると、それに身を委ねたくなってしまう。

　もっとも、そのまま委ねてしまっては妻として彼のそばにいる意味がない。夫が吐く大言を素晴らしいと称えつつも、足下が崩くずれぬように支えてやる。

　ヴェズエルを矢面に立たせると決めた以上、それがダイアンサスの役目だ。

　そして勝利を持ち帰ったヴェズエルを称え、自じ慢まん話を聞いてやる。

　彼に勝利をもたらしてやったのは自分なのだぞ、などと考えながら。

　それはきっと、よい酒の肴になるに違いない。

「ああ、愛しているぞヴェズエル。そなたに出会ったことを誇りに思う」

「我もお前に出会ったことを誇りに思う、ダイアンサス」

　愛してる。この気持ちさえ揺るがねば、もう二度と敗北など有り得ない。







あとがき







　どうもお久しぶりです。ツガワです。

　この本が皆さんの元に届くのは六月ですが、あとがきを書いている今はゴールデンウィークです。

　私の故郷の青森県は丁度ゴールデンウィークの時期に桜が咲くので、大変観光客で賑にぎわっています。

　とくに弘ひろ前さき公園の桜は世界一だと地元民の私は思っていますよ。

　なにせ千本桜どころか二千六百本桜ですからね。

　弘前城や堀の池と相まって、素す晴ばらしい景観です。

　この本を読んでいる皆さんも来年のゴールデンウィークは是非、青森県弘前市に足を運んではいかがでしょうか？

　ただその弘前城が今年の秋から修復工事をするので、十年ほど姿を見ることが出来なくなるらしいです。

　弘前城は弘前市民の宝なので、見えなくなるのは寂しい限りです。

　もっとも、その前に私はビッグな作家になって弘前市に高額納税する予定ですから、おそらく修復工事の予算も増えて、少し早めに終わるのではないでしょうか。

　ビッグな作家になったらスーパーカーで竜たつ飛ぴ岬みさきや十と和わ田だ湖こを駆け抜けようと思います。

　スーパーカーと言えば光ミツ岡オカ大蛇オロチが生産終了するそうですね。もう光岡大蛇っていう名前が凄いのに、最終仕様車がファイナル大蛇と言うのですから厨二心にビンビン来ます。

　更にカラーバリエーションが金と不夜王ですよ。なんですか光岡ファイナル大蛇・不夜王って。どこの必殺技ですか。

　しかしこの光岡ファイナル大蛇、一二七〇万円もするそうです。今の私では手が出せません。

　なので頑張ってビッグな作家になって一二七〇万円貯めて、光岡ファイナル大蛇を……いや、なんでもありません。

　では六巻で会いましょう！
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